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 あ い さ つ 

                              

                             平成２８年度全国高等学校総合体育大会 

                広島市実行委員会会長  

                        広島市教育長    尾 形 完 治 

                                  

 

「美しく咲け 君の笑顔と努力の華」をスローガンに、「平成２８年度全国高等学校総合体育大会

の競技大会」の水泳（競泳）、バスケットボール、サッカー、ボクシング、アーチェリーの５競技が

本市で開催され、成功裡に無事終了しました。 

日々のたゆまない努力に裏打ちされた選手の皆さんの力強いプレーは、多くの人を魅了し、夢と

感動を与えてくれました。 

選手の皆さんの今後の活躍を心からお祈りするとともに、４年後の２０２０年に開催される東京

オリンピックの日本代表となり、多くのメダリストが誕生することを期待しています。 

本大会は、本年４月に熊本県、大分県で発生した地震による被害から「がんばろう！熊本・大分」

を共通メッセージに、両県の復興への願いを込めた大会でもありました。震災を乗り越えて参加さ

れた熊本・大分両県選手の元気あふれるプレーは、参加した全ての選手に生きる勇気と希望を与え

たと思います。 

また、大会の成功に向けて、準備・開催に全力で支えていただいた競技・運営役員の皆様、そし

て、何より炎天下の中、補助員として大会の成功に向け献身的に大会運営に当たっていただいた高

校生の皆さんに心から感謝を申し上げます。 

特に、補助員の皆さんの全国から来広する役員、選手・監督、観客の皆さんを温かく迎え、明る

く、親切・丁寧に対応するひたむきな姿に感銘を受けました。この大会は選手だけのものではなく、

大会に関わった全ての高校生の大会であることを改めて認識しました。 

そして、大会に関わった高校生一人ひとりにとりまして、この全国高校総体での経験は、思い出

の一ページとして、また大切な財産として心の中に永遠に刻み込まれ、今後の人生における大きな

自信と生きる力への礎になるものと確信しています。 

終わりに、本大会の成功に向け御尽力をいただきました全ての関係の皆様方に心より御礼を申し

上げますとともに、この高校生最大のスポーツの祭典である全国高等学校総合体育大会が、高校生

の皆さんにとって輝かしい未来への架け橋となることを祈念しまして、ごあいさつといたします。 
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 あ い さ つ  

 

 

平成 28 年度全国高等学校総合体育大会  

呉市実行委員会会長  

               呉市教育委員会教育長  

中 村 弘 市 

  

 

高校生最大のスポーツの祭典であります，平成２８年度全国高等

学校総合体育大会サッカー競技大会が，ここ呉市において，全国各地

から選手・監督・役員並びに関係の皆様をお迎えし，数々の素晴らし

い成果と，熱い感動のドラマを残し，成功裏に終了することができま

した。 

これもひとえに，本大会の運営を支えていただきました関係各位

の絶大なるご支援とご協力の賜物と心から感謝申し上げます。  

本市で開催した３日間は，天候だけでなく対戦カードにも恵まれ，

連日超満員の中，全国の頂点を目指した熱い戦いが展開されました。 

選手の皆さんの熱戦は，リオデジャネイロオリンピックで活躍さ

れた日本選手に負けず劣らず，多くの観客を魅了し，素晴らしい感動

を与えてくれました。 

また，大会運営に携わっていただいた地元高校生は，各業務を一生

懸命遂行し，全国から来呉する皆様を暖かく迎えていただきました

が，その活躍に心からお礼を申し上げますとともに，この体験が貴重

な思い出として，深く心に残るものと確信しております。  

本市といたしましても，本大会開催による数々の得難い経験を，今

後のスポーツの振興とまちづくりに活かしてまいりたいと思いま

す。 

終わりに，本大会を成功へと導いていただきました関係の皆様に

重ねてお礼申し上げますとともに，全国高等学校総合体育大会サッ

カー競技大会の一層の発展を祈念いたしまして，ご挨拶とさせてい

ただきます。 
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あ い さ つ 

平成２８年度全国高等学校総合体育大会 

尾道市実行委員会会長  

尾道市教育委員会教育長 

佐 藤 昌 弘 

「美しく咲け 君の笑顔と努力の華」をスローガンに、「平成２８年度全国高等学校総合体育大会

サッカー競技」が６市10会場で開催され、大会全体で全国から男子55校、女子16校の参加により

高校生の国内最高峰に相応しい大会となりました。ここ尾道の広島県立びんご運動公園陸上競技場

においても、無事終了しましたことを報告させていただくとともに、（公財）全国高等学校体育連盟

をはじめ、広島県高等学校体育連盟、広島県実行委員会、広島市実行委員会等の関係者の皆様、そ

して、大会の成功に向けて、準備・運営に全力で支えていただいた地元の高校生や会場となったび

んご運動公園の指定管理者のスタッフの皆様の御支援と御協力に心からお礼を申し上げます。 

さて、夏の炎天下のなかで、今大会に参加された選手の皆さんの最後まで力を出し切るという勇

姿は、勝負を最後まで諦めない強い意思を感じることができました。そのことは、尾道市民や応援

者の皆様、私たち大会関係者の脳裏に強く残ったことでしょう。 

そして、大会に参加された選手の皆さんはもとより、運営に参加された高校生の皆さんにとって

も、この大会を通じて得ることのできた経験や出会いはこれからの人生において、必ず大きな糧と

なるのではないでしょうか。そして、今回の大会を経験した高校生の皆さんの成長が、教育行政を

担う私たち教育委員会に与えられた今回の使命であったと改めて確信いたしました。 

また、本大会は、本年４月に熊本県、大分県で発生した地震による被害から「がんばろう！熊本・

大分」を共通メッセージに、両県の復興への願いを込めた大会でもありました。震災を乗り越えて

参加された熊本・大分両県選手ならびに関係者の皆様にとって、本大会に参加したことにより、少

しでも復興に向けた大きな励みになればと思っております。 

最後に、本大会に御尽力を賜りました全ての関係者の皆様、御参加いただいた皆様、観客の皆様

に重ねてお礼を申し上げますとともに、皆様の御健勝と御活躍を祈念いたしまして、御挨拶といた

します。 
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あ い さ つ 

平成 28 年度全国高等学校総合体育大会 

福山市実行委員会会長  

 福山市教育委員会教育長 

三  好 雅  章 

去る 7 月，全国各地より選手，監督の皆様をはじめ多くの方々を，当地「100

万本のばらのまち福山」にお迎えし，平成 28 年度全国高等学校総合体育大会サッ

カー競技大会が盛大に開催されました。 

本市では 7 月 27 日に男子の 1 回戦，翌 28 日に女子の開会式，29 日から 31 日

にかけて女子の 1 回戦から準決勝までが行われました。どの試合も厳しい予選を

勝ち抜いてきた代表チームらしい気迫に満ちた熱戦であり，多くの来場者の皆様

に勇気と感動を与えてくれました。 

大会を無事終えることができましたのも，広島県高等学校体育連盟をはじめ，

多大な御尽力をいただきました関係者の皆様と，大会役員，補助員並びに高校生

活動により「おもてなしの心」を合言葉に献身的に御協力いただきました高等学

校の先生，生徒の皆様の熱意の賜物と心より感謝申し上げます。 

 大会期間中は，連日の猛暑で厳しい天候でありましたが，「美しく咲け 君の笑

顔と 努力の華」のスローガンのとおり，たくさんの笑顔と感動が花開いた大会と

なりました。本市といたしましても，市制施行 100 周年という記念すべき年にこ

のような有意義な大会を実現できたことを糧に，今後ともスポーツ振興に努めて

まいりたいと思っております。 

結びに，本大会の開催にあたり御尽力いただきましたすべての関係者の皆様に

重ねて感謝を申し上げますとともに，全国高等学校総合体育大会のさらなる発展

を祈念いたしましてあいさつといたします。 
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あ い さ つ 

平成２８年度全国高等学校総合体育大会 

三次市実行委員会会長 

三次市長 

増 田 和 俊 

 平成２８年度全国高等学校総合体育大会「2016情熱疾走 中国総体」が，本市みよし

運動公園陸上競技場において，男子サッカーが，７月２７日と２８日に，女子サッカーが

２９日と，３日間にわたり開催されました。 

全国から選び抜かれた強豪校をお迎えし，「美しく咲け 君の笑顔と努力の華」をスロ

ーガンのもと，連日気温が３０度を超える猛暑の中で，高校生らしく爽やかな中にも，気

迫に満ち溢れた，最後の最後まで諦めない素晴らしい熱戦が繰り広げられました。 

各県の代表として，頂点を目指して戦う姿はまさに，美しく咲き，笑顔と努力が花開い

たもので，観戦された多くの皆様に大きな感動を与えてくれました。 

また，この大会では地元の多くの高校生が，総合案内や受付，ボールパーソン，記録係

などとして陰ながら運営を支えてくれました。この貴重な経験は，今後皆さんが成長され

る中で，大きな糧となってほしいと願っています。 

結びに，本大会の開催にあたりご尽力，ご支援を賜りました全ての皆様に感謝申し上げ

ますとともに，全国高等学校総合体育大会が，今後，益々大きく発展することを記念し，

ご挨拶といたします。 
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あ  い  さ  つ

平成28年度全国高等学校総合体育大会 

東広島市実行委員会会長 

東広島市教育委員会教育長 

津 森   毅

「美しく咲け 君の笑顔と努力の華」の大会スローガンのもと、平成28年度全国高等学

校総合体育大会サッカー競技大会が広島市、福山市、呉市、尾道市、三次市、東広島市の

６市で行われ、全国から多くの選手、監督並びに関係者の皆様をお迎えし、多くの方々に

夢や希望を与え無事に閉会を迎えることができました。 

これもひとえに、広島県高等学校体育連盟の皆さまをはじめ、関係される全ての皆さま

方からの多大なるご支援・ご協力のお陰であると心より感謝申し上げます。 

全国各地の予選を勝ち抜き、各県の代表として出場された選手の皆さんが、これまで積

み重ねてこられた技術や戦術を駆使し、グラウンドで躍動する姿は市民の皆さまをはじめ、

観戦された多くの方々に感動を与えてくれました。 

また、本大会を競技・運営役員、補助員として陰ながら支えていただいた県内高等学校

の先生方、そして生徒の皆さんの爽やかな「おもてなし」が本大会をより輝けるものにし

たのではないか思います。 

高校生の皆さまには本大会で得られた様々な経験を基に、更なる飛躍をされますととも

に、今後多方面にて活躍されることを願っております。 

終わりに、本大会の開催にご尽力いただきました全ての関係者の皆さまに厚くお礼申し

上げますとともに、全国高等学校総合体育大会の更なるご発展を祈念申し上げあいさつと

させていただきます。 
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あ い さ つ 

広 島 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 

会  長   本   淳  範 

「美しく咲け 君の笑顔と努力の華」のスローガンのもと，平成２８年度全国高

等学校総合体育大会「２０１６ 情熱疾走 中国総体」はジップアリーナ岡山にお

いて総合開会式が開催され，岡山・鳥取・島根・山口・広島の中国５県及び和歌山

県の３５市町村において３０競技が展開されました。 

 広島県では，広島市，呉市，東広島市，三原市，尾道市，福山市，三次市の７市

で水泳（競泳・飛込），バスケットボール，サッカー，ソフトボール，レスリング，

自転車競技（ロード），ボクシング，アーチェリーの８競技９種目を開催しました。 

全国４７都道府県より多くの選手，監督，コーチ，学校関係者，応援の皆様等を

お迎えし，各会場での熱い声援の中，全選手が日々の練習で培った精神力と競技力

を遺憾なく発揮し，各競技に取り組む若きアスリート達の真摯な姿が多くの人に感

動を与えました。選手達にとってこのインターハイでの経験が生涯忘れることので

きない大きな宝物になることを強く確信しています。そして，４年後の東京オリン

ピックにおいて，日本選手団の中心的存在として活躍してくれることを強く期待し

ています。 

 また，大会を支えてくださいました各競技役員・各補助員の皆様，そして最高の

おもてなしで選手を迎えていただいた高校生活動推進委員会の各校生徒委員・各先

生方の献身的なお力添えで開催各競技が安全無事に，かつ盛大に進行されましたこ

とに心よりの感謝を申し上げます。 

このインターハイの大会運営・競技運営・高校生活動・応援等の様々な立場で関

わった多くの県内高校生が，スポーツの持つ素晴らしい力と感動を共有し，その

様々な経験が今後の人生に豊かに生かされるよう願ってやみません。 

 高校生による我が国最大・最高の高校生スポーツの祭典であるインターハイが広

島県で開催され，成功裡に終えられたことは広島県高校スポーツ界と高等学校体育

連盟活動の大きな財産であり，今後のさらなる発展に向けた熱いエネルギーとなり

ました。 

 結びに，本大会の準備・開催・運営に長期にわたり御尽力を賜りました（公財）

全国高等学校体育連盟をはじめ，開催県・開催地各教育委員会及び各実行委員会，

各競技団体，各競技専門部等の大会に関わっていただきました全ての方々に心より

深く感謝申し上げます。 

 この素晴らしい高校生の祭典「インターハイ」が将来にわたってますます輝きを

放ち，スポーツを愛する高校生の「笑顔と努力」の中でいつまでも「美しく咲き続

ける」ことを心より祈念いたしまして御挨拶とさせていただきます。 

皆様，本当にありがとうございました。 
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期　日　　平成28年7月26日(火)　15:00～ 期　日　　平成28年8月2日(火)　決勝戦終了後

会　場　　広島国際会議場(フェニックスホール) 会　場　　広島広域公園エディオンスタジアム広島

1 開式通告 1 開式通告

2 出場校入場 2 成績発表

3 出場校紹介 3 表　　彰

4 開会宣言  フェアプレイ賞授与

5 国歌斉唱  準優勝　賞状・楯・メダル授与

6 高体連歌演奏  賞状・優勝旗授与

7 優勝旗・優勝杯返還　並びにレプリカ授与  全国高体連会長杯授与

8 挨　　拶　  文部科学大臣杯授与

 読売新聞社杯授与

9 歓迎のことば  ＮＨＫ楯授与

10 選手代表宣誓  優勝メダル授与

11 閉式通告 4 挨　　拶

5 講      評

6 閉会宣言

7 閉式通告

7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 7/31 8/1 8/2

（火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火）

開会式 １回戦 ２回戦 ３回戦 準々決勝 準決勝 決 勝

開会式 １回戦 ２回戦 準決勝 決 勝

男 子

女 子

2 2 ①１

3 2 2 2 1

2 2 2 1

2 2

3 2 2

2 2 2

2 2 ② ② ①

2 ② ② ①

2 2 ②

3 2 ②

 ※試合時間 ① 10:00 ② 12:00

① 10:00 ② 12:00 ③ 14:00 ① 10:00 ② 12:00

① 10:00 ② 12:00 ① 11:00

① 10:00 ② 12:00 ① 10:00 ② 14:00

 （○数字は女子試合数） 

7/27

7/28

7/29

7/30

7/31

       8/1

       8/2

　東広島運動公園陸上競技場

   福山市竹ケ端運動公園陸上競技場

   みよし運動公園陸上競技場

   広島広域公園補助競技場

   広島広域公園第一球技場

   コカ・コーラウエスト広島スタジアム

   呉市総合スポーツセンター陸上競技場

   呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

　広島県立びんご運動公園陸上競技場

   広島広域公園エディオンスタジアム広島

＜ 男　子 ＞

＜ 女　子 ＞

   広島国際会議場(フェニックスホール)

   ふくやま芸術文化ホール(リーデンローズ)

開 会 式 次 第（男子） 閉 会 式 次 第（男子）

競 技 日 程
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期　日　　平成28年7月28日(木)　15:00～ 期　日　　平成28年8月2日(火)　決勝戦終了後

会　場　　ふくやま芸術文化ホール(リーデンローズ) 会　場　　広島広域公園エディオンスタジアム広島

1 開式通告 1 開式通告

2 出場校紹介 2 成績発表

3 開会宣言 3 表　　彰

4 国歌斉唱  フェアプレイ賞授与

5 高体連歌演奏  準優勝　賞状・楯・メダル授与

6 優勝杯返還　並びにレプリカ授与  賞状授与

7 挨　　拶　  全国高体連会長杯授与

 文部科学大臣杯授与

8 歓迎のことば  読売新聞社杯授与

9 選手代表宣誓  ＮＨＫ楯授与

10 閉式通告  優勝メダル授与

4 挨　　拶

5 講      評

6 閉会宣言

7 閉式通告

7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 7/31 8/1 8/2

（火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火）

開会式 １回戦 ２回戦 ３回戦 準々決勝 準決勝 決 勝

開会式 １回戦 ２回戦 準決勝 決 勝

男 子

女 子

2 2 ①１

3 2 2 2 1

2 2 2 1

2 2

3 2 2

2 2 2

2 2 ② ② ①

2 ② ② ①

2 2 ②

3 2 ②

  ※試合時間 ① 10:00 ② 12:00

① 10:00 ② 12:00 ③ 14:00 ① 10:00 ② 12:00

① 10:00 ② 12:00 ① 11:00

① 10:00 ② 12:00 ① 10:00 ② 14:00

7/28        8/1

7/29        8/2

　広島県立びんご運動公園陸上競技場

 福山市竹ケ端運動公園陸上競技場

 みよし運動公園陸上競技場

　東広島運動公園陸上競技場

7/30

7/27 7/31

 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

 広島広域公園エディオンスタジアム広島

 広島広域公園補助競技場

 広島広域公園第一球技場

 コカ・コーラウエスト広島スタジアム

 呉市総合スポーツセンター陸上競技場

 ふくやま芸術文化ホール(リーデンローズ)

 （○数字は女子試合数）

＜ 男　子 ＞

＜ 女　子 ＞

 広島国際会議場(フェニックスホール)

開 会 式 次 第（女子） 閉 会 式 次 第（女子）

競 技 日 程

17



2 2

3 4

0 0

5 6

1

0

0 1

1 4

0

1

1

2 2

1 1

0

5 2

0 3

5 0

1 1

0

8

2 0

0 2

0

1

1 0

0 1

1 2

1 0

0 1

1

4

0

4

5 1

1 2

0

1

0 0

1 1

1 2

2 0

0

4

4 0

1 3

4

1

0 1

2 2

3 0

0 1

1

0

1PK2

1PK3

1PK4

優勝 … 市立船橋

準優勝 … 流通経済大柏

第３位 … 昌平

〃 … 青森山田

フェアープレー賞 … 昌平

0PK5

0PK6

1PK2

1PK4

2PK5

2PK6

1PK4

1PK5

1PK4

1PK5

（ 三 重 ）

46 松 山 工 （ 愛 媛 ）

（ 東 京 ② ）

三 重（ 長 崎 ）長崎総科大附

静 岡 学 園 （ 静 岡 ）

高 知 商 （ 高 知 ）

盛 岡 商 （ 岩 手 ）

刈 谷 （ 愛 知 ① ） 24

（ 秋 田 ） 27

7/28

0PK4

0PK5

0PK5

0PK4

2PK4

2PK3

0PK3

0PK4

1PK4

昌 平

帝 京 長 岡

帝 京 大 可 児

西 京

前 橋 商 （ 群 馬 ） 7

（ 山 口 ） 6

平成28年度全国高等学校総合体育大会サッカー競技大会

7/27 7/28 7/29 7/31 8/1

東 福 岡 （ 福 岡 ） 1

8/2 7/31 7/298/1

立 正 大 淞 南 （ 島 根 ）29

（ 愛 知 ② ）30

7/28 7/27

中 津 東

（ 青 森 ）

（ 徳 島 ）

（ 大 分 ）

聖 望 学 園 （ 埼 玉 ② ）

32 徳 島 市 立

（ 岐 阜 ） 5

（ 新 潟 ） 4

中 京 大 中 京

31 青 森 山 田

33

（ 埼 玉 ① ） 3

2

1PK4

1PK3

米 子 北 （ 鳥 取 ）

（ 沖 縄 ）

（ 石 川 ）

那 覇 西

履 正 社

熊 本 国 府

36

34

37

（ 熊 本 ）

45

35 鹿 島 学 園 （ 茨 城 ）

（北海道①）

綾 羽 （ 滋 賀 ）

10

17

14 42

9

8

16 44

41

38

（神奈川①）

星 稜

広 島 皆 実 （ 広 島 ① ）

（ 大 阪 ② ）

東海大高輪台

（ 宮 崎 ）

瀬 戸 内 （ 広 島 ② ） 18

47

48 日 章 学 園

市 立 長 野 （ 長 野 ） 19

矢 板 中 央 （ 栃 木 ） 20

51鹿 児 島 城 西 （ 鹿 児 島 ） 23

福井工大福井

（ 岡 山 ）

52 京 都 橘 （ 京 都 ）

岡 山 学 芸 館

（ 福 井 ） 22

（ 山 梨 ）

50 仙 台 育 英 （ 宮 城 ）

近 大 和 歌 山 （ 和 歌 山 ） 21 49 日 本 航 空

（ 佐 賀 ）山 形 中 央 （ 山 形 ） 25 53

市 立 船 橋 （ 千 葉 ② ） 54 尚 志

【 男 子 結 果 】

滝 川 二 （ 兵 庫 ） 15 43

40

高 岡 第 一 （ 富 山 ）

大 阪 学 院 （ 大 阪 ① ）

（ 香 川 ） 11

慶 應 義 塾 （神奈川②） 13

四 学 香 川 西

12 横 浜 創 英

39

北 照

札 幌 大 谷

一 条 （ 奈 良 ）

（北海道②）

7/27

（ 福 島 ）

55 流通経済大柏 （ 千 葉 ① ）

26

秋 田 商

関 東 第 一 （ 東 京 ① ） 28

7/297/27 7/28 7/29 7/31 8/1 8/1 7/31

佐 賀 東

18
8/2



優　勝 （ 千葉② ）

準優勝 （ 千葉① ）

第３位 （ 埼玉① ）

〃 青森山田高等学校 （ 青　森 ）

（ 埼玉① ）

№ Pos フリガナ 学校名 学年

1 GK ヒロスエ　リク 青森山田 3
2 GK ミドリカワ　コウキ 昌平 2
3 GK ニシムラ　コウイチ 流通経済大柏 3
4 GK タカハシ　ケンタロウ 星稜 3
5 DF イシイ　ユウキ 昌平 2
6 DF マツウラ　シュンペイ 流通経済大柏 3
7 DF セキガワ　イクマ 流通経済大柏 1
8 DF スギオカ　ダイキ 市立船橋 3
9 DF ハラ　テルキ 市立船橋 3
10 DF サカイ　ソウイチロウ 慶應義塾 2
11 MF スミナガ　カケル 青森山田 3
12 MF タカハシ　イッセイ 青森山田 3
13 MF ハリガヤ　タケアキ 昌平 3
14 MF マツモト　タイシ 昌平 3
15 MF ミヤモト　ユウタ 流通経済大柏 2
16 MF トミナガ　カズキ 流通経済大柏 3
17 MF カネコ　ダイキ 市立船橋 3
18 MF ニシハ　タク 市立船橋 3
19 MF コウ　タカヒロ 市立船橋 3
20 MF グンジ　アツヤ 市立船橋 1
21 MF ワタイ　マサキ 静岡学園 2
22 MF アサノ　シュウト 瀬戸内 3
23 FW ホンマ　リョウ 昌平 3
24 FW イワサキ　ユウト 京都橘 3
25 FW サワシマ　アキラ 履正社 3
26 FW マチノ　シュウト 履正社 2
27 FW イトウ リュウセイ 米子北 3
28 FW アベ　ヒロキ 瀬戸内 3

（公財）全国高等学校体育連盟サッカー専門部サッカー専門部　技術委員会選出

昌平高等学校

流通経済大学付属柏高等学校

船橋市立船橋高等学校

フェアープレー賞

【大会優秀選手】

以上　28名

町　野　修　斗
伊　藤　龍　生
安　部　裕　葵

氏名

昌平高等学校

渡　井　理　己
浅　野　嵩　人
本　間　　　椋
岩　崎　悠　人

針　谷　岳　晃
松　本　泰　志
宮　本　優　太

澤　島　　　輝

冨　永　和　輝
金　子　大　毅
西　羽　　　拓
高　　　宇　洋
郡　司　篤　也

杉　岡　大　暉
原　　　輝　綺

酒　井　綜一郎
住　永　　　翔
高　橋　壱　晟

西　村　紘　一
高　橋　謙太郎
石　井　優　輝
松　浦　駿　平
関　川　郁　万

平成28年度全国高等学校総合体育大会　サッカー競技　男子

成績および優秀選手

【 成　績 】

廣　末　　　陸
緑　川　光　希
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【1】

日時 2016年07月27日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 友成 義朗 主審 小曾根　潮 副審１ 上村　裕貴 副審２ 佐藤　将文 第４審判 尾世　勉

運営責任者 荒石 和夫 記録担当 和泉　裕太朗 天候 晴 時々 曇 気温 30.0℃ 湿度 52％

風 弱 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

大分県立中津東高等学校
（大分）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

2

3
5

昌平高等学校
（埼玉①）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 田中　椋大 1 GK GK 1 緑川　光希 0

0 黒川　涼太 3 DF DF 2 石井　優輝 0

1 1 楠木　裕二 4 DF DF 12 篠山　立 0

35分 0 曽我　大樹 5 DF DF 15 塩野　碧斗 0

0 上杉　理貴 17 DF DF 17 関根　浩平 1 1

0 橋本　紘希 6 MF MF 6 新垣　理生 (Cap.) 1 1 63分

0 後藤　文太 7 MF MF 7 針谷　岳晃 2 3 1 2 66分

1 1 佐藤　剛 (Cap.) 8 MF MF 10 松本　泰志 1 2 2

1 1 2 澤村　幸宣 9 MF MF 11 佐藤　大誠 2 2

0 原田　誠也 10 FW MF 14 山下　勇希 0

51分 1 1 松尾　洸陽 12 FW FW 9 本間　椋 2 3 3 63分

木戸　優太 2 MF DF 3 柳田　竜成

5 0 小野　輝 11 FW DF 4 真辺　庸介

堂上　敦司 13 DF MF 5 秋元　星人 0 7

本間　道 14 DF MF 8 星野　蒼馬 1 1 6

12 0 寺下　海都 15 MF FW 13 佐相　壱明 2 2 9

本田　泰之 16 GK GK 16 廣木　零

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 軸丸　耕平 藤島　崇之 時間 種別 番号 選手名 理由

17分 警 3 黒川　涼太 [警告]
後半前半 チーム合計 前半後半

2 3 5 シュート 15 6 9

3 3 6 GK 7 4 3

0 2 2 CK 4 2 2

1 2 3 直接FK 6 5 1

2 2 4 間接FK 1 0 1

2 2 4 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

32分 昌平 9 本間　椋 右-1 11 ～ × 右-1 14 ↑ 中央-1 相手GK こぼれ球

中央-1 9 右足Ｓ

34分 昌平 9 本間　椋 10 右-1 10 ～ ↑ 左-1 9 ワンタッチプレー Ｈ 中央-1 10

２タッチ以上 → 中央-1 9 右足Ｓ

57分 昌平 7 針谷　岳晃 10 左-3 × 9 → 左-2 10 ～ → 中央-2 7

～ 右足Ｓ

61分 昌平 7 針谷　岳晃 左CK 7 右足Ｓ

69分 昌平 10 松本　泰志 11 中央-3 11 → 10 左-2 ～ 中央-1 ～ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

1 】

） vs ）

0 ‐ 2
0 ‐ 3

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 2 - 3 ‐ 1

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　　　1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉総合スポーツセンター陸上競技場

マッチNo.【

中津東 高校（ 大分 昌平 高校（ 埼玉①

2016 7 27 水 10:00 kick off

0 5

基本システム 基本システム

　中津東はＤＦ③黒川がスイーパー気味になり相手ＦＷをマンマークする守備的なシステム、対する昌平は４－２－３－１の
システムでスタート。立ち上がりは互いにリスクを回避したロングボールの攻防であったが、徐々に昌平がダブルボランチ
の一角⑦針谷を中心としながら主導権を握り始める。昌平ＦＷ⑨本間が創ったスペースをシャドー⑪佐藤が効果的に攻
略、両ワイドもドリブルからの仕掛けでチャンスを演出する。試合が動いたのは前半終了間際、中盤で奪ったボールを右Ｍ
Ｆ⑭山下へ、ドリブルの仕掛けからＦＷ⑨本間に預け本間がＧＫと交錯しながらも粘ってねじ込んだ。昌平はその直後にも、
相手ＤＦのマンマークで出来たサイドのスペースを攻略し2点目を奪う。中津東は奪ったボールをＭＦ⑩原田からシンプルに
前線に預けて、右ＭＦ⑨澤村のドリブルからチャンスを演出しようとするが連動性にかけ決定機には至らない。後半に入っ
て中津東はポジション変更を行い中盤でボールを動かそうとするが、人の関わりが少なく相手ＤＦラインの背後を突くことが
できない。　逆に昌平は前向きにボールを奪い、スペースを有効に使いカウンターで追加点を挙げ試合を決定づけた。

記載責任者 所属（ 鳥取県立青谷高等学校 氏名（ 邨上　克也
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【2】

日時 2016年07月27日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園補助競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 藤本　賢二 主審 福岡　靖人 副審１ 安田　宗平 副審２ 加藤　元紫 第４審判 原　信二

運営責任者 重里　求昭 記録担当 六郎　真暁 天候 晴 気温 32.5℃ 湿度 38％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

帝京長岡高等学校サッカー部
（新潟）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

1

0
1

帝京大学可児高等学校
（岐阜）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 深谷　圭佑 (Cap.) 1 GK GK 1 川地　颯馬 0

53分 0 小泉　善人 2 DF DF 2 西津　邦彦 0

0 澄川　広大 3 DF DF 3 山出　旭 0

0 齋藤　日向 4 DF DF 6 三島　拓 0

0 石川　悠 5 DF DF 15 村田　柊人 0

44分 0 金子　大晟 7 MF MF 7 磯部　誓也 0 68分

59分 0 中林　三汰 8 MF MF 8 福田　航希 1 2 1 1 53分

0 小林　歩夢 11 MF MF 12 森田　拓実 0

0 安田　光希 13 MF MF 14 久保　藤次郎 3 2 1 70+1分

62分 1 1 楜澤　健太 10 FW FW 9 関根　琉楓 1 1 63分

0 陶山　勇磨 14 FW FW 10 奥崎　寛史 (Cap.) 0

菅野　良 17 GK GK 17 中野　太愛

10 0 伊木　拓也 6 DF DF 4 大岡　剛己 0 14

2 0 木村　勇登 9 MF DF 5 福岡　篤宣

小塚　祐基 15 MF MF 11 浅井　泰生 1 1 8

7 1 1 青山　翔吾 12 FW MF 13 本多　訓大 0 7

8 0 荒井　太樹 16 MF MF 16 上野　遼太郎 0 9

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 古沢　徹 堀部　直樹 時間 種別 番号 選手名 理由

41分 警 7 金子　大晟 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

1 1 2 シュート 7 4 3

2 1 3 GK 8 5 3

2 2 4 CK 1 1 0

3 2 5 直接FK 10 6 4

2 4 6 間接FK 0 0 0

2 4 6 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 PK 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

16分 帝京大可児 8 福田　航希 9 中央-2 9 ～ → 中央-1 8 ２タッチ以上 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:05 (2:05)、 後半 40:05 (5:05)、 試合所要時間 01:17:10

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

2 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

　帝京大可児と帝京長岡ともに4-4-2のシステムでゲームが始まる。立ち上がり，帝京長岡はDFラインを高く設定すること
でDFとMFとの距離をコンパクトにし，高い位置でボールを奪い素早く攻撃をしかけるのに対し，帝京大可児はDFとMFでう
まくボールを動かしながら，FWが相手DFの背後を狙いチャンスを作る。すると16分FW⑨関根が相手エリアの中央でドリブ
ルをしかけMF⑧福田が相手背後にうまく抜け出し，スルーパスを受けて先制点をあげる。その後も帝京長岡の高いDFラ
インの背後を狙うが決定的な場面を作りきれず前半を終了した。後半に入り，お互いビルドアップから攻撃を展開したいが
なかなか攻めきれず決定的な場面を作ることができない。しかし，徐々に帝京大可児がタイミングのあったパスで帝京長
岡DFの裏をとり，シュートチャンスを作る。しかし相手GKのセーブもあり得点することができずそのまま試合が終了した。
　帝京大可児はDFラインからのビルドアップで，もう少し手数をかけずシンプルに相手の背後をとり決定的な場面を多く作
れば，さらにチャンスが増えると思うので，次の対戦に期待したい。

記載責任者 所属（ 広島県立広島工業高校 氏名（ 米田　徹

基本システム 基本システム

水 12:00 kick off

0 1

＝ Match  Report ＝ 

　　　1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広域公園補助競技場

マッチNo.【

帝京長岡 高校（ 新潟 帝京大可児 高校（ 岐阜

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【3】

日時 2016年07月27日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 友成　 義朗 主審 日比野　真 副審１ 神谷　知史 副審２ 小梢　正道 第４審判 天川　充弘

運営責任者 荒石  和夫 記録担当 和泉　裕太朗 天候 晴 気温 31.0℃ 湿度 53％

風 弱 観客数 200人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

山口県立西京高等学校
（山口）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

2

0
2

群馬県立前橋商業高等学校
（群馬）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 松田　悠太 12 GK GK 1 田村　健太朗 0

0 越智　健祥 2 DF DF 2 風間　朝陽 0

0 吉賀　健汰朗 4 DF DF 4 李　守文 0

1 1 藤谷　直哉 14 DF DF 5 木村　海斗 (Cap.) 0

53分 0 田中　涼太 5 MF DF 6 若林　泰輝 0

0 宗野　裕斗 7 MF MF 8 信澤　蓮 0

1 1 水津　幸広 8 MF MF 9 大塚　優斗 0 59分

48分 0 山﨑　智弥 15 MF MF 14 桜井　優希 0

0 村重　尋也 17 MF FW 7 星野　周哉 1 2 1 1

66分 1 1 今田　雄太 9 FW FW 10 金枝　晃平 1 1

0 阿部　勇利 (Cap.) 10 FW FW 11 藤生　春樹 1 1 1

鶴　笙太郎 1 GK GK 12 帖佐　和也

伊藤　大貴 3 DF DF 3 小林　冬威

宮崎　敬太 13 MF MF 15 大橋　洸紀

15 1 1 1 木村　悠人 16 MF MF 16 小林　拓矢

9 0 林　和希 6 FW FW 13 船山　哲平

5 0 渡辺　充樹 11 FW FW 17 斎藤　建 0 9

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 渡邉　修身 笠原　恵太 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

2 2 4 シュート 4 2 2

7 2 9 GK 5 5 0

0 0 0 CK 5 3 2

3 2 5 直接FK 6 3 3

1 0 1 間接FK 4 1 3

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 4 1 3

0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

27分 前橋商 11 藤生　春樹 10 左-2 7 ～ → 左-1 10 ↑ 中央-1 11 ＨＳ

35分 前橋商 7 星野　周哉 8 中央-2 相手FP クリア 中央-3 8 ワンタッチプレー ↑ 左-1 7 ２タッチ以上

左足Ｓ

67分 西京 16 木村　悠人 17 中央-2 17 直接ＦＫ → 16 ～ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

3 】

） vs ）

0 ‐ 2
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

両校システムは4-4-2でスタート。リスク回避のロングボール主体で主導権を握ろうとする。西京はＭＦ⑧水津を起点にサ
イドに展開し，攻撃をしかけＤＦラインを揺さぶる。前橋商はCB②風間，④李の安定した守備からカウンターをしかけ，DFラ
インの背後を素早く狙おうとする。互いに前線からの厳しいプレスが目立つ立ち上がりであったが，徐々に西京のプレスが
緩みだし，前橋商がボールを保持できるようになった。前橋商が奪ったボールを素早く前線サイドに運びクロスボールをヘ
ディングで決め，先制した。前半終了間際にも追加点を収め前橋商リードで前半終了。
後半西京は，運動量が落ちない前橋商のプレスに引っ掛かり攻撃の糸口が掴めない。前線にスピードのある選手を投入
するが，全体的にイージーミスが多く意図的な攻撃がしかけられないでいたが，後半終了間際，FKの一瞬の隙をついたリ
スタートにより得点した。最後までゴール狙う意思を見せたが追加点は決め切れなかった。
前橋商は，相手を自由にさせない守備，運動量，前線の素早いアクション，意図的な攻撃のしかけにより試合を優勢に保
ち2回戦に駒を進めた。

記載責任者 所属（ 広島県立大柿高等学校 氏名（ 加藤　昂

基本システム 基本システム

水 12:00 kick off

1 2

＝ Match  Report ＝ 

　　　　1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉総合スポーツセンター陸上競技場

マッチNo.【

西京 高校（ 山口 前橋商 高校（ 群馬

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【4】

日時 2016年07月27日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 滝本　寛　 主審 角田　裕之 副審１ 藤田　亮 副審２ 荊尾　雅之 第４審判 豊田　俊弘

運営責任者 後藤　朋之 記録担当 堀内　敬士 天候 晴 時々 曇 気温 26.6℃ 湿度 76％

風 弱 観客数 500人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

静岡学園高等学校サッカー部
（静岡）

KICK OFF

5

1

4

前半

後半

0

0
0

奈良市立一条高等学校サッカー部
（奈良）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 田原　智司 17 GK GK 1 本山　善敏 0

1 1 1 嶋　一駿 4 DF DF 2 小里　侃矢 0

1 1 天本　翔太 5 DF DF 3 稲葉　大典 0

0 森主　海斗 15 DF DF 4 鈴木　貫生 (Cap.) 0

0 渡井　理己 7 MF DF 5 井上　敢太 0 49分

0 若山　修平 (Cap.) 10 MF MF 12 向井　雄飛 0 55分

62分 0 金冨　ユウ大 14 MF MF 7 岩本　修平 1 1

71分 1 1 2 稲葉　章将 8 FW MF 8 加茂　裕輝 1 1 55分

2 5 7 3 福原　涼太 9 FW MF 9 梅本　耕平 1 1

63分 1 1 1 青嶋　智也 13 FW FW 10 小池　竜雅 1 1

59分 2 2 伊藤　稜馬 16 FW FW 11 竹島　玲太 1 1 68分

山ノ井　拓己 1 GK GK 16 林　誉真

8 0 岡野　悠太 3 DF DF 13 生成　光 0 5

13 0 坂西　望 2 MF MF 6 鈴木　恵太

14 0 島田　周汰 6 MF MF 14 川﨑　航太 0 12

16 0 白川　大吾廊 11 MF MF 15 花田　直紀 0 8

戸田　大智 12 MF FW 17 秋月　健 0 11

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 川口　修 前田　久 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
26分 警 1 本山　善敏 ラフ

5 9 14 シュート 5 1 4

4 3 7 GK 5 4 1

2 6 8 CK 0 0 0

3 3 6 直接FK 6 2 4

0 3 3 間接FK 3 1 2

0 3 3 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 1 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

31分 静岡学園 9 福原　涼太 中央-4 17 → 右-3 4 ↑ 中央-1 9 ～ 右足Ｓ

44分 静岡学園 9 福原　涼太 中央-2 7 → 中央-1 9 ～ 左足Ｓ

53分 静岡学園 13 青嶋　智也 7 左-2 7 ～ 中央-2 → 右-1 13 ～ 右足Ｓ

63分 静岡学園 4 嶋　一駿 10 右CK 10 ↑ 中央-1 4 ＨＳ

70分 静岡学園 9 福原　涼太 7 右-2 7 → 右-1 9 ～ 中央-1 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

4 】

） vs ）

1 ‐ 0
4 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 3 - 5 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　　　１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉市総合スポーツセンター多目的グランド

マッチNo.【

静岡学園 高校（ 静岡 一条 高校（ 奈良

2016 7 27 水 10:00 kick off

5 0

基本システム 基本システム

　静岡学園は３・５・２，一条は４・４・２で試合が始まる。立ち上がりから静岡学園が前線に人数をかけ，アタッキングサード
までボールを運ぶ時間が増える。一条は中盤の選手が守備に戻り，カウンターから攻撃を仕掛ける。静岡学園はボール
を失うと，一人一人がマンマークになり１ｓｔDFの決定が早く，ボールを奪い返す回数が多くなる。後半，一条は同点にした
い為にミドルサードで積極的にボールを奪いチャンスを作ろうとする。対する静岡学園は，ボールを奪った後にショートパ
スを使いながら，一条DFの背後を狙い，シュートチャンスを数多くつくる。試合は，静岡学園が危なげなく勝利したが，一人
一人が責任をもって守備をし，攻撃では全員がボールに関わって勝ち上がった。一条は，後半の立ち上がりでの守備は選
手同士の距離間が良く，ミドルサードでボールを奪うことが多くあった。しかし，試合全体を通してどこでボールを奪うか
が，はっきりしていなかった。

記載責任者 所属（ 呉港高等学校 氏名（ 竹林　純
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【5】

日時 2016年07月27日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 東広島運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 池邉　左千夫 主審 中川　朋彦 副審１ 竹田　明弘 副審２ 宮崎　俊 第４審判 山本　亮平

運営責任者 瀬越　徹 記録担当 藤本　裕史 天候 曇 気温 33.5℃ 湿度 41％

風 微風 観客数 500人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

北照高等学校男子サッカー部
（北海道②）

0

0

0

前半

後半

2

6
8

四国学院大学香川西高等学校サッカー部

（香川）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 斉藤　歩夢 1 GK GK 1 近藤　雅紀 0

70+1分 0 山口　海人 2 DF DF 2 林　凌雅 0 64分

28分 0 榊原　斗霧 3 DF DF 3 飛田　竣吾 (Cap.) 0

1 1 丹野　脩斗 (Cap.) 4 DF DF 4 渡部　彰久 0

0 佐藤　郁弥 5 DF DF 6 坂東　宥吾 1 1 70+2分

1 1 高橋　諒 7 MF MF 5 蟹田　悠平 2 3 1 2

0 岩田　一樹 8 MF MF 7 砂川　萌 1 3 3 69分

46分 0 金川　翔 9 MF MF 8 本田　功輝 0 66分

1 1 武井　洸流 11 MF MF 10 西村　宙 1 3 2 1

1 1 原田　大也 6 FW FW 9 西山　颯人 1 3 2 1

1 1 佐倉井　玲音 10 FW FW 11 髙木　慎也 2 4 1 3

永澤　諒 12 GK DF 12 千葉　夢斗 0 2

9 0 松橋　澪 13 FW DF 13 木下　翔太 0 6

3 0 小笠原　陸 14 MF FW 14 梅宮　颯晟

山口　優人 15 MF MF 15 安藤　千真 0 7

2 0 畠山　英也 16 DF FW 16 広瀬　詳大 0 8

伊東　希 17 DF GK 17 林　拓斗

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 宇佐美　定輝 大浦　恭敬 時間 種別 番号 選手名 理由

21分 警 5 佐藤　郁弥 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

42分 警 2 林　凌雅 距離不足

45分 警 2 山口　海人 ラフ 64分 警 8 本田　功輝 反ｽﾎﾟｰﾂ

3 2 5 シュート 17 10 7

5 8 13 GK 4 3 1

0 2 2 CK 5 5 0

8 3 11 直接FK 14 9 5

2 3 5 間接FK 3 3 0

2 3 5 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 3 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

12分 四学香川西 7 砂川　萌 9 9 右CK ↑ 7 ＨＳ 中央-1

35+1分 四学香川西 5 蟹田　悠平 5 直接ＦＫ 右足Ｓ 左-1

49分 四学香川西 10 西村　宙 9 9 左-1 中央-1 ↑ 10 ＨＳ

53分 四学香川西 11 髙木　慎也 10 10 右-1 ↑ 11 中央-1 ＨＳ

62分 四学香川西 9 西山　颯人 1 中央-4 ↑ 相手FP 中央-2 クリア ミス 9 中央-1 左足Ｓ

67分 四学香川西 5 蟹田　悠平 9 左-1 左足Ｓ 相手FP クリア ミス 5 中央-1 右足Ｓ

69分 四学香川西 11 髙木　慎也 16 16 右-1 → 11 中央-1 右足Ｓ

70+4分 四学香川西 オウンゴール 相手FP 10 オウンゴール

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

5 】

） vs ）

0 ‐ 2
0 ‐ 6

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

両チームとも１－４－４－２の布陣で試合が開始される。北照は、相手の出方を窺いながら守備ブロックを作り、MF⑪武井
を中心に素早い攻撃で香川西ゴールを狙う。対する香川西は、グラウンドを広く使いワイド攻撃を繰り広げる。特に突破力
のある⑧MF本田と⑩MF西村が、再三両サイドを突破し北照ゴールを狙う。前半、このオープン攻撃に北照は我慢できず、
ゴール前のファールやCKを多く与えてしまい、香川西は精度の高いセットプレーで得点する。後半も香川西の運動量は落
ちず、徹底したワイド攻撃を繰り返し得点を重ねた。初の全国大会となる北照は、硬さが見られる中、一矢報いようと試み
るも香川西の前線からの激しいディフェンスの前に得点できず、香川西が２回戦に駒を進めた。ヘディングが強くボールを
奪う意識が強いディフェンスで決定機をほぼ作らせなかった香川西だったが、ディフンスサードでも奪う意識が強すぎカ
バーができていない場面や斜めに入ってくるパスへの対応が今後の課題に挙げられる。

記載責任者 所属（ 洛南高等学校 氏名（ 永楽　剛史

基本システム 基本システム

水 10:00 kick off

0 8

＝ Match  Report ＝ 

１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 東広島運動公園陸上競技場

マッチNo.【

北照 高校（ 北海道② 四国学院大学香川西 高校（ 香川

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【6】

日時 2016年07月27日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 みよし運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 玉生　謙介 主審 長峯　滉希 副審１ 河江　俊明 副審２ 瀬川　恭平 第４審判 福澤　彦明

運営責任者 佐々木　新二 記録担当 安藤  鷹斗 天候 晴 気温 34.0℃ 湿度 45％

風 無 観客数 1,100人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 水含み

岩手県立盛岡商業高等学校サッカー部

（岩手）
0

0

0

前半

後半

1

0
1

慶應義塾高等学校
（神奈川②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 藤原　汰瑚 1 GK GK 1 三浦　優介 0

0 松尾　龍斗 2 DF DF 2 関　俊太朗 0

1 1 腹子　直哉 3 DF DF 5 酒井　綜一郎 0

0 泉山　凌馬 4 DF DF 6 柿沼　亮祐 (Cap.) 0

0 谷地　朝日 (Cap.) 5 DF MF 7 武田　聖基 0

0 日下　奈樹 8 MF MF 8 平田　賢汰 0

51分 0 藤原　優人 15 MF MF 10 下谷　優太 0

1 1 2 吉田　陸 10 MF MF 12 赤坂　凜太郎 0 61分

56分 0 佐藤　洸太朗 14 MF FW 4 飯塚　亮貴 0 ＨＴ

2 1 3 伊藤　隆人 9 FW FW 13 小関　嵩史 1 3 2 1 70+4分

0 村井　勇仁 17 FW FW 16 松島　竜成 0 70分

上田　翼 12 GK GK 17 新里　侑也

小松　南 13 DF DF 3 周藤　悠高

15 0 関　友斗 6 MF DF 15 竹原　優 0 16

内川　弾 7 MF MF 14 田中　秀磨 0 9

14 0 添田　裕也 16 MF FW 9 板倉　正明 1 1 4

菅野　秀哉 11 FW FW 11 大佐古　絋希 0 13

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 太田　浩史 大方　貴裕 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

3 3 6 シュート 4 2 2

1 1 2 GK 3 1 2

1 1 2 CK 1 0 1

7 6 13 直接FK 9 4 5

1 2 3 間接FK 0 0 0

1 1 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

26分 慶應義塾 13 小関　嵩史 16 右-2 16 → 中央-1 13 ～ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:00 (0:00)、 後半 35:00 (0:00)、 試合所要時間 01:10:00

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

6 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 2 - 3 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

　今大会で全国総体24回目の出場となる盛岡商業と、全国総体初出場となる慶應義塾の試合は情熱疾走中国総体に表現されるような高い気温の中
キックオフされた。盛岡商業は1-4-4-2のドイスボランチを採用し、前線のプレスを主導とした守備からスムーズな攻撃への展開を大切に試合を進め
る。一方、慶應義塾は1-4-2-3-1システムを採用し、両サイドバックが高い位置を取りながら相手DFラインの背後への配球と細かいパスを組み合わせ
ながら攻撃を展開しようとする。慶應義塾は両CBとドイスボランチを中心にビルドアップをしながら時間を作り、前線の選手の入れ替わりでモビリティを
出しながら良いタイミングで背後への飛び出しや落ちてきた選手へボールを入れる。しかし、背後へのボールがサイドやGKに流れたりオフサイドに
なったりするシーンが目立ち、完全な突破には至らない。盛岡商業は前線からの守備で追い込もうとするが、慶應義塾のポジショニングによるずらしと
モビリティにより、マークを受け渡しきれない場面が目立つ。盛岡商業が良い形でボール奪取できるシーンは多くないが、慶應義塾のスピードを上げす
ぎた仕掛けや判断の悪い縦パスを前向きで奪い、サイドのスペースを活用したカウンターでチャンスを作る。時間経過とともに間延びやDFラインの縦
ギャップが生まれ、お互いに相手の隙を突くタイミングでのロングボールや早いタイミングでの縦パスからチャンスを作る。盛岡商業が隙をついて良い
形でボールを奪いゴールに結びつけるか、慶應義塾が隙をついて良い形で突破するかの勝負といった展開となる。試合終盤になると、盛岡商業が押
し込む時間帯が続く。サイドでの積極的な仕掛けやCK、ロングスローからゴール前に配球するシーンが多くなるが、慶應義塾が人数をかけ跳ね返す。
盛岡商業はダイナミックなプレーで、、慶應義塾は積極的な仕掛けから決定機を作るが、ともにゴール前にスペースがない状態となり決めきることがで
きない。試合を決めた得点は前半26分の慶應義塾の先制点であった。ドリブルによる積極的な仕掛けから失ったボールを奪い返し、再度仕掛け失っ
たところをボール奪取する連続した形で相手DFと入れ替わり、FW16松島からFW13小関へ絶妙なタイミングでラストパス。パスを受けたFW13小関が落
ち着いて相手DFをかわし、DFの股下を通す技ありシュートを決めた。試合終盤に押し込みながらチャンスを数多く作り出した盛岡商業であったが、最
後まで粘り強く守り切った慶應義塾が初出場にして2回戦進出を果たした。

記載責任者 所属（ 千葉県立八千代高等学校 氏名（ 堤　誠太郎

基本システム 基本システム

水 10:00 kick off

0 1

＝ Match  Report ＝ 

　　　1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ みよし運動公園陸上競技場

マッチNo.【

盛岡商業 高校（ 岩手 慶應義塾 高校（ 神奈川②

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【7】

日時 2016年07月27日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園補助競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 藤本　賢二 主審 西村　幹也 副審１ 佐藤　廉太郎 副審２ 矢島　光 第４審判 奈良　茂樹

運営責任者 重里　求昭 記録担当 六郎　真暁 天候 晴 気温 32.9℃ 湿度 50％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

高知商業高等学校サッカー部
（高知）

1

1

0

前半

後半

1

3
4

長崎総合科学大学附属高等学校
（長崎）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

62分 0 日隈　直也 1 GK GK 12 湊　大昂 0

0 森下　敬史 2 DF DF 4 吉田　隆之助 1 1 55分

0 片岡　祐樹 4 DF DF 5 森田　将生 0

0 小林　航史郎 14 DF DF 17 武富　海希 1 1

0 正岡　良樹 15 DF MF 6 前野　翔伍 1 1

0 武田　俊也 6 MF MF 10 薬真寺　孝弥 (Cap.) 1 6 4 2

1 1 山﨑　雅史 9 MF MF 15 田中　純平 0

0 長野　佑哉 (Cap.) 10 MF FW 7 宇高　魁人 2 5 2 3

1 1 1 大川　星 11 MF FW 9 右田　翔 2 2

0 石川　侃人 7 MF FW 11 安藤　瑞季 2 1 1

59分 1 1 林　拓海 8 FW FW 16 荒木　駿太 1 1 1 42分

1 0 小松　怜 13 GK GK 1 中村　拓人

戸梶　公太 3 DF DF 2 嶋中　春児

上杉　玲楽 5 DF DF 3 小川　貴之

8 0 久田　颯 12 MF MF 8 山本　大樹 0 16

福井　誠司 17 MF MF 13 鈴木　颯太 0 4

山岡　聖己 16 FW FW 14 井上　風羽

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 松本　一雄 小嶺　忠敏 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

1 2 3 シュート 19 12 7

6 12 18 GK 4 2 2

1 0 1 CK 10 5 5

1 1 2 直接FK 8 5 3

2 1 3 間接FK 0 0 0

1 1 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 PK 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

22分 長崎総科大附 16 荒木　駿太 7 中央-3 7 ↑ 中央-1 16 右足Ｓ

31分 高知商 11 大川　星 右-3 2 スローイン 中央-2 8 ～ 相手FP こぼれ球 中央-2 11

～ 中央-1 左足Ｓ

48分 長崎総科大附 7 宇高　魁人 10 中央-3 10 → 中央-2 7 ～ 右足Ｓ

67分 長崎総科大附 7 宇高　魁人 9 中央-2 11 → 9 ↑ 中央-2 7 右足Ｓ

70分 長崎総科大附 10 薬真寺　孝弥 6 右-2 9 → 中央-2 6 ↑ 中央-1 10 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:30 (2:30)、 後半 38:10 (3:10)、 試合所要時間 01:15:40

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

7 】

） vs ）

1 ‐ 1
0 ‐ 3

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 3 - 4 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

高知商業は４-５-１、長崎総科大附３-４-３でゲームがスタートする。立ち上がりは長崎総科大附がDFラインからサイドの
裏へロングボールを使い、サイドを攻略し、クロスを使った攻撃でチャンスを作る。一方高知商業は粘り強い守備からFW⑧
林のポストプレーを使ったカウンターアタックを試みるも長崎総科大附のプレッシャーの速い守備でポストプレーをさせな
い。すると長崎総科大附はロングキックを中央でMF⑩薬真寺が競り勝ち、サポートに入ったMF⑦宇高のスルーパスをFW
⑯荒木がワンタッチシュートで均衡を破る。その後しばらくは長崎総科大附のペースで進むものの、高知商業は前半31分
スローインからMF⑪大川が単独でドリブル突破を試み、密集から抜け出しシュートを決め、前半は1対1で折り返す。後半
もセカンドボールを拾い、素早くサイドに展開し、クロスからチャンスをうかがう長崎総科大附ペースで進む。すると後半58
分スローインのこぼれ球をサイドに展開し、FW⑨右田のクロスをMF⑦宇高がニアで合わせ、勝ち越しに成功する。さらに
追加点を奪い、試合終了となる。
長崎総科大附の球際の素早いプレッシャーからボールを奪い、サイドを攻略するなど、長崎総科大附の強さが際立った
ゲームだった。

記載責任者 所属（ 岐阜県立多治見高等学校 氏名（ 大宮　知野

基本システム 基本システム

水 10:00 kick off

1 4

＝ Match  Report ＝ 

　　１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園補助競技場

マッチNo.【

高知商 高校（ 高知 長崎総科大附 高校（ 長崎

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【8】

日時 2016年07月27日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 エディオンスタジアム広島

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 高寺　恒如 副審１ 名木　利幸 副審２ 廣瀬　成昭 第４審判 久保　喜央

運営責任者 辻　邦浩 記録担当 藤原　公義 天候 曇 気温 29.9℃ 湿度 56％

風 微風 観客数 1,800人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

広島県瀬戸内高等学校
（広島②）

5

5

0

前半

後半

0

1
1

長野市立長野高等学校サッカー部
（長野）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 佐々木　衆 1 GK GK 12 吉田　泰地 0

0 井上　雄斗 2 DF DF 2 宮尾　京 0

0 梁　賢虎 4 DF DF 5 齊藤　旭 0

0 小西　祐太郎 5 DF DF 8 丸山　皓雅 (Cap.) 1 1

1 1 滝澤　康平 6 DF DF 13 筒井　爽 0

65分 1 1 2 川岡　謙太 3 MF MF 14 山口　亮太 0 ＨＴ

31分 0 浅野　嵩人 (Cap.) 7 MF MF 15 義家　匠 0

0 中間　俊亘 8 MF MF 16 島田　直弥 1 1 63分

50分 1 1 2 1 川端　海登 11 MF FW 9 山中　麗央 1 3 1 2

1 3 4 3 三澤　徹晃 9 FW FW 10 宮嵜　優 1 1

ＨＴ 3 3 1 安部　裕葵 10 FW FW 17 新井　光 3 1 2

大田　祥輝 12 GK GK 1 渡邉　伎

11 0 高橋　一徳 13 DF DF 3 芳田　竜之介

深川　拓哉 14 MF DF 4 市川　大希

3 0 福田　快斗 15 MF MF 6 神津　瑞希 0 16

10 1 1 上　禅世 16 FW MF 7 村山　智紀

7 0 谷口　泰貴 17 MF FW 11 小林　恭也 0 14

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 安藤　正晴 芦田　徹 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

5 8 13 シュート 9 4 5

3 1 4 GK 7 3 4

3 1 4 CK 5 4 1

0 0 0 直接FK 7 2 5

0 0 0 間接FK 1 0 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

8分 瀬戸内 9 三澤　徹晃 中央-2 10 右足Ｓ 相手GK こぼれ球 中央-1 9 Ｓ

18分 瀬戸内 10 安部　裕葵 3 中央-3 3 → 中央-1 10 右足Ｓ

19分 瀬戸内 11 川端　海登 5 右-2 5 ～ → 中央-1 11 右足Ｓ

30分 瀬戸内 9 三澤　徹晃 2 左-2 2 ↑ 中央-1 9 右足Ｓ

31分 瀬戸内 9 三澤　徹晃 2 左-2 2 ↑ 中央-1 9 ＨＳ

70分 市立長野 9 山中　麗央 11 右-1 11 → 中央-1 9 Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

8 】

） vs ）

5 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園エディオンスタジアム広島

マッチNo.【

瀬戸内 高校（ 広島② 市立長野 高校（ 長野

2016 7 27 水 10:00 kick off

5 1

基本システム 基本システム

瀬戸内は１－４－４－２、市立長野は１－４－３－３でキックオフ。両チームとも硬さがみられる立ち上がりになる。市立長
野は、両SBが高い位置を取り、サイドで数的優位を作りながら攻撃を組み立てようとするも、瀬戸内の前線からのチェイシ
ングで、市立長野に思うようにボールを前に運べない。前半７分、GKのこぼれ球をFW⑨三澤が詰めて瀬戸内が先制する
と、徐々に試合の主導権を握り始め、中盤での細かいパスワークやドリブル突破などを基点に攻撃を組み立て、前半を５
－０で折り返す。
　後半に入り市立長野は1ｓｔディフェンダーの決定や守備時のポジショニングに修正は見られたが、攻撃へ転じてからのサ
ポートや効果的な動き出しが少なく、なかなかゴールに迫ることが出来ない。対して瀬戸内は、奪ったボールを素早く縦へ
運び、開いたDFラインの間を突くなど、カウンターでゴールへ迫る。試合終盤に市立長野がサイドを使った展開から１点返
したが、その後得点を重ねることが出来なかった。瀬戸内が地元開催の初戦を５－１で勝利を収め、2回戦に駒を進めた。

記載責任者 所属（ 大阪府立柴島高等学校 氏名（ 相良　和樹
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【9】

日時 2016年07月27日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 コカ・コーラウエスト広島スタジアム

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 蔵森　紀昭 主審 山下　良美 副審１ 権田　智久 副審２ 森田　靖生 第４審判 山根　孝明

運営責任者 竹本　浩 記録担当 住田　恒三 天候 晴 気温 31.7℃ 湿度 58％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

矢板中央高等学校サッカー部
（栃木）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

1

0
1

近畿大学附属和歌山高等学校
（和歌山）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 渡辺　優三 1 GK GK 1 谷口　智洋 0

0 栁﨑　大介 2 DF DF 2 秋山　博紀 0

0 松井　蓮之 3 DF DF 3 小畑　甚 0

1 1 真下　瑞都 (Cap.) 4 DF DF 4 九鬼　拓己 (Cap.) 0

0 劔持　寛人 5 DF DF 5 久原　光生 0

1 1 蓮沼　雄也 6 MF MF 6 伊藤　誠祥 0

48分 0 稲見　哲行 7 MF MF 8 藤原　渓 1 1 51分

28分 0 鈴木　康孝 8 MF FW 9 村雲　秋斗 0 45分

1 1 2 伊藤　心 9 MF MF 10 森下　敬介 1 2 2

4 4 澤野　祐輝 10 FW FW 14 濱野　倖輔 0

ＨＴ 1 1 吉田　斗哉 15 FW MF 16 貴志　圭吾 0

15 0 山下　育海 11 FW MF 11 田中　友 0 8

山梨　卯月 12 GK GK 12 小川　真央

髙島　祐樹 13 DF MF 13 鞍野　海人 0 17

7 0 呉　晴樹 14 MF MF 15 神谷　一樹

8 0 江口　隼人 16 MF FW 17 玉置　大起 1 1 70+3分 9

中村　魁世 17 MF

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 高橋　健二 藪　真啓 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

7 2 9 シュート 4 3 1

1 3 4 GK 9 3 6

3 1 4 CK 0 0 0

6 5 11 直接FK 11 4 7

1 0 1 間接FK 5 2 3

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 4 2 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

24分 近大和歌山 10 森下　敬介 3 左-4 3 → 左-1 10 ～ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:10 (1:10)、 後半 38:10 (3:10)、 試合所要時間 01:14:20

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

9 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

.

） ）

お互いにシステムは１−４−４−２。矢板中央は守備ではコンパクトなブロックを形成し、FWの牽制からボール奪取を狙う。
奪ったボールを素早くFWへ送り、シンプルにゴールを目指す。一方、近大和歌山は３ラインをコンパクトに保ち、両CBを中
心に矢板中央FWの背後への動き出し、ポストプレーに冷静に対応する。攻撃では個々のテクニックを活かし、DFラインか
らのビルドアップを試みる。試合序盤こそ前線のモビリティーが少なく、攻め手を欠いたが、前線の選手が徐々に相手背後
へのランニングを増やすと、矢板中央の高くなったDFラインをMF⑩森下が抜け出し、GKをしっかりと観て技ありのシュート
で先制に成功する。後半、１点を追う矢板中央は、セカンドボールを回収できるようになり、攻撃が活性化。サイド攻撃、ロ
ングスローからチャンスをつくる。しかし、近大和歌山の粘り強い守備陣の前にゴールを奪うことが出来なかった。矢板中
央は攻撃時に前線への関わりが増えれば、さらに攻撃力が増すと思われる。近大和歌山は後半相手の圧に押されたが、
粘り強く守備をすることで勝利を手にした。苦しい時間帯に攻撃への関わりを増やすことで、ゲームの主導権を取り戻す事
ができるよう期待したい。

記載責任者 所属（ 東京農業大学第一高等学校 氏名（ 石川創人

基本システム 基本システム

水 10:00 kick off

0 1

＝ Match  Report ＝ 

　　１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ コカ・コーラウェスト広島スタジアム

マッチNo.【

矢板中央 高校（ 栃木県 近大和歌山 高校（ 和歌山

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【10】

日時 2016年07月27日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 鈴木　悠次郎 副審１ 渡部　裕介 副審２ 永戸　宏樹 第４審判 木村　政彦

運営責任者 荒木　道彦 記録担当 宮崎　祐至 天候 晴 気温 29.1℃ 湿度 55％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

福井工業大学附属福井高等学校
（福井）

0

0

0

前半

後半

1

3
4

鹿児島城西高等学校サッカー部
（鹿児島）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 木村　遼耶 12 GK GK 17 泉森　涼太 0

0 小寺　翔太 4 DF DF 2 星原　智 0

0 宮腰　隼哉 5 DF DF 3 平石　智己 0

46分 0 竜田　晃樹 13 DF DF 4 田中　海渡 0 ＨＴ

61分 0 斉藤　真輝人 15 DF DF 5 生駒　仁 0

42分 1 1 廣井　憂 (Cap.) 7 MF MF 10 永吉　広大 (Cap.) 3 2 1

1 1 東江　拓夢 8 MF MF 6 髙野　優太 1 1 45分

1 1 角谷　宗一郎 10 MF MF 7 松本　順也 1 1

0 竹内　洸太 14 MF MF 8 妙圓園　拓真 1 1 57分

2 2 多田　稜雅 11 FW FW 15 津留　優晴 1 4 2 2

25分 0 押野　俊太郎 16 FW FW 13 眞田　颯 1 2 1 1 66分

見澤　芳紀 1 GK GK 1 川浪　大帆

13 0 渡辺　将伍 2 DF FW 9 福島　有貴 1 4 4 4

15 0 伊藤　惠一郎 3 DF FW 11 田實　康人

7 0 片岡　弘志郎 6 MF MF 12 大脇　瑞城 1 1 6

江川　睦海 17 MF MF 14 松村　直輝 1 2 2 8

16 0 堀江　悠太 9 FW MF 16 山田　駿 1 1 13

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 徳丸　敬紘 小久保　悟 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

1 4 5 シュート 20 6 14

4 2 6 GK 13 6 7

4 1 5 CK 7 3 4

1 2 3 直接FK 5 4 1

2 2 4 間接FK 3 2 1

2 2 4 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 2 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

28分 鹿児島城西 15 津留　優晴 13 中央-2 6 Ｈ ↑ 15 Ｈ ↑ 13 Ｈ ↑

中央-1 15 ２タッチ以上 左足Ｓ

41分 鹿児島城西 13 眞田　颯 7 左-2 9 → 7 ～ → 中央-1 13 左足Ｓ

59分 鹿児島城西 14 松村　直輝 12 右-2 2 スローイン 9 ワンタッチプレー → 中央-2 12 ～ →

14 ～ 左足Ｓ

69分 鹿児島城西 9 福島　有貴 16 中央-3 10 → 中央-2 16 ワンタッチプレー → 中央-1 9 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]クーリングブレイク前半のみ実施
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年 月 日 ( ) ）

10 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 3

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

福井工業大学附属福井高校と鹿児島城西高校との１回戦はそれぞれ１-４-４-２のシステムでスタート。前半序盤はお互
いにロングボールを前線に送り、FWの抜け出しからチャンスを伺う。しかし、ゲームが落ち着いていくと城西が落ち着いた
ボールポゼッションから、FWと中盤が素早いOFFの動き出しで福井工大DFラインの背後を幾度となく突いていき、得られ
たGKとの１対１のチャンスを活かし先制する。対する福井工大はGKを中心に決定的なピンチも粘り強く守るも、ボールへ
の守備の距離感が遠く、城西攻撃陣に多くの選択肢を与えてしまい、後手を踏む形でDFラインが背後への対応ができず、
攻撃でもカウンター気味に２トップへロングボールを送るが、準備の整った城西DF陣の網にかかってしまい、チャンスを作
り出すことができない苦しい状態が続いていく。後半に入って福井工大は前半下がり気味だったMF⑩角谷がポジションを
上げ、そこを起点にチャンスを生み出すも得点には至らず、逆に生じたスペースを有効に利用した城西が丁寧なボール運
びの崩しから着実に得点を重ね、４−０で二回戦進出を決めた。鹿児島城西の途切れることのない前線の動き出しと安定
した守備力、そして攻守にわたる球際の強さが際立って見えた一戦であった。２回戦以降での活躍に期待したい。

記載責任者 所属（ 岡山県立倉敷古城池高等学校 氏名（ 塚越　充浩

基本システム 基本システム

水 10:00 kick off

0 4

＝ Match  Report ＝ 

1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

マッチNo.【

福井工業大学附属福井 高校（ 福井 鹿児島城西 高校（ 鹿児島

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【11】

日時 2016年07月27日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島県立びんご運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 國吉　真吾 副審１ 宮崎　真理 副審２ 池田　元 第４審判 祖敷　好次

運営責任者 田中　克昌 記録担当 花﨑　岳 天候 晴 気温 30.2℃ 湿度 54％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

愛知県立刈谷高等学校
（愛知①）

4

2

2

前半

後半

0

1
1

山形県立山形中央高等学校
（山形）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 佐藤　智樹 1 GK GK 1 阿部　拓真 0

0 美馬　貴将 (Cap.) 2 DF DF 2 高内　啓佑 0

0 薮谷　歩武 3 DF DF 3 三宅　晴希 0

56分 1 1 有我　祐紀 6 DF DF 4 工藤　万尋 0

51分 1 1 山本　健太 4 MF MF 5 高瀬　雄太 1 1

0 北河　宗一郎 5 MF MF 6 貝山　龍平 0 67分

1 1 1 岡野　匠真 7 MF MF 7 加藤　優一 1 1 1

68分 0 水野　智大 12 MF MF 8 中川　和彦 0

2 2 岸　颯太 13 MF MF 10 岩村　豊 (Cap.) 1 1 32分

52分 2 2 4 1 鈴木　悠仁 9 FW MF 11 松本　武 0 42分

1 1 2 1 田中　亮輔 10 FW FW 9 八矢　悠雅 2 2

12 0 佐藤　公星 8 MF MF 12 渡部　航誠 0 10

9 1 1 1 佐野　柊 11 FW MF 13 安達　瑞樹 0 11

6 0 杉浦　海里 14 MF FW 14 渡部　大空 1 1 6

4 0 中川　胡純 15 MF DF 15 國井　樹

内藤　和樹 16 FW MF 16 國井　斗真

石田　峻平 17 GK GK 17 蜂谷　悠介

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 佐野　朋生 渡辺　憲雄 時間 種別 番号 選手名 理由

37分 警 3 薮谷　歩武 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

44分 警 4 山本　健太 ラフ

6 6 12 シュート 6 1 5

6 6 GK 7 3 4

1 1 2 CK 0

3 3 6 直接FK 9 4 5

1 1 間接FK 0

1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0

0 PK 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

1分 刈谷 10 田中　亮輔 4 12 ↑ 4 Ｈ ↑ 10 ＨＳ

25分 刈谷 9 鈴木　悠仁 13 13 ↑ 9 Ｓ

48分 刈谷 7 岡野　匠真 13 13 → 7 Ｓ

58分 山形中央 7 加藤　優一 8 8 ↑ 7 Ｓ

62分 刈谷 11 佐野　柊 7 7 → 11 Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:00 (1:00)、 後半 39:00 (4:00)、 試合所要時間 01:15:00

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

11 】

） vs ）

2 ‐ 0
2 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 3 - 5 - 2 1 - 3 - 6 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

刈谷1-3-5-2、山形中央は1-3-6-1の布陣でゲームがスタート。キックオフ直後にゲームが動き始める。刈谷がハーフライ
ン付近で得たフリーキックをMF④山本がヘディングで折り返し、そのボールをFW⑩田中が押し込んで先制。その後、両
チームともロングボールを多用せず、ボールを丁寧に保持しながら攻撃を組み立てようとするが、パスミスが多くなかなか
効果的な攻撃ができない。刈谷はDFラインでボールを動かしながらFW⑩田中が背後のスペースに動き出すがその動きに
か関わる選手が少なくなかなかシュートまでいくことができない。対する山形中央はショートパスを多用しボールを保持す
るが背後を狙う選手が少なく縦パスでボール失う回数が多い。膠着状態が続くなか刈谷は前半24分コーナーキックのこぼ
れ球を拾ったMF⑬岸がドリブルを仕掛けサイドからクロスをあげMF⑤北河がそのクロスを冷静に決め追加点をあげる。２
対０で前半が終了する。後半に入り刈谷が猛攻を仕掛ける。前半よりも選手の距離感が良くなり、複数の選手が関わりサ
イドを攻略する場面が増える。そうした展開の中、後半13分サイドから横パスを受けたMF⑦岡野が豪快にミドルシュートを
決め山形中央をつきはなす。山形中央はボールを奪った後カウンターを仕掛けようとするが、サイドの選手がDFラインに
吸収されているため押し上げることができず前線の選手が孤立してしまいなかなか攻撃できない。しかし、山形中央も意
地を見せ、後半23分MF⑧中川のシュート性の折り返しをMF⑦加藤がヘディングで決める。山形中央はその後、2点目を奪
いに行くが、前がかりになったところを後半27分途中交代で投入されたFW⑪佐野にダメ押しの4点目を決めれそのまま試
合が終了した。暑いなか最後まで全力で闘った両チームの健闘を称えたい。

記載責任者 所属（ 埼玉県立朝霞西高等学校 氏名（ 山下暁之

広島県立びんご運動公園陸上競技場

マッチNo.【

刈谷 高校（ 愛知① 山形中央 高校（ 山形

4 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体） 　　　１回戦

2016 7 27 水 10:00 kick off 会場（
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【12】

日時 2016年07月27日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園第一球技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 横田　智雄 主審 内田　康博 副審１ 遠藤　隆 副審２ 大藤　翔平 第４審判 倉橋　健二

運営責任者 宮本　誠 記録担当 平尾　聡 天候 曇 気温 29.6℃ 湿度 58％

風 微風 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

船橋市立船橋高等学校
（千葉②）

KICK OFF

3

2

1

前半

後半

0

0
0

秋田商業高等学校サッカー部
（秋田）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 0 0 井岡　海都 1 GK GK 1 戸沢　太一 0 0 0

60分 0 0 0 桧山　悠也 2 DF DF 3 松野　竜士 1 1 0

1 0 1 杉岡　大暉 (Cap.) 5 DF DF 4 清家　尚樹 0 0 0

0 1 1 原　輝綺 7 DF DF 14 出口　陽介 0 0 0 61分

48分 0 0 0 杉山　弾斗 13 DF DF 17 石川　諒 0 0 0

ＨＴ 0 1 1 今村　直也 16 DF MF 2 森外　健太 0 0 0 56分

0 0 0 金子　大毅 4 MF MF 6 東海林　翔 0 0 0

0 2 2 西羽　拓 8 MF MF 10 駒野谷　海人 (Cap.) 0 0 0

2 0 2 高　宇洋 10 MF MF 11 伊藤　岳歩 0 0 0

1 4 5 3 郡司　篤也 14 MF FW 9 加藤　敬明 0 0 0

64分 1 2 3 松尾　勇佑 15 FW FW 13 工藤　滉哉 0 0 0 50分

0 0 北畠　新輝 17 GK GK 12 藤枝　慶正 0 0

2 0 0 0 真瀬　拓海 3 DF DF 5 瀧田　佳伸 0 0 0 14

0 0 阿久津　諒 6 MF DF 15 奈良　学 0 0

13 0 0 0 野本　幸太 9 FW DF 16 加藤　玲也 0 0

15 1 0 1 村上　弘有 11 FW MF 7 伊藤　颯 1 0 1 2

16 2 4 6 太田　貴也 12 FW MF 8 田近　晴登 0 0 0 13

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 朝岡　隆蔵 小林　克 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

8 14 22 シュート 2 1 1

4 3 7 GK 19 8 11

3 6 9 CK 2 2 0

2 3 5 直接FK 7 1 6

0 0 0 間接FK 0 0 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

11分 市立船橋 14 郡司　篤也 右-2 2 ↑ 中央-1 相手FP ミス こぼれ球 14 ２タッチ以上 左足Ｓ

28分 市立船橋 14 郡司　篤也 中央-1 相手GK ＧＫ ↑ 中央-3 4 Ｈ ↑ 中央-2 14

～ 中央-1 右足Ｓ

58分 市立船橋 14 郡司　篤也 中央-3 5 → 左-2 9 ～ 左-1 ↑ 中央-1 相手FP

クリア こぼれ球 中央-2 14 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:12 (0:12)、 後半 39:04 (4:04)、 試合所要時間 01:14:16

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

12 】

） vs ）

2 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 3 - 4 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

市立船橋は1-3-6-1の布陣でスタート。市立船橋はCB⑦原を中心にボールを左右に大きく動かしながら攻撃を組み立て、
MF②桧山、MF⑬杉山がサイドの高い位置で起点となり、サイドから突破を試みる。対する秋田商業は、１-4-4-2の布陣で
スタート。自陣で3ラインの守備ブロックを形成し、守備的な立ち上がりをみせるが、ボールを奪う位置が明確にならずボー
ルにプレッシャーがかけられない。次第に秋田商業が両サイドのスペースを埋めるためにサイドハーフが下がってしまい、
中盤の自由度が高くなった市立船橋がさらに攻勢を強めた。市立船橋は、CB⑤杉岡、CB⑦原の積極的な攻撃参加から、
バイタルエリアへの侵入を繰り返し2点を奪い前半を終了した。
後半開始から市立船橋は、FW⑫太田を投入し、布陣を1-4-2-3-1に変えて、攻勢を強める。秋田商業は、粘り強い守備か
らボールを奪いカウンターを狙いたいが、市立船橋の厳しいプレッシャーの前にプレーの精度を欠いてしまい流れを変え
ることができなかった。後半も１点を追加した市立船橋が危なげないゲーム運びで２回戦に駒を進めた。最後まで粘り強く
戦った秋田商業だが、選手権では前線からの積極的な守備で、主導権を握るゲーム展開を期待したい。

記載責任者 所属（ 広島県立宮島工業高等学校 氏名（ 甲田　大二

基本システム 基本システム

水 10:00 kick off

3 0

＝ Match  Report ＝ 

　　　１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園第一球技場

マッチNo.【

市立船橋 高校（ 千葉② 秋田商業 高校（ 秋田

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【13】

日時 2016年07月27日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 みよし運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 玉生　謙介 主審 石丸　秀平 副審１ 熊谷　幸剛 副審２ 渡辺　大介 第４審判 永田　慎

運営責任者 佐々木　新二 記録担当 安藤　鷹斗 天候 晴 気温 33.7℃ 湿度 45％

風 無 観客数 700人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

中京大学附属中京高等学校サッカー部

（愛知②）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

4

2
6

青森山田高校
（青森）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

42分 0 渕上　耀太 1 GK GK 1 廣末　陸 0

0 河合　優真 2 DF DF 2 鍵山　慶司 1 1 65分

ＨＴ 0 竹内　優斗 (Cap.) 8 DF DF 4 橋本　恭輔 0

44分 0 天川　力駆 4 MF DF 5 三国　スティビアエブス 0

0 梶原　康平 7 MF DF 13 小山内　慎一郎 0

0 江口　悠斗 15 MF MF 6 住永　翔 (Cap.) 0

0 松岡　亨弥 17 MF MF 7 郷家　友太 1 1 60分

65分 0 井村　早良 6 FW MF 8 嵯峨　理久 2 2

0 加藤　弘也 10 FW MF 10 高橋　壱晟 1 1 1

1 1 2 本山　遊大 11 FW MF 17 天笠　泰輝 0 49分

1 1 河内　雄都 16 FW FW 11 鳴海　彰人 5 5 3 2 46分

8 0 鬼頭　巧 3 DF DF 3 小山　新 0 2

水谷　駿佑 5 MF FW 9 佐々木　快 0 11

6 0 杉浦　弘明 9 FW GK 12 坪　歩夢

1 0 樹神　怜音 12 GK MF 14 住川　鳳章 1 1 17

丹羽　哲矢 13 DF FW 15 黒田　凱 0 7

4 0 応和　明慶 14 MF MF 16 堀　脩大

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 岡山　哲也 黒田　剛 時間 種別 番号 選手名 理由

61分 警 3 鬼頭　巧 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

2 1 3 シュート 11 7 4

6 1 7 GK 1 0 1

1 0 1 CK 7 4 3

5 3 8 直接FK 3 1 2

1 3 4 間接FK 0 0 0

1 3 4 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

7分 青森山田 11 鳴海　彰人 左-2 10 → 中央-2 11 ワンタッチプレー 8 ワンタッチプレー 7 右足Ｓ

こぼれ球 11 右足Ｓ

11分 青森山田 10 高橋　壱晟 中央-3 11 カット 10 ～ 左足Ｓ

21分 青森山田 11 鳴海　彰人 10 右CK 10 中央-1 11 ＨＳ

33分 青森山田 11 鳴海　彰人 8 中央-2 10 → 右-1 8 → 中央-1 11 右足Ｓ

36分 青森山田 11 鳴海　彰人 中央-2 11 ～ 右足Ｓ

45分 青森山田 11 鳴海　彰人 6 左-2 6 ～ → 中央-1 11 ～ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:00 (0:00)、 後半 35:00 (0:00)、 試合所要時間 01:10:00

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

13 】

） vs ）

0 ‐ 4
0 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 3 - 5 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　１回　　戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ みよし運動公園　陸上競技場

マッチNo.【

中京大中京 高校（ 愛知② 青森山田 高校（ 青森

2016 7 27 水 12:00 kick off

0 6

基本システム 基本システム

　中京大中京は１－３－５－２，青森山田は１－４－４－２で試合開始。立ち上がりはお互いにディフェンスラインの背後に
シンプルにロングボールを入れリズムを作り出そうとする。中京大中京は守備時に両ワイドの選手が引き５バックを形成し
てゴール前を固める。青森山田はサイドバックが高い位置をとり，相手が引いてできたスペースを効果的に使う。前半７
分，ＭＦ⑩高橋のくさびを合図に攻撃がスピードアップし，サイドからのシュートのこぼれをＦＷ⑪鳴海が拾いシュートを決
め先制点を奪う。先制点をきっかけに落ち着てパスを回し，ＭＦ⑥住永と両CBを中心にビルドアップし相手コートへ侵入し
ていく。その後も２トップへのくさびを起点にリズムを作り，セットプレーも含め追加点を奪う。対する中京大中京はボール
の奪いどころを見つけられないまま青森山田の勢いを止められず前半を終える。
　後半立ち上がりから青森山田が積極的な攻撃をしかけ追加点を奪う展開が続き，徹底してディフェンスラインからのビル
ドアップから両サイドを使い，くさびを当ててアタッキングサードに侵入していく。対する中京大中京はボールを奪い相手の
守備が整う前に素早く前線へパスをつなぎ，ＦＷ⑪本山を中心に攻撃の糸口をつかもうと試みるが，青森山田ディフェンス
陣の体を張った守備を崩しきれない。その後も青森山田がボールを支配し中京大中京はカウンターを狙う展開が続くも，
終始青森山田ペースのまま試合が進み６－０で青森山田が２回戦進出を決めた。

記載責任者 所属（ 広陵高等学校 氏名（ 石井将貴
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【14】

日時 2016年07月27日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島県立びんご運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 白石　隆晃 副審１ 清水　勇人 副審２ 田中　俊之 第４審判 長谷川　景

運営責任者 田中　克昌 記録担当 花﨑　岳 天候 晴 気温 33.3℃ 湿度 38％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

徳島市立高校
（徳島）

1

0

1

前半

後半

2

2
4

聖望学園高等学校
（埼玉②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 佐野　雄亮 (Cap.) 1 GK GK 1 山田　浩希 0

ＨＴ 0 井上　純一 2 DF DF 2 中林　良太 1 1

0 橋本　日向 3 DF DF 3 陸田　瑛星 (Cap.) 1 1

58分 2 2 鉄谷　洸樹 4 DF DF 4 伊坂　真人 1 1

1 1 高畑　勇人 6 MF DF 5 横山　航太 0

0 吉田　顕世 7 MF MF 6 山川　実貴仁 0

47分 0 山田　晟司 8 MF MF 7 高橋　龍也 1 1

61分 0 水田　智 9 MF MF 8 糟谷　雄介 1 2 2 70分

1 1 小延　将大 12 MF FW 10 髙木　友之 1 1 59分

1 2 3 1 郡　紘平 10 FW FW 13 山村　紘太 1 4 2 2 51分

1 2 3 山本　史弥 11 FW FW 17 河野　陸 1 1 1 46分

山本　凌平 17 GK GK 12 武藤　正浩

2 0 上野　謙太朗 5 DF MF 14 酒本　一樹

4 0 原田　隼佑 13 DF MF 16 小野　裕晴 0 8

9 0 小原　一真 16 MF FW 9 岡本　拓城 0 10

玉川　樹 14 FW FW 11 キー　アンソニー　カズ 2 2 13

8 1 1 岡　健太 15 FW FW 15 竹間　亮太 1 1 17

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 河野　博幸 山本　昌輝 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

6 5 11 シュート 15 8 7

9 4 13 GK 2 2

1 1 2 CK 4 2 2

5 3 8 直接FK 7 4 3

2 2 間接FK 3 2 1

2 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 2 1

0 PK 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

23分 聖望学園 17 河野　陸 13 8 カット → 13 ～ ↑ 17 ＨＳ

28分 聖望学園 オウンゴール 17 → 7 ～ 左足Ｓ 相手FP オウンゴール

41分 聖望学園 13 山村　紘太 8 2 カット → 6 → 8 → 13 ～ 右足Ｓ

43分 徳島市立 10 郡　紘平 6 6 ～ 10 左足Ｓ

67分 聖望学園 8 糟谷　雄介 ＧＫ ↑ 15 Ｈ こぼれ球 9 こぼれ球 8 ～ 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:00 (1:00)、 後半 38:00 (3:00)、 試合所要時間 01:14:00

[備考]

46



年 月 日 ( ) ）

14 】

） vs ）

0 ‐ 2
1 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 1 - 4 ‐ 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

徳島市立は４－４－２，聖望学園は４－１－４－１の布陣でスタートする。立ち上がりは，どちらも丁寧にパスをつなぎペー
スを掴もうとするが，コンパクトな守備でお互いの良さを消しにかかり一進一退の攻防が続く。徐々に，徳島市立がFW⑩郡
を起点に攻撃を組み立て，決定機をつくる。一方，聖望学園は前線からハイプレスをかけて良い形でボールを奪ってから
のショートカウンターでチャンスを作る。お互いチャンスを活かしきれない展開の中，前半23分に聖望学園がカウンターか
ら先制点を奪う。徳島市立は幅を広く使い，前線に人数をかけて得点を奪いにいこうとする。それに対し聖望学園は，奪っ
たボールを手数をかけずに空いたスペースを素早く突く展開に変わり，再びショートカウンターから聖望学園が追加点を奪
い，前半を終了する。後半に入っても相手陣内に押し込む徳島市立，カウンターを狙う聖望学園という展開でゲームが進
み，聖望学園が三度カウンターで得点を奪う。追いつきたい徳島市立はFW⑩郡が右サイドのクロスに合わせ１点を返す
が，徐々に運動量が落ち，攻撃へのサポートが少なくなりチャンスを作れない。逆に聖望学園は，戻りきれなくなった徳島
市立のサイドのスペースをうまく使い効果的にチャンスをつくる。最後まで運動量の落ちなかった聖望学園が４－１で勝利
し，２回戦進出を決めた。

記載責任者 所属（ 広島県立三原東高等学校 氏名（ 田中　健志

基本システム 基本システム

水 12:00 kick off

1 4

＝ Match  Report ＝ 

　　　　1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島県立びんご運動公園陸上競技場

マッチNo.【

徳島市立 高校（ 徳島 聖望学園 高校（ 埼玉②

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【15】

日時 2016年07月27日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 松本　大 副審１ 安田　直人 副審２ 小川　裕介 第４審判 木村　政彦

運営責任者 荒木　道彦 記録担当 宮崎　祐至 天候 晴 気温 31.7℃ 湿度 58％

風 微風 観客数 726人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

熊本国府高等学校
（熊本）

KICK OFF

0

0

0

5

前半

後半

PK戦

0

0

6

0
私立鹿島学園高等学校

（茨城）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 生田　千宝 1 GK GK 1 木村　壮宏 0

0 北脇　拓海 2 DF DF 3 塩野　清雅 (Cap.) 0

0 久野　龍心 4 DF DF 4 片倉　誠也 0

0 藤田　海輝 5 DF DF 5 中川　空 0 56分

0 尾上　りつき 6 DF MF 6 竹内　利樹 1 1

1 1 渡辺　智貴 3 MF MF 7 島村　風雄 0 56分

2 2 坂本　幸広 7 MF MF 9 岡部　知紘 0

1 1 池本　葵 10 MF MF 13 木次谷　和希 0

0 杉田　達哉 11 MF MF 14 宮本　陸 0

68分 1 1 井手口　凌我 15 MF FW 10 上田　綺世 4 2 2

2 2 髙原　悠太 9 FW FW 15 中野　大飛 1 1 56分

山﨑　大輔 12 GK GK 12 石川　篤哉

荒木　一孝 14 DF DF 2 荻野　稜央

野田　拓海 16 DF DF 16 小長井　大夢 0 5

田浦　恭介 8 MF MF 8 米谷　力 0 7

15 0 田口　龍星 13 MF MF 17 菅原　賢

福田　虎太郎 17 FW FW 11 橋口　凜樹 0 15

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 佐藤　光治 鈴木　雅人 時間 種別 番号 選手名 理由

60分 警 11 杉田　達哉 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

6 1 7 シュート 6 3 3

0 4 4 GK 9 0 9

3 1 4 CK 1 0 1

4 2 6 直接FK 9 4 5

2 2 4 間接FK 0 0 0

2 2 4 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

熊本国府 先 4 ○ 2 ○ 9 ○ 10 ○ 5 ○ 6 ×

鹿島学園 3 ○ 14 ○ 9 ○ 13 ○ 10 ○ 8 ○

[試合時間]

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

15 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 0

5 PK 6

1 － 4 - 1 - 4 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

マッチNo.【

熊本国府 高校（ 熊本 鹿島学園 高校（ 茨城

2016 7 27 水 12:00 kick off

0 0

基本システム 基本システム

熊本国府が1-4-1-4-1、鹿島学園は1-4-4-2の布陣で試合開始。前半から鹿島学園は１タッチや２タッチでショートパスを
つなぎ、幅を使いながら攻撃のチャンスを伺う。一方、熊本国府はMF③渡辺をアンカーに置き、DF④久野とDF⑤藤田を中
心に粘り強い守備でシュートを打たせない。熊本国府もディフェンスラインでボールを動かしながら縦パスを狙うが、パスの
精度が低く、攻撃のリズムを掴むことができない。また、鹿島学園のMF⑥竹内が守備のバランスを保ち、熊本国府の攻撃
の芽を摘んでいた。後半も、熊本国府はゴール前に人数をかけた粘り強い守備からFW⑨髙原のドリブル突破やMF⑩池
本を起点としたサイド攻撃を仕掛けるが、バイタルエリアでの工夫がなく、得点を奪うことができない。後半15分以降、運動
量の落ちた鹿島学園に対して、熊本国府は攻撃に人数をかけ、シュートチャンスをつくるが、得点を奪うことができない。お
互いにアタッキングサードでの精度が低く、シュートの少ない試合となり、無得点でPK戦に突入した。PK戦により、鹿島学
園が勝利をおさめた。

記載責任者 所属（ 広島県立福山葦陽高等学校 氏名（ 國當　俊和
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【16】

日時 2016年07月27日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 滝本　寛 主審 森数　真治 副審１ 土田　浩貴 副審２ 山田　尚樹 第４審判 桑田　浩二

運営責任者 後藤　朋之 記録担当 堀内　敬士 天候 晴 時々 曇 気温 30.0℃ 湿度 65％

風 弱 観客数 550人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

綾羽高等学校サッカー部
（滋賀）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

0

1
1

星稜高等学校
（石川）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 0 0 大林　大地 1 GK GK 1 高橋　謙太郎 (Cap.) 0 0 0

0 0 0 川崎　凌輝 2 DF DF 2 中川　真太朗 0 0 0

0 1 1 中地　将梧 4 DF DF 3 松尾　航平 0 0 0

1 0 1 野々村　鷹人 5 DF DF 5 岡田　勇斗 1 1 0

0 1 1 吉井　孝一 (Cap.) 11 DF DF 4 敷田　唯 0 0 0

69分 0 0 0 坪井　直輝 6 MF MF 7 木出　雄斗 2 1 1

0 0 0 中井　準人 8 MF MF 11 作本　大空 0 0 0

0 0 0 藤田　昂陽 9 MF MF 15 松本　秀太 0 0 0

0 1 1 小西　謙太朗 14 MF FW 9 畔道　徹 0 0 0 42分

0 0 0 菅河　玄我 7 FW FW 10 窪田　翔 1 4 3 1

67分 0 0 0 西尾　和真 10 FW FW 12 亀谷　宇々護 2 1 1 70+1分

大川　駿 12 GK GK 17 札野　顕

神子　一輝 3 DF DF 16 衣笠　裕貴

廣野　龍之介 13 DF MF 6 武沢　亮佑 0 0 0 12

玉木　雄太 15 DF MF 8 片山　浩 0 0 0 65分 9

6 0 0 0 藤田　廉人 16 MF MF 14 岡崎　佑亮

10 0 0 0 髙谷　港 17 FW FW 13 北方　雄己 0 0 0 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 岸本　幸二 河﨑　護 時間 種別 番号 選手名 理由

42分 警 2 川崎　凌輝 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

22分 警 2 中川　真太朗 反ｽﾎﾟｰﾂ

34分 警 4 敷田　唯 繰返違反

1 3 4 シュート 9 6 3

6 8 14 GK 9 7 2

0 1 1 CK 4 3 1

4 6 10 直接FK 4 4 0

0 1 1 間接FK 2 0 2

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 0 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

68分 星稜 10 窪田　翔 中央-1 相手FP こぼれ球 10 Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

16 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

両チームとも1・4・4・2のシステムで試合が始まる。試合の立ち上がりは，お互いロングボールで相手DFラインの背後を狙
い主導権を握ろうとする。綾羽は，奪ったボールをシンプルにロングパスし，前線のスピードを活かした速攻でチャンスを作
る。対する星稜は，DFラインを高い位置にセットし，奪ったボールをサイドを起点にして突破をはかる。両チームとも決定機
を作るが得点には至らず，無得点のまま前半を終える。後半も両チームともに粘り強い守備からカウンターを仕掛けるが，
お互いに足が止まりはじめ，前線へのサポートが追い付かず，個人で突破を狙うが，攻撃に厚みがないまま決定機を作る
ことができない。試合終了間際，星稜はFW⑩窪田の個人技により先制し，接戦を征し２回戦へ駒を進めた。両チームとも，
後半に足が止まりミスが増えたため，奪ったボールを再び相手に渡してしまい，守備でさらに疲れてしまうという悪循環が
続いた。ボールをしっかり保持しながら，攻撃の厚みを増やしていければ，さらに良い攻撃になると感じる。

記載責任者 所属（ 三重県立桑名北高等学校 氏名（ 野澤　明宏

基本システム 基本システム

水 12:00 kick off

0 1

＝ Match  Report ＝ 

１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

マッチNo.【

綾羽 高校（ 滋賀 星稜 高校（ 石川

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【17】

日時 2016年07月27日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園第一球技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 横田　智雄 主審 田中　義大 副審１ 堀　拓人 副審２ 岡田　司 第４審判 倉橋　健二

運営責任者 宮本　誠 記録担当 平尾　聡 天候 晴 気温 28.0℃ 湿度 61％

風 微風 観客数 600人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

那覇西高等学校サッカー部
（沖縄）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

1

1
2

横浜創英高等学校サッカー部
（神奈川①）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 與那覇　龍大 1 GK GK 1 宮島　大知 0

0 与座　聡起 2 DF DF 2 高橋　祐飛 1 2 2

21分 0 比嘉　来揮 3 DF DF 3 福田　崚太 0

0 我如古　盛洋 (Cap.) 5 DF DF 4 市原　亮太 (Cap.) 0

0 伊波　佳祐 6 DF DF 6 中山　勇 0

1 1 津嘉山　海 10 MF MF 7 住田　智樹 1 1 1

0 金城　晴貴 13 MF MF 8 中山　陸 0

43分 1 1 与那覇　航平 14 MF MF 11 稲積　真樹 1 1

0 宮城　海 17 MF MF 15 桐山　友吾 2 1 1 66分

1 1 上原　牧人 7 FW FW 9 伊藤　綾麻 4 4

1 1 東風平　朝志 11 FW FW 10 木澤　海智 5 5 70分

仲松　陸斗 12 GK GK 12 小林　朋生

上江田　了磨 4 DF DF 5 荒木　智琉

石嶺　輝 8 DF DF 13 羽田　柊太 0 15

3 0 玉寄　智也 16 DF MF 14 下田　脩斗

14 0 國吉　真太郎 9 MF MF 17 栗原　迅平 0 10

山川　千夏礼 15 FW FW 16 綿谷　航平

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 玉城　真哉 宮澤　崇史 時間 種別 番号 選手名 理由

44分 警 13 金城　晴貴 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

1 3 4 シュート 15 3 12

6 6 12 GK 1 0 1

0 2 2 CK 8 4 4

6 2 8 直接FK 6 3 3

0 3 3 間接FK 3 1 2

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 1 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

31分 横浜創英 7 住田　智樹 右-2 8 ～ 中央-2 → 9 ～ 中央-1 → 7

２タッチ以上 右足Ｓ

67分 横浜創英 2 高橋　祐飛 右CK 3 ↑ 中央-1 2 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:06 (2:06)、 後半 40:07 (5:07)、 試合所要時間 01:17:13

[備考]クーリングブレイク後半のみ実施
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年 月 日 ( ) ）

17 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　　１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園第一球技場

マッチNo.【

那覇西 高校（ 沖縄 横浜創英 高校（ 神奈川①

2016 7 27 水 12:00 kick off

0 2

基本システム 基本システム

両チームともに１－４－４－２でスタート。那覇西はショートパスを中心にビルドアップしながら、FW⑦上原、FW⑪東風平が
裏のスペースを突いて攻撃を試みる。横浜創英はMF⑦住田、MF⑪稲積が高い位置を取り、サイドの突破からチャンスを
作り出そうとする。さらに攻撃時にはMF⑮桐山が前線へと積極的に飛び出してくる。
那覇西は、横浜創英が前線からボールを奪いに来たところにできるDFと中盤の間のスペースを効果的に活用することが
できずシュートまで持ち込むことがなかなかできない。一方、横浜創英はFW⑩木澤、FW⑨伊藤の背後への飛び出しから
シュートまで持ち込み徐々にペースを握り始める。後半に入っても横浜創英は豊富な運動量で前線へと飛び出してチャン
スを作るが、シュートの精度が悪くゴールを奪えない。クーリングブレイク後、那覇西が人数をかけてゴールへと迫るも、粘
り強い守備の前にゴールを割れない。膠着状態が続く中、横浜創英がCKからゴールを奪い勝負を決めた。
横浜創英は２回戦に向けて、前線の積極的な飛び出しを生かすために決定力の改善に期待したい。

記載責任者 所属（ 秋田県立大曲工業高等学校 氏名（ 渡部　祐司
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【18】

日時 2016年07月27日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 エディオンスタジアム広島

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 水田　寛 副審１ 坊薗　真琴 副審２ 清木　穣 第４審判 池内　明彦

運営責任者 辻　邦浩 記録担当 藤原　公義 天候 晴 気温 29.0℃ 湿度 56％

風 微風 観客数 550人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

高岡第一高等学校
（富山）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

0

1
1

履正社高等学校
（大阪②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 林　亮太朗 1 GK GK 1 瀧浪　朋生 0

0 三島　黎一 2 DF DF 2 夏山　瑞輝 0

0 塩谷　優太 3 DF DF 4 難波　智博 1 1 64分

0 宮本　蛍汰 5 DF DF 5 清　翼空 0

0 島谷　直人 6 DF DF 14 左居　隼人 0

0 旅家　悠輔 (Cap.) 10 DF MF 6 坂本　樹 0

0 小林　夢生 4 MF MF 7 安羅　修雅 2 1 1

1 1 作井　優太 7 MF MF 15 實好　礼治 1 1 14分

66分 0 水落　健斗 13 MF MF 16 野口　天葵 2 2 49分

70+3分 0 佐賀野　修吾 11 FW FW 10 澤島　輝 3 3 66分

45分 0 杉野　智哉 14 FW FW 11 町野　修斗 1 5 2 3

宮嶋　廉 12 GK GK 12 立花　翔太

三浦　宏之 15 DF DF 3 柏原　大地

新保　貴範 8 MF DF 8 清水　遥生 (Cap.) 0 4

13 0 坂井　風樹 16 MF MF 17 大塩　真生 1 1 15

14 0 村井　瑠萌 9 FW FW 9 小松　海樹 1 1 16

11 0 木口　フェリペ 17 FW FW 13 水本　大佑 0 10

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 松浦　朗夫 平野　直樹 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

0 1 1 シュート 16 10 6

7 7 14 GK 3 3 0

1 1 2 CK 6 1 5

3 2 5 直接FK 10 4 6

0 0 0 間接FK 2 1 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

70+5分 履正社 11 町野　修斗 2 中央-3 2 ↑ 中央-1 11 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]クーリングブレイク後半のみ実施
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年 月 日 ( ) ）

18 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 5 - 4 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　　1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園エディオンスタジアム広島

マッチNo.【

高岡第一 高校（ 富山 履正社 高校（ 大阪②

2016 7 27 水 12:00 kick off

0 1

基本システム 基本システム

　高岡第一高校は試合開始直後から1-5-4-1のかたちで自陣に守備ブロックを形成し、ゲームを進めていく。対する履正
社高校は、1-4-4-2の布陣から両ボランチから2トップにボールを供給し、サイドのMF⑦安羅、⑯野口が関わり、攻撃を組
み立てていく。長短のパスと効果的なサイドチェンジで高岡第一高校のDFラインを揺さぶりラストパスのチャンスを伺うも、
スペースを見出すことが出来ず、DFラインを突破することが出来ない。時折、奪ったボールを早いタイミングでサイドに展
開し、クロスから決定機を何度か作り出すもポストに弾かれ得点には至らない。
　後半に入り高岡第一がDFラインを押上げ、攻撃に人数をかけ始めるがアタッキングサードまでボールを運ぶことが出来
ず、得点機を作り出せない。その後、履正社が前半同様コートを大きく使った展開で決定機を作り出そうと試みるも、高岡
第一高校DFの体を張った粘り強い守備に跳ね返され続け0-0のままＰＫ戦に突入するかと思われた試合終了2分前、履正
者ＤＦ②夏山からのロングボールでＦＷ⑪町野が裏へ抜け出し、決勝点を決め、2回戦進出を決めた。

記載責任者 所属（ 広島市立沼田高等学校 氏名（ 井手　豊
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【19】

日時 2016年07月27日 14:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園補助競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 藤本　賢二 主審 内田　啓介 副審１ 松岡　広大 副審２ 葛田　洋平 第４審判 茶園　隆司

運営責任者 重里　求昭 記録担当 六郎　真暁 天候 晴 気温 33.0℃ 湿度 43％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

学校法人　梅村学園　三重高等学校

（三重）
1

0

1

2

前半

後半

PK戦

1

0

4

1
愛媛県立松山工業高等学校

（愛媛）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

70+2分 0 本多　航 12 GK GK 12 伊藤　元太 0

0 山岡　優大 4 DF DF 2 山西　恭平 (Cap.) 1 1

0 平井　理久 5 DF DF 3 水戸　悠輔 0

1 1 世古　拓摩 17 DF DF 4 大北　将 0 61分

1 1 藤村　祐世 6 MF DF 5 志摩　奎人 0

42分 0 水牧　真常 7 MF DF 13 上野　竜馬 0

0 久保　拓摩 8 MF MF 6 西河　翼 0

1 1 紀藤　隆翔 (Cap.) 9 MF MF 7 芳之内　啓 1 1

1 1 2 榎本　響 11 MF FW 10 大木　秀仁 1 2 1 1

0 南出　紫音 14 MF FW 11 石井　隆之介 2 1 1

42分 0 ジルマ　イバン 2 FW FW 14 向井　和哉 1 1 69分

12 0 紙島　晨 1 GK GK 1 野口　龍也

羽柴　臨 3 DF DF 16 影山　朋弥

平嶋　諒馬 15 MF MF 15 今蔵　勇斗

岡田　昴大 16 MF MF 17 佐伯　龍樹 0 14

2 1 1 稲畑　颯斗 10 FW FW 9 脇田　拓海 0 4

7 3 3 1 川北　敦史 13 FW

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 伊室　英輝 坂本　哲也 時間 種別 番号 選手名 理由

27分 警 4 山岡　優大 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

46分 警 5 志摩　奎人 ラフ

45分 警 13 川北　敦史 ラフ 70+2分 警 3 水戸　悠輔 反ｽﾎﾟｰﾂ

5 4 9 シュート 7 3 4

6 1 7 GK 9 4 5

1 1 2 CK 2 1 1

12 10 22 直接FK 11 6 5

1 1 2 間接FK 1 1 0

1 1 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 PK 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

28分 松山工 10 大木　秀仁 6 中央-1 直接ＦＫ 6 → 中央-1 10 右足Ｓ

59分 三重 13 川北　敦史 14 中央-2 14 ↑ 右-2 9 ～ 中央-1 → 中央-1 14

ワンタッチプレー → 中央-1 13 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

松山工 先 10 ○ 2 × 5 ○ 11 ○ 6 ○

三重 9 × 4 ○ 8 ○ 17 ×

[試合時間] 前半 37:03 (2:03)、 後半 38:50 (3:50)、 試合所要時間 01:15:53

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

19 】

） vs ）

0 ‐ 1
1 ‐ 0

‐
‐

2 PK 4

1 - 3 - 6 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園補助競技場

マッチNo.【

三重 高校（ 三重 松山工 高校（ 愛媛

2016 7 27 水 14:00 kick off

1 1

基本システム 基本システム

三重は３-６-１、松山工は４-４-２でゲームがスタートする。立ち上がりは両チームリスクを避けロングボール主体の攻防
が続く。松山工は前線からの積極的なチェイシングでボールを奪おうとするのに対し、三重はビルドアップからサイドや中
盤でフリーの選手を作り、FW②ジルマのポストプレーや飛び出しからチャンスを作ろうとする。前半の半ばでは三重が松山
工のプレスを徐々に攻略し始めチャンスをつくる。それに対し松山工はアンカーを置いた４－１－４－１にシステム変更を
し、中盤の枚数を増やし、中盤のスペースを消してお互い膠着状態となる。前半27分に松山工が好位置でFKを獲得、低く
て速いボールをMF⑩大木がファーで押し込み、先制に成功する。そのまま１－０で松山工リードで前半を終了する。後半
に入り松山工がDFラインを押し上げ、コンパクトにしセカンドボールを拾い、ゲームの主導権を握る。一方の三重高校はポ
ゼッションからチャンスをうかがうも松山工の前線からの速いボールへの寄せと体を張った守備により前線へ効果的に
ボールを供給できない。しかし三重高校は後半59分MF⑧久保のサイドチェンジからMF⑨紀藤がサイドを突破しマイナス
のクロスを上げ、最後はFW⑬川北が押し込み、少ないチャンスをものにし、同点とする。その後は両チーム譲らず同点の
ままPK戦となり、最後は松山工が４－２でPK戦をものにした。

記載責任者 所属（ 岐阜県立多治見高等学校 氏名（ 大宮　知野
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【20】

日時 2016年07月27日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 コカ・コーラウエスト広島スタジアム

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 蔵森　紀昭 主審 大峡　諭 副審１ 梶川　大輔 副審２ 福長　雅俊 第４審判 増田　能大

運営責任者 竹本　浩 記録担当 住田　恒三 天候 晴 気温 33.0℃ 湿度 55％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

東海大学付属高輪台高等学校
（東京②）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

0

1
1

日章学園高等学校
（宮崎）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 角田　篤生 1 GK GK 1 寺田　恭一郎 0

0 木次　悠 2 DF DF 2 中武　諒 0

0 佐々木　駿 3 DF DF 3 髙橋　准 0

0 袖山　翼 (Cap.) 4 MF DF 5 神田　陸 0

1 1 2 木下　勇樹 5 DF MF 6 佐藤　詩響 0 61分

51分 0 小林　陸玖 6 DF MF 7 佐藤　颯汰 0

70+2分 1 1 武川　剣進 7 MF MF 8 吉田　隆之介 1 1

51分 0 髙野　颯翔 8 MF MF 9 河原　淳 0 ＨＴ

1 1 2 本藤　悟 9 FW FW 10 岩切　拳心 (Cap.) 3 1 2

1 1 2 武井　成豪 10 MF FW 15 山元　泰志 1 2 2

1 1 水野　団 14 MF MF 16 髙田　椋汰 0 70+2分

8 0 小杉　康太 11 FW DF 4 恩塚　真太郎

6 0 永野　颯人 12 DF FW 11 木津　蒼 0 9

7 1 1 臼井　研 13 DF DF 12 寶地　雄大 0 16

吉田　泰侃 15 MF MF 13 比嘉　将貴 0 6

本多　翔太郎 16 FW MF 14 重松　慧哉

田仲　真也 17 GK GK 17 小原　司

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
70+2分 警 5 神田　陸 遅延行為

5 4 9 シュート 6 1 5

1 3 4 GK 8 2 6

1 2 3 CK 5 3 2

6 4 10 直接FK 7 4 3

0 0 0 間接FK 0 0 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

40分 日章学園 15 山元　泰志 6 左-1 左CK 6 ↑ 中央-1 15 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 38:10 (3:10)、 後半 40:10 (5:10)、 試合所要時間 01:18:20

[備考]クーリングブレイク後半のみ実施
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年 月 日 ( ) ）

20 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 － 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

東海大高輪台は中盤をダイヤモンドにした１－４－４－２、日章学園は中盤をフラットにした１－４－４－２で試合開始。東
海大高輪台は立ちあがり、日章学園の前線からのプレスに苦しんだが、ＤＦラインから丁寧にパスをつなぎ攻撃を組み立
てることで徐々に主導権を握り始める。ＭＦ⑦武川を中心にゴール前に人数をかけアイデアのある攻撃を仕掛け、再三
チャンスを作り出すが決めきることが出来ない。日章学園は、粘り強く守備をし、ＦＷ⑩岩切を起点にカウンターを仕掛け
る。前線の選手がポジションチェンジを繰り返しながらチャンスを作り出すが得点にはつながらない。後半開始から日章学
園がセカンドボールを拾い、迫力のある攻撃を仕掛け、ＣＫから得点を奪う。その後もＤＦの背後を狙うロングボールを中
心に攻撃する。東海大高輪台は、選手交代により流れを変えようとする。途中出場のＭＦ⑪小杉の右サイドを起点に何度
も攻撃を繰り返すが、日章学園の体を張った粘り強い守備を崩せず、得点を奪うことが出来なかった。東海大高輪台のア
イデアのある攻撃は魅力であるが、フィニッシュの精度が課題。日章学園は後半立ち上がりのような人数をかけた攻撃を2
回戦でも期待したい。

記載責任者 所属（ 広島翔洋高等学校 氏名（ 武田直也

基本システム 基本システム

水 12:00 kick off

0 1

＝ Match  Report ＝ 

１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ コカ・コーラウェスト広島スタジアム

マッチNo.【

東海大高輪台 高校（ 東京② 日章学園 高校（ 宮崎

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【21】

日時 2016年07月27日 14:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 友成　義朗 主審 道山　悟至 副審１ 浅岡　宏考 副審２ 向井　修也 第４審判 尾世　勉

運営責任者 荒石　和夫 記録担当 宮川　徹也 天候 晴 気温 31.7℃ 湿度 51％

風 微風 観客数 300人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

日本航空高等学校蹴球部
（山梨）

2

0

2

前半

後半

0

0
0

仙台育英学園高校体育会サッカー部

（宮城）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 高橋　正也 1 GK GK 12 酒井　隼斗 0

1 1 松土　準 2 DF DF 2 石川　巧実 1 1

0 花元　翔 3 DF DF 3 中川　宗一郎 0

0 平久　竜土 4 DF DF 4 東海林　隼 1 1

2 2 1 佐藤　和斗 (Cap.) 5 DF DF 5 三浦　健太 (Cap.) 1 1

1 1 2 村松　鉄修 6 MF DF 13 根間　周憲 0 49分

35分 1 1 佐々木　将輝 11 MF MF 7 大竹　凌 0

70+1分 1 1 1 新谷　颯太 15 MF MF 8 大竹　海斗 0 30分

66分 0 佐藤　雄大 16 MF MF 14 佐藤　圭太 1 1

1 1 2 岩下　俊城 10 FW MF 11 村山　聡太 2 2 62分

62分 1 1 石井　脩斗 17 FW FW 10 伊藤　大 2 2 67分

中田　修斗 12 GK GK 1 中川　絢太

16 0 岡田　拓真 13 DF MF 6 吉田　弦史

17 0 中島　偉吹 7 MF MF 16 貝森　海斗 0 11

船附　信太 8 MF FW 9 稲本　光輝 0 8

11 1 1 三吉　直樹 9 MF FW 15 高山　太樹 0 13

15 0 橋本　勇誠 14 MF FW 17 兎澤　聖矢 0 10

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 仲田　和正 城福　敬 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

7 4 11 シュート 8 5 3

4 4 8 GK 6 3 3

4 3 7 CK 2 2 0

2 6 8 直接FK 7 4 3

0 1 1 間接FK 4 1 3

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 4 1 3

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

48分 日本航空 5 佐藤　和斗 右CK 6 中央-1 6 Ｈ 中央-1 2 ＨＳ ポスト返り 5

左足Ｓ

58分 日本航空 15 新谷　颯太 左CK 6 ↑ 中央-1 相手FP クリア ミス 中央-2 15 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

21 】

） vs ）

0 ‐ 0
2 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　　　1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉総合スポーツセンター陸上競技場

マッチNo.【

日本航空 高校（ 山梨 仙台育英 高校（ 宮城

2016 7 27 水 14:00 kick off

2 0

基本システム 基本システム

両校とも、４－４－２システムで、序盤はお互いにロングボールを多用し、ボールに対して激しいプレスをかけ、ペースを握
ろうとする。両チームとも、ロングスローやコーナーキックなどのセットプレーからチャンスを作り出すが得点には至らない。
徐々にやや運動量で勝る日本航空高校が試合を優位に進める。一方、仙台育英高校は、奪ったボールをFW⑩伊東の空
いたスペースに入れてゴールを狙う。このまま一進一退の攻防が続き、前半は終了する。
後半に入り、高い位置でセカンドボールを拾い始めた日本航空高校は、ドリブルでの仕掛けによって仙台育英ゴールに迫
るが、仙台育英もGK⑫酒井を中心に体を張った守りでゴールを許さない。均衡が破れたのは、４８分日本航空高校がコー
ナーキックのこぼれ球をDF⑤佐藤和がヘディングで押し込みゴールを奪い１－０と勝ち越に成功する。また５８分、セットプ
レーのこぼれ球をMF⑮新谷が左足でゴールを揺らし２－０と突き放す。過酷な気象条件の中、仙台育英高校も、最後まで
諦めず走り続けるが、ゴールを奪えず試合終了となる。

記載責任者 所属（ 大分県立臼杵高校 氏名（ 中津留　正三
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【22】

日時 2016年07月27日 14:00 試合形式 70分 PK戦 会場 東広島運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 池邉　左千夫 主審 津野　洋平 副審１ 柿本　大吾 副審２ 宇都宮　拓 第４審判 山本　亮平

運営責任者 瀬越　徹 記録担当 川村　順平 天候 晴 気温 34.5℃ 湿度 41％

風 微風 観客数 1,000人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

岡山学芸館高等学校
（岡山）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

1

2
3

京都橘高等学校サッカー部
（京都）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 西本　空央 1 GK GK 1 矢田貝　壮貴 0

0 小川　智大 4 DF DF 2 稲津　秀人 1 1

0 森下　基 5 DF DF 3 清水　駿 0

1 2 3 野島　奨 (Cap.) 3 MF DF 4 吉水　太一 0

ＨＴ 0 濱口　理恭 6 MF MF 6 内田　健太 0

2 2 西山　敢太 7 MF MF 8 河合　航希 0

50分 1 1 加藤　凜太朗 8 MF MF 10 梅津　凌岳 1 2 2

0 池平　直樹 10 MF MF 14 土井　翔太 1 1 52分

0 西崎　剛司 11 MF FW 7 岩崎　悠人 (Cap.) 1 3 2 1

0 竹内　盛真 15 MF FW 11 堤原　翼 1 1 66分

1 1 山河　大将 9 FW FW 17 篠永　雄大 0

大森　凌真 12 GK GK 12 西川　駿一郎

6 0 平野　智大 2 DF DF 5 水井　直人

黒川　真吾 13 DF DF 13 李　明賢

木下　絋希 17 DF DF 15 濵本　和希

8 0 浅野　達郎 14 MF MF 9 輪木　豪太 0 14

永田　一真 16 FW FW 16 植村　亮雅 1 2 2 11

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 高原　良明 米澤　一成 時間 種別 番号 選手名 理由

36分 警 9 山河　大将 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

4 3 7 シュート 10 4 6

5 8 13 GK 6 4 2

3 1 4 CK 0 0 0

7 7 14 直接FK 12 6 6

1 1 2 間接FK 3 0 3

1 1 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 0 3

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

29分 京都橘 7 岩崎　悠人 11 11 右-1 → 7 中央-1 右足Ｓ

70+3分 京都橘 10 梅津　凌岳 16 16 右-1 → 10 中央-1 ～ 右足Ｓ

70+4分 京都橘 16 植村　亮雅 7 7 右-2 ～ 中央-1 → 16 中央-1 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]クーリングブレイク前後半実施
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年 月 日 ( ) ）

22 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

立ち上がり、両チームとも陣形をコンパクトに保ち、素早く攻守がいれかわるスピーディーな展開となった。岡山学芸館が
MF③野島を軸に選手同士が良い距離感を保ち、息の合ったコンビネーションで局面の打開を図れば、京都橘は１ｓｔDFの
決定をしっかりと行い、DFラインを高く保って連続したプレスでボールを奪い、FW⑦岩崎を基点に逆襲をしかけた。29分、
右サイドのスペースを突破したFW⑪堤原の折り返しをFW⑦岩崎がワンタッチで正確に流し込み、京都橘が先制。その後
も、２トップに左MF⑩梅津らが効果的に関り、京都橘が主導権を握って攻撃し、学芸館がそれを凌ぐ展開で前半を終了し
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後半、岡山学芸館はトップ下に移ったMF⑦西山とFW⑨山河のコ
ンビを中心に中央からの突破を狙い、また交代で入った右DF②平野のロングスローで京都橘ゴールを脅かした。それによ
り京都橘のライン間が次第に間延びし、セカンドボールも学芸館が支配。サイドからもチャンスをつくったが、京都橘もディ
フェンシブサードでは粘り強く体を寄せてゴールを守り、時折鋭いカウンターで学芸館ゴールに迫った。特にFW⑦岩崎は
抜群のボディバランスで空中戦のターゲットやボールキープでためをつくったり、背後に飛び出したりして相手の脅威と
なった。学芸館はMF③野島に象徴されるように運動量で相手を上回り、相手を恐れず積極的な持ち出しや仕掛けを続け
たが、終了間際にカウンターから立て続けに京都橘が加点。相手の隙を逃さないしたたかさと試合巧者ぶりを発揮した京
都橘が２回戦に進出した。クーリングブレイクも取られた猛暑の中、両チームともに持ち味を発揮した好ゲームであった。

記載責任者 所属（ 香川県立観音寺第一高等学校 氏名（ 石原　徹也

東広島運動公園陸上競技場

マッチNo.【

岡山学芸館 高校（ 岡山 京都橘 高校（ 京都

0 3

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体） 　１回戦

2016 7 27 水 14:00 kick off 会場（
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 １回戦 【23】

日時 2016年07月27日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 東広島運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 池邉左千夫 主審 金渕　佑亮 副審１ 西山　貴生 副審２ 宮地　克典 第４審判 栄永　英貴

運営責任者 瀬越　徹 記録担当 川村　順平 天候 曇 気温 33.5℃ 湿度 41％

風 微風 観客数 500人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

佐賀東高校サッカー部
（佐賀）

KICK OFF

1

1

0

前半

後半

1

1
2

尚志高等学校
（福島）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 中島　豊輝 17 GK GK 1 堀江　亮博 0

0 岸田　直也 2 DF DF 3 進藤　雅也 (Cap.) 0

0 中村　恒介 3 DF DF 4 和田　大樹 0

0 陣内　琢斗 6 DF DF 5 生井沢　佑斗 1 1 42分

0 都渡　倭 12 DF DF 6 常盤　悠 1 1

0 松田　凜太郎 15 DF MF 7 神垣　陸 2 1 1

49分 0 柿崎　雄至 4 MF MF 8 松本　雄真 1 1

ＨＴ 0 水本　翔悠春 5 MF MF 10 加野　赳瑠 3 1 2 69分

47分 0 井手　威丸 7 MF MF 11 高橋　大河 1 4 2 2

2 2 川内　陽一 (Cap.) 10 MF MF 14 影山　諒 3 2 1 54分

64分 1 1 1 古川　慧樹 13 FW FW 9 渡部　公平 3 2 1

梁井　勇輔 1 GK GK 16 蒲谷　拓人

田中　陸斗 16 DF DF 2 樋口　海翔

5 1 1 江頭　弘太 8 MF DF 13 原田　脩希 0 5

4 0 中里　知己 9 MF MF 12 石井　龍平 0 10

7 0 石橋　翼 14 MF FW 15 安藤　太一 0 64分 14

13 0 永田　雄暉 11 FW FW 17 井上　真冬 0 15

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 蒲原　晶昭 仲村　浩二 時間 種別 番号 選手名 理由

46分 警 7 井手　威丸 繰返違反
後半前半 チーム合計 前半後半

54分 警 2 岸田　直也 反ｽﾎﾟｰﾂ

68分 警 3 中村　恒介 反ｽﾎﾟｰﾂ 3 1 4 シュート 18 10 8

5 3 8 GK 4 1 3

1 0 1 CK 9 5 4

1 1 2 直接FK 8 4 4

1 0 1 間接FK 0 0 0

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 1 0 1

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

6分 尚志 11 高橋　大河 8 8 右-1 ↑ 11 左-1 右足Ｓ

13分 佐賀東 13 古川　慧樹 10 10 中央-2 → 13 右-1 右足Ｓ

38分 尚志 オウンゴール 6 左CK オウンゴール

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

23 】

） vs ）

1 ‐ 1
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

開始から早々にスコアが動く展開となった。尚志はサイド攻撃で得たコーナーキックの流れから先制し主導権を握る。一方
佐賀東は前線から積極的に守備を行うがなかなか奪えない展開が続く。ボールが奪えた時にはショートパスでの突破を
図り攻撃の機会をうかがう。佐賀東は少ないチャンスを生かしショートカウンターで同点に追いつくが、その後も尚志が主
導権を握る。MF⑦神垣を中心としたパスワークが冴え、守備においても中盤でのルーズボールを佐賀東に渡さない展開
が続いた。シュートチャンスを作るも佐賀東GK17中島を中心に体を張ったDFでピンチを乗り切る。前半は終始尚志が主導
権を握り終了する。後半の立ち上がり尚志がコーナキックで勝ち越す。佐賀東は攻撃を繰り返すなかで徐々に前に進める
ことが増えるが、ゴール前に人を増やすことができず厚みのある攻撃ができない。一方尚志はボールを奪えるラインが少
しずつ下がっていくが、ボールを奪うとできたスペースに素早くボールを運び二人のFWでチャンスを作り出す。時間を追う
ごとに両者とも動きが少なくなりパスが足元に入ることが多くなる。ボール際で競り合って、蹴り合うことが多くなった。佐賀
東は選手交代をきっかけに全体の動きが増えパスがつながるようになる。主導権を握りチャンスを作るが、これを決めき
れず試合は２−１で終了する。正午のキックオフということもあり、気候の影響が否めないが、最後まで両者とも諦めない姿
勢を見せてくれた。

記載責任者 所属（ 広島国際学院高等学校 氏名（ 谷崎　元樹

基本システム 基本システム

水 12:00 kick off

1 2

＝ Match  Report ＝ 

　１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 東広島運動公園

マッチNo.【

佐賀東 高校（ 佐賀 尚志 高校（ 福島

2016 7 27
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【24】

日時 2016年07月28日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園第一球技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 栗田　和彦 主審 権田　智久 副審１ 高寺　恒如 副審２ 佐藤　廉太郎 第４審判 松本　大

運営責任者 宮本　誠 記録担当 平尾　聡 天候 晴 時々 曇 気温 30.0℃ 湿度 57％

風 微風 観客数 700人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

東福岡高等学校
（福岡）

2

1

1

前半

後半

0

3
3

昌平高等学校
（埼玉①）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 0 0 前島　正弥 1 GK GK 1 緑川　光希 0 0 0

1 0 1 1 小田　逸稀 3 DF DF 2 石井　優輝 0 0 0

0 1 1 児玉　慎太郎 (Cap.) 4 DF DF 12 篠山　立 0 0 0

0 0 0 小野　楓雅 5 DF DF 15 塩野　碧斗 0 0 0

60分 0 0 0 中村　駿 15 DF DF 17 関根　浩平 0 0 0 69分

1 1 2 鍬先　祐弥 6 MF MF 6 新垣　理生 (Cap.) 0 0 0

50分 0 0 0 青木　駿 7 MF MF 7 針谷　岳晃 1 5 2 3

62分 1 0 1 福田　湧矢 8 MF MF 10 松本　泰志 1 5 1 4

0 3 3 1 藤川　虎太朗 10 MF MF 11 佐藤　大誠 1 0 1

0 1 1 髙江　麗央 11 MF MF 14 山下　勇希 1 1 0

49分 1 3 4 佐藤　凌我 17 FW FW 9 本間　椋 1 4 1 3

0 0 中村　駿介 14 GK GK 16 廣木　零 0 0

15 0 0 0 阿部　海大 2 DF DF 3 柳田　竜成 0 0 0 17

0 0 姫野　天輝 12 DF DF 4 真辺　庸介 0 0

7 0 0 0 濱田　照平 13 MF MF 5 秋元　星人 0 0

8 0 0 0 田尻　京太郎 16 MF MF 8 星野　蒼馬 0 0

17 1 0 1 藤井　一輝 9 FW FW 13 佐相　壱明 0 0

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 森重　潤也 藤島　崇之 時間 種別 番号 選手名 理由

58分 警 5 小野　楓雅 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

22分 警 6 新垣　理生 繰返違反

5 9 14 シュート 16 5 11

3 3 6 GK 9 4 5

1 4 5 CK 1 0 1

8 5 13 直接FK 11 6 5

0 0 0 間接FK 1 1 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 1 0 1

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

7分 東福岡 10 藤川　虎太朗 17 左-2 7 ～ → 中央-1 11 ～ → 17 右足Ｓ

10 Ｓ

41分 昌平 9 本間　椋 10 右-2 12 → 右-1 14 ↑ 中央-1 11 ＨＳ 相手GK

カット こぼれ球 10 左足Ｓ 9 Ｓ

59分 昌平 10 松本　泰志 ＰＫ 10 右足Ｓ

66分 東福岡 3 小田　逸稀 10 右-1 直接ＦＫ 10 ↑ 中央-1 3 ＨＳ

70+3分 昌平 7 針谷　岳晃 左CK 7 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:18 (1:18)、 後半 39:12 (4:12)、 試合所要時間 01:15:30

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

24 】

） vs ）

1 ‐ 0
1 ‐ 3

‐
‐
PK

1 - 4 - 1 - 4 ‐１ 1 - 4 - 2 - 3 － 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　2回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園第一球技場

マッチNo.【

東福岡 高校（ 福岡 昌平 高校（ 埼玉①

2016 7 28 木 10:00 kick off

2 3

基本システム 基本システム

　本日が初戦となる一昨年・昨年度の王者東福岡と1回戦を圧倒して勝ち上がってきた昌平の対戦は、序盤から東福岡が
主導権を握る。両ワイドがサイドいっぱいに広がり更にＳＢが高い位置を取り、ピッチを広く使いながら長短のパスを織り交
ぜ相手ＤＦの背後を狙う東福岡。それに対して昌平は１ｓｔＤＦが定まらず、前半開始早々に左サイドの突破から中央でパス
を受けたＭＦ⑩藤川に先制を許してしまう。序盤こそ東福岡の素早いプレッシングに苦しんだ昌平だったが、パステンポが
上がりＭＦ⑨本間の背後への飛び出しや左ＭＦ⑩松本の仕掛けにより東福岡のゴールに迫るようになる。後半開始早々に
右サイドを突破したＭＦ⑭山下のクロスからの混戦をＭＦ⑨本間が押し込み同点に追いつく。前半は球際で東福岡に圧倒
されていた昌平だったが、同点になってからは球際でも互角に渡り合い一進一退の攻防が続く。前半のように背後を突く攻
撃が出来なくなった東福岡に対し、昌平はＭＦ⑦針谷のセンスあるパスワークやＭＦ⑨本間のゴールへ向かう動きなどに
よって東福岡を脅かすようになると、５９分に得たＰＫをＭＦ⑩松本が冷静に決めて勝ち越す。リードされた東福岡も交代選
手やシステム変更によって何とか同点に追いつこうとサイドからのクロスによって昌平を崩しにかかる。すると６６分に右サ
イドＦＫを中央でＤＦ③小田がヘディングで合わせ追いついた。このままＰＫ戦に突入すると思われたが、昌平が左ＣＫから
直接決め3回戦に駒を進めた。互いの持ち味を出し合った見応えのあるゲームであった。

記載責任者 所属（ 鳥取県立青谷高等学校 氏名（ 邨上　克也
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【25】

日時 2016年07月28日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 コカ・コーラウエスト広島スタジアム

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 横田　智雄 主審 西村　幹也 副審１ 藤田　亮 副審２ 渡邊　大介 第４審判 土田　浩貴

運営責任者 竹本　浩 記録担当 住田　恒三 天候 晴 気温 30.4℃ 湿度 56％

風 微風 観客数 350人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

帝京大学可児高等学校
（岐阜）

0

0

0

前半

後半

0

1
1

群馬県立前橋商業高等学校
（群馬）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 川地　颯馬 1 GK GK 1 田村　健太朗 0

0 山出　旭 3 DF DF 2 風間　朝陽 1 1

0 福岡　篤宣 5 DF DF 4 李　守文 0

0 三島　拓 6 DF DF 5 木村　海斗 (Cap.) 0

0 村田　柊人 15 DF DF 6 若林　泰輝 0

0 磯部　誓也 7 MF MF 8 信澤　蓮 0

59分 1 1 福田　航希 8 MF MF 9 大塚　優斗 0 65分

0 森田　拓実 12 MF MF 14 桜井　優希 2 2

1 1 久保　藤次郎 14 MF FW 7 星野　周哉 1 1

56分 1 1 関根　琉楓 9 FW FW 10 金枝　晃平 1 1

2 1 3 奥崎　寛史 (Cap.) 10 FW FW 11 藤生　春樹 1 1 1

中野　太愛 17 GK GK 12 帖佐　和也

西津　邦彦 2 DF DF 3 小林　冬威

大岡　剛己 4 DF MF 15 大橋　洸紀 0 9

9 1 1 浅井　泰生 11 MF MF 16 小林　拓矢

本多　訓大 13 MF FW 13 船山　哲平

8 0 上野　遼太郎 16 MF FW 17 斎藤　建

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 堀部　直樹 笠原　恵太 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

6 1 7 シュート 6 1 5

5 8 13 GK 5 1 4

1 2 3 CK 8 5 3

2 2 4 直接FK 6 2 4

0 0 0 間接FK 1 1 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

70+2分 前橋商 11 藤生　春樹 10 右-1 右CK 10 ↑ 中央-1 11 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:10 (0:10)、 後半 37:40 (2:40)、 試合所要時間 01:12:50

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

25 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 2 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

帝京大可児と前橋商業ともに1-4-4-2のシステムでキックオフ。帝京大可児はDFラインから丁寧にビルドアップをしながら
主導権を握ろうとする。対する前橋商業は３ラインをコンパクトに保ち、前線からのチェイシングで相手のミスを誘いボール
を奪うとシンプルに背後のスペースを狙いカウンターを仕掛ける。徐々に帝京大可児がボールを保持する時間帯が増えて
くるが、前橋商業が形成する守備ブロックに対して、縦パスが入らず効果的なパスや仕掛けが出来ずに、アタッキング
サードまでボールを運ぶことが出来ない。前半は互いにシュートは１本ずつであった。
後半に入ると、前橋商業は前線から積極的にプレスをかけて、ボールを奪いショートカウンターでゴールに迫る。帝京大可
児は、背後を狙う動きや、ドリブルの仕掛けが出てきたことで、アタッキングサードに侵入できるようになり、シュートまで持
ち込めるようになるが、前橋商業の体を張った守備に対して得点することが出来ない。試合終盤は運動量が落ちてきた前
橋商業であったが、最後まで集中力を切らさずに守備を続けると、アディショナルタイムにFW⑪藤生がCKから得点し前橋
商業が１－０で勝利。３回戦に駒を進めた。

記載責任者 所属（ 大阪府立柴島高等学校 氏名（ 相良　和樹

基本システム 基本システム

木 10:00 kick off

0 1

＝ Match  Report ＝ 

　　２回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ コカ・コーラウエスト広島スタジアム

マッチNo.【

帝京大可児 高校（ 岐阜 前橋商業 高校（ 群馬

2016 7 28
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【26】

日時 2016年07月28日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 東広島運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田谷　訓史 主審 大峡　諭 副審１ 河江　俊明 副審２ 葛田　洋平 第４審判 天川　充弘

運営責任者 瀬越　　徹 記録担当 藤本　裕史 天候 晴 気温 33.1℃ 湿度 40％

風 弱 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

静岡学園高等学校サッカー部
（静岡）

KICK OFF

5

3

2

前半

後半

0

1
1

四国学院大学香川西高等学校サッカー部

（香川）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 山ノ井　拓己 1 GK GK 1 近藤　雅紀 0

1 1 嶋　一駿 4 DF DF 2 林　凌雅 0

1 1 1 天本　翔太 5 DF DF 3 飛田　竣吾 (Cap.) 0

0 森主　海斗 15 DF DF 4 渡部　彰久 0

0 渡井　理己 7 MF DF 6 坂東　宥吾 0

0 若山　修平 (Cap.) 10 MF MF 5 蟹田　悠平 0

63分 0 金冨　ユウ大 14 MF MF 7 砂川　萌 1 1 1

44分 0 稲葉　章将 8 FW MF 8 本田　功輝 0

2 2 4 3 福原　涼太 9 FW MF 10 西村　宙 0

ＨＴ 1 1 1 青嶋　智也 13 FW FW 9 西山　颯人 0

50分 0 伊藤　稜馬 16 FW FW 11 髙木　慎也 2 1 1

田原　智司 17 GK GK 17 林　拓斗

岡野　悠太 3 DF DF 12 千葉　夢斗

13 1 1 坂西　望 2 MF DF 13 木下　翔太

14 0 島田　周汰 6 MF MF 15 安藤　千真

16 0 白川　大吾廊 11 MF FW 14 梅宮　颯晟

8 1 1 戸田　大智 12 MF FW 16 広瀬　詳大

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 川口　修 大浦　恭敬 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
60分 警 10 西村　宙 繰返違反

4 5 9 シュート 3 1 2

2 1 3 GK 3 1 2

1 3 4 CK 4 3 1

6 7 13 直接FK 5 2 3

1 1 2 間接FK 4 2 2

1 1 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 4 2 2

0 PK 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

11分 静岡学園 13 青嶋　智也 7 16 左-1 スローイン 7 左-1 ～ → 13 中央-1 左足Ｓ

25分 静岡学園 5 天本　翔太 10 10 左-1 直接ＦＫ ↑ 5 中央-1 ＨＳ

31分 静岡学園 9 福原　涼太 7 16 左-2 スローイン 7 左-1 → 9 中央-1 右足Ｓ

39分 静岡学園 9 福原　涼太 7 7 中央-2 → 9 中央-1 左足Ｓ

48分 静岡学園 9 福原　涼太 16 16 左-1 ↑ 9 中央-1 ＨＳ

67分 四学香川西 7 砂川　萌 5 5 左-2 直接ＦＫ 7 中央-1 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

26 】

） vs ）

3 ‐ 0
2 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 3 - 5 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

２回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 東広島運動公園陸上競技場

マッチNo.【

静岡学園 高校（ 静岡 四学香川西 高校（ 香川

2016 7 28 木 kick off

5 1

基本システム 基本システム

試合の立ち上がりから個人のスキルで上回る静岡学園がボールを保持する。攻守において１対１を制し、四学香川西は
ボールを奪い、配球することがなかなかできない。１人に対し人数をかけて守る四学香川西は前線にボールを配球するも
押し上げが遅れ、厚みのある攻撃ができない。静岡学園は個人のスキルを生かし、DFラインの突破、中盤でのポゼッショ
ンを繰り返す。得点は個人のサイド突破からDFを集め、できたスペースに配球し生まれた。四学香川西はボール保持者に
対してプレッシャーを強めるが、逆にスペースや隙間を作ってしまうこととなり静岡学園は攻勢を強めた。セットプレー、サ
イド突破からのクロスで追加点を奪い、前半を３−０で終える。後半も立ち上がりから静岡学園がボールを保持し優位に試
合を進める。対する四学香川西はボールサイドへさらに人数をかけて守備を行い、ボールへのプレッシャーを強めたが、
静岡学園にスペースを与える結果となり、立て続けに追加点を許した。その後も静岡学園の優勢は続き、四学香川西は
多くの時間をDFの時間に費やされた。なかなか作ることのできないチャンスも生かすことができない。試合は終盤を迎える
と、香川西が押し込む場面も増えたが静岡学園はカウンター攻撃を仕掛ける。香川西は終盤セットプレーで１点を返すの
みにとどまった。DFにおいても、静岡学園はうまくスペースを消し香川西の攻撃を許さなかった。

記載責任者 所属（ 広島国際学院高等学校 氏名（ 谷崎　元樹
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【27】

日時 2016年07月28日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 みよし運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 玉生　謙介 主審 津野　洋平 副審１ 渡部　裕介 副審２ 宇都宮　拓 第４審判 佐藤　将文

運営責任者 佐々木　新二 記録担当 安藤　鷹斗 天候 晴 気温 33.9℃ 湿度 48％

風 微風 観客数 1,216人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

慶應義塾高等学校
（神奈川②）

0

0

0

4

前半

後半

PK戦

0

0

5

0
大阪学院大学高等学校

（大阪①）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 新里　侑也 17 GK GK 1 住山　雄一郎 0

0 関　俊太朗 2 DF DF 3 藤本　憲 (Cap.) 0

1 1 酒井　綜一郎 5 DF DF 4 吉江　絃馬 0

1 1 2 柿沼　亮祐 (Cap.) 6 DF DF 16 秋本　健作 0

0 竹原　優 15 DF DF 5 中尾　真 2 2

1 1 武田　聖基 7 MF MF 7 西宇　大輔 1 1

0 平田　賢汰 8 MF MF 10 山崎　翼 2 2

0 下谷　優太 10 MF MF 11 江郷下　慶 4 3 1

38分 0 赤坂　凜太郎 12 MF MF 14 村上　樹 0 53分

66分 2 2 小関　嵩史 13 FW FW 8 中道　佑真 2 1 1

61分 0 松島　竜成 16 FW FW 9 新町　幸聖 0 59分

三浦　優介 1 GK DF 2 田中　真照

12 0 周藤　悠高 3 FW MF 6 加場　拓実 0 14

飯塚　亮貴 4 FW GK 12 片田　謙臣

16 0 板倉　正明 9 FW FW 13 松岡　翔輝 0 9

大佐古　絋希 11 FW MF 15 乾　昂汰

13 0 田中　秀磨 14 MF FW 17 井上　凌実

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 大方　貴裕 小野原　明男 時間 種別 番号 選手名 理由

22分 警 6 柿沼　亮祐 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

1 5 6 シュート 11 4 7

5 5 10 GK 10 6 4

0 2 2 CK 4 2 2

3 1 4 直接FK 9 6 3

1 0 1 間接FK 3 1 2

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 1 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

慶應義塾 先 10 ○ 7 × 8 ○ 5 ○ 6 ○

大阪学院 5 ○ 4 ○ 7 ○ 3 ○ 13 ○

[試合時間] 前半 38:01 (3:01)、 後半 37:59 (2:59)、 試合所要時間 01:16:00

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

27 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
4 ‐ 5

PK

1 - 3 - 4 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

大阪学院高校は、１－４－４－２システムで、ＤＦラインからロングボールを多用し、前線から激しいプレスをかけ、２列目が
ボールを奪いゴールを狙う。一方、慶應義塾高校は、３－４－３システムで、ＭＦ⑦武田、ＭＦ⑧平田を中心に幅を使い
ボールを動かし、サイド攻撃からゴールを狙う。徐々に慶應義塾高校が、ＤＦラインとボランチの間でＦＷ⑯松島、ＦＷ⑫赤
坂がボールを受け、パスをつなぎ始めペースを握る。対する、大阪学院高校は、相手のミスからＦＷにロングボールを入
れカウンターを仕掛けＦＷ⑧中道，ＦＷ⑨新町、ＭＦ⑪のコンビネーションからゴールに迫るも、慶應義塾高校の体を張った
守備でゴールを割ることができない。
後半に入り、大阪学院はコンパクトな布陣にし、前線からの連動した守備が機能し始め、いい状態でボールを奪い慶應義
塾高校ゴールを脅かす。対する慶應義塾高校は、後半途中交代したＦＷ③周藤がスピードのあるドリブルからチャンスを
作るが、得点には至らない。また時間の経過とともにパスミスが増え、大阪学院高校の効果的なカウンターから決定的な
シーンを作られる。しかし一進一退の攻防が続き、お互いに決定的なシーンを決めることができずＰＫ戦となり５－４で大阪
学院高校が３回戦進出を決める。初出場ながら堂々たる戦いを見せた慶應義塾高校には選手権大会に期待したい。

記載責任者 所属（ 大分県立臼杵高校 氏名（ 中津留　正三

基本システム 基本システム

木 10:00 kick off

0 0

＝ Match  Report ＝ 

　　２回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ みよし運動公園陸上競技場

マッチNo.【

慶應義塾 高校（ 神奈川② 大阪学院 高校（ 大阪①

2016 7 28
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【28】

日時 2016年07月28日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 角田　裕之 副審１ 鈴木　悠次郎 副審２ 清木　穣 第４審判 桑田　浩二

運営責任者 荒石　和夫 記録担当 和泉　裕太朗 天候 晴 気温 29.1℃ 湿度 55％

風 弱 観客数 500人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

滝川第二高校
（兵庫）

KICK OFF

1

1

0

前半

後半

0

0
0

長崎総合科学大学附属高等学校
（長崎）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 樫野　智哉 1 GK GK 12 湊　大昂 0

60分 1 1 浦元　快斗 2 DF DF 2 嶋中　春児 0

0 森　勇人 3 DF DF 5 森田　将生 0

0 今井　悠樹 (Cap.) 5 DF DF 17 武富　海希 0

0 朴　光薫 7 MF MF 6 前野　翔伍 0

0 神宮　浩気 8 MF MF 8 山本　大樹 1 1 46分

1 1 持井　響太 10 MF MF 10 薬真寺　孝弥 (Cap.) 1 1

70+3分 2 2 1 江口　颯 14 MF MF 15 田中　純平 0

0 日野　公貴 17 MF FW 7 宇高　魁人 2 2

66分 1 1 溝田　大輝 9 FW FW 9 右田　翔 0

60分 1 1 山田　裕也 15 FW FW 11 安藤　瑞季 2 2

山野　宗一郎 12 GK GK 1 中村　拓人

14 0 廣田　一磨 4 DF DF 3 小川　貴之

柏原　悠人 6 DF DF 4 吉田　隆之助

2 0 上出　直人 16 DF MF 13 鈴木　颯太

15 0 辻本　竜 11 MF FW 14 井上　風羽

9 0 加藤　広康 13 MF FW 16 荒木　駿太 0 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 松岡　徹 小嶺　忠敏 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
28分 警 2 嶋中　春児 ラフ

2 4 6 シュート 6 1 5

5 3 8 GK 6 4 2

2 2 4 CK 0 0 0

2 6 8 直接FK 12 4 8

2 4 6 間接FK 1 0 1

2 4 6 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

22分 滝川二 14 江口　颯 3 左-3 8 直接ＦＫ 中央-1 3 ＨＳ 中央-1 14 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:00 (2:00)、 後半 38:00 (3:00)、 試合所要時間 01:15:00

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

28 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 5 - 2 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

　滝川二は1-4-4-2システム、長崎総科大附は1-5-2-3システムをそれぞれ採用し、試合開始。長崎総科大附は早いタイ
ミングでシンプルに背後へのボールを配球し、意思疎通のあるFWのアクションでゴールへ向かう。特にボール奪取やセカ
ンドボールを拾った後の切り替えが早く、FWが予測して動き出している。高い位置でボールが収まるとサイドバックがオー
バーラップし、DFラインがバランスをとりながらリスクマネジメントした状態で攻撃の枚数を増やす。一方、滝川二は前線か
らのハイプレッシャーにより、高い位置でボールを奪い良い形で攻撃に繋げようとする。また、2トップを起点に攻撃し、積
極的な仕掛けとそれに対する関わりでチャンスを作る。それに対し、長崎総科大附は滝川二のFW⑩持井にDF②嶋中をマ
ンツーマンでつけ、攻撃の起点を潰そうとする。長崎総科大附は守備から攻撃への切り替えでハイサイドを取ろうとし、そ
の形が実るとチャンスにつながる。両校ともに非常に激しい球際、研ぎ澄まされたセカンドボールの競り合い、豊富な運動
量、ボールを奪いに行く姿勢、推進力とゴールへの意欲が目立った試合であった。特に前を向く姿勢やゴールに向かう仕
掛け、スピード感は非常にすばらしいものであった。両校ともに最後までハードワークし、結果、前半の1点を守り切った滝
川二が勝利した。

記載責任者 所属（ 千葉県立八千代高等学校 氏名（ 堤　誠太郎

基本システム 基本システム

木 10:00 kick off

1 0

＝ Match  Report ＝ 

　　　2回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉市総合スポーツセンター陸上競技場

マッチNo.【

滝川二 高校（ 兵庫 長崎総科大附 高校（ 長崎

2016 7 28
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【29】

日時 2016年07月28日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園補助競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 熊谷　幸剛 副審１ 神谷　知史 副審２ 中川　朋彦 第４審判 小梢　正道

運営責任者 重里　求昭 記録担当 藤原　公義 天候 晴 時々 曇 気温 34.9℃ 湿度 35％

風 微風 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

広島県瀬戸内高等学校
（広島②）

KICK OFF

0

0

0

5

前半

後半

PK戦

0

0

4

0
近畿大学附属和歌山高等学校

（和歌山）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 佐々木　衆 1 GK GK 1 谷口　智洋 0

0 井上　雄斗 2 DF DF 2 秋山　博紀 0

0 梁　賢虎 4 DF DF 3 小畑　甚 0

0 小西　祐太郎 5 DF DF 4 九鬼　拓己 (Cap.) 0

0 滝澤　康平 6 DF DF 5 久原　光生 1 1

61分 0 川岡　謙太 3 MF MF 6 伊藤　誠祥 0

1 1 2 浅野　嵩人 (Cap.) 7 MF MF 7 中村　透弥 0

2 2 中間　俊亘 8 MF MF 8 藤原　渓 0

0 川端　海登 11 MF FW 9 村雲　秋斗 0 62分

0 三澤　徹晃 9 FW FW 10 森下　敬介 0

3 2 5 安部　裕葵 10 FW FW 17 玉置　大起 1 1 44分

大田　祥輝 12 GK GK 12 小川　真央

3 0 高橋　一徳 13 DF MF 11 田中　友 0 70+2分 9

深川　拓哉 14 MF MF 13 鞍野　海人 0 11

福田　快斗 15 MF MF 15 神谷　一樹

谷口　泰貴 17 MF MF 16 貴志　圭吾

上　禅世 16 FW FW 14 濱野　倖輔 0 17

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 安藤　正晴 藪　真啓 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

4 5 9 シュート 2 1 1

2 5 7 GK 13 6 7

4 1 5 CK 1 1 0

6 3 9 直接FK 4 2 2

2 1 3 間接FK 3 2 1

2 1 3 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 2 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

瀬戸内 先 4 ○ 10 ○ 8 ○ 2 ○ 6 × 9 ○

近大和歌山 6 ○ 10 ○ 14 ○ 7 × 5 ○ 13 ×

[試合時間] 前半 36:51 (1:51)、 後半 37:29 (2:29)、 試合所要時間 01:14:20

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

29 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
‐

5 PK 4

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

2回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園補助競技場

マッチNo.【

瀬戸内 高校（ 広島 近大和歌山 高校（ 和歌山

2016 7 28 木 kick off

0 0

基本システム 基本システム

　立ち会がりは両者ともリスクを回避したシンプルなプレーが続き，徐々に近大和歌山はサイドバックが高い位置をとって
ビルドアップするもアタッキングサードで瀬戸内の守備をなかなか崩すことができない。すると，瀬戸内はMF⑧中間が前向
きでボールを持ち始め，サイドを使った幅のある攻撃を始める。また，FW⑩安部がドリブルや相手DFの背後を狙いチャン
スをつくるもシュートを決めることができず前半を0-0で折り返す。後半に入り，瀬戸内はMF⑦とFW⑨がポジションチェンジ
をし，FW⑦浅野が前線でボールをキープしはじめ，サイドを使った攻撃が出始めるがクロスの質が悪かったりとシュートを
決めきれない。対する近大和歌山もGKからの正確なフィードから攻撃をしかけるもなかなかチャンスを作ることができな
い。そのまま試合が終了しPK戦に突入，5-4で瀬戸内が接戦をものにした。
　両チームともアタッキングサードでの3人目の関わりや，タイミングの良い動きだしがなく，ゴール前で相手を崩しチャンス
を作ることができなかった。

記載責任者 所属（ 広島県立広島工業高校 氏名（ 米田　徹
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【30】

日時 2016年07月28日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島県立びんご運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 池邉　左千夫 主審 山下　良美 副審１ 梶川　大輔 副審２ 宮地　克典 第４審判 増田　能大

運営責任者 田中　克昌 記録担当 花﨑　岳 天候 晴 気温 29.0℃ 湿度 65％

風 弱 観客数 350人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

鹿児島城西高等学校サッカー部
（鹿児島）

KICK OFF

4

1

3

前半

後半

0

1
1

愛知県立刈谷高等学校
（愛知①）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

65分 0 泉森　涼太 17 GK GK 1 佐藤　智樹 0

0 星原　智 2 DF DF 2 美馬　貴将 (Cap.) 1 1

0 平石　智己 3 DF DF 3 薮谷　歩武 0

ＨＴ 0 田中　海渡 4 DF DF 6 有我　祐紀 0

1 1 1 生駒　仁 5 DF MF 4 山本　健太 0 67分

2 2 津留　優晴 15 FW MF 5 北河　宗一郎 0

0 髙野　優太 6 MF MF 7 岡野　匠真 1 1

0 松本　順也 7 MF MF 12 水野　智大 1 2 2

ＨＴ 1 1 妙圓園　拓真 8 MF MF 13 岸　颯太 1 1

1 3 4 永吉　広大 (Cap.) 10 MF FW 9 鈴木　悠仁 0 47分

63分 2 1 3 2 眞田　颯 13 FW FW 10 田中　亮輔 1 1

17 0 川浪　大帆 1 GK GK 17 石田　峻平

13 1 1 大脇　瑞城 12 MF MF 8 佐藤　公星

8 1 1 1 松村　直輝 14 MF MF 14 杉浦　海里

山田　駿 16 MF MF 15 中川　胡純 0 4

4 0 福島　有貴 9 FW FW 11 佐野　柊 1 1 9

田實　康人 11 DF FW 16 内藤　和樹

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 小久保　悟 佐野　朋生 時間 種別 番号 選手名 理由

21分 警 15 津留　優晴 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

6 7 13 シュート 7 1 6

5 5 10 GK 11 4 7

2 2 4 CK 0 0 0

2 4 6 直接FK 11 6 5

0 1 1 間接FK 0 0 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

35分 鹿児島城西 13 眞田　颯 10 10 ↑ 13 ～ 左足Ｓ

40分 鹿児島城西 5 生駒　仁 9 左CK 9 ↑ ＧＫ こぼれ球 5 Ｓ

42分 鹿児島城西 14 松村　直輝 7 7 カット ～ → 14 Ｓ

63分 鹿児島城西 13 眞田　颯 7 7 ～ ↑ 13 ワンタッチプレー 右足Ｓ

66分 刈谷 12 水野　智大 13 13 ↑ 12 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:12 (1:12)、 後半 38:05 (3:05)、 試合所要時間 01:14:17

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

30 】

） vs ）

1 ‐ 0
3 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 3 - 5 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

鹿児島城西、刈谷ともに1回戦と同じ布陣でゲームがスタートする。序盤は鹿児島城西が刈谷の3バックの脇の空いたス
ペースを積極的に使いペースを掴む。それに対して刈谷は奪ったボールをシンプルにFW⑩田中にロングボールを配給す
るが鹿児島城西のDFがうまく対応し決定的な場面を作ることができない。その後、徐々にゲームが落ち着き始め両チーム
とも攻撃のリズムが良くなる。鹿児島城西はDFラインでボールを動かしながらボランチにボールを預け、そこから両サイド
を起点に攻撃をするがクロスの精度を欠き得点にはいたらない。刈谷はトップ下の⑫水野が鹿児島城西のセンターバック
とボランチの間で前を向いた状態でボールを受ける回数が増え、2トップや両サイドを上手く使いだすが最後の局面で決定
的な仕事ができない。　一進一退の攻防が続き、このまま前半が終了すると思われたが刈谷のセンターリングのクリアを
拾ったMF⑩永吉が刈谷のDFラインの背後にできたスペースにうまく抜け出したFW⑬眞田に精度の高いロングボールを送
り、FW⑬眞田がキーパーとの1対１を冷静に決め1対0で前半を折り返す。後半、鹿児島城西は⑨FW福島、MF⑭松村を投
入し攻撃の活性化をはかる。その2人の交代選手が決定的な仕事をする。40分にFW⑨福島の精度の高いコーナーキック
をDF⑤生駒が合わせ追加点をあげ、42分にMF⑭松村がダメ押しの3点目を挙げる。刈谷も何度か決定機を作るがシュー
トの精度を欠いてなかなか得点を奪うことができない。逆に刈谷が前がかりになったところでFW⑬眞田が4点目を奪い試
合を決定づけた。その後、刈谷も意地を見せ1点を返すが4-1で試合は終了した。

記載責任者 所属（ 埼玉県立朝霞西高等学校 氏名（ 山下暁之

基本システム 基本システム

木 10:00 kick off

4 1

＝ Match  Report ＝ 

　2回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島県立びんご運動公園陸上競技場

マッチNo.【

鹿児島城西 高校（ 鹿児島 刈谷 高校（ 愛知①

2016 7 28
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【31】

日時 2016年07月28日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 蔵森　紀昭 主審 池内　明彦 副審１ 日比野　真 副審２ 福長　雅俊 第４審判 石丸　秀平

運営責任者 後藤　朋之 記録担当 堀内　敬士 天候 晴 気温 28.9℃ 湿度 58％

風 弱 観客数 600人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

船橋市立船橋高等学校
（千葉②）

1

0

1

前半

後半

0

0
0

関東第一高等学校
（東京①）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 0 0 井岡　海都 1 GK GK 1 内野　将大 0 0 0

1 0 1 真瀬　拓海 3 DF DF 2 佐藤　大斗 0 0 0

0 1 1 杉岡　大暉 (Cap.) 5 DF DF 3 鈴木　友也 0 0 0

0 0 0 原　輝綺 7 DF DF 5 石島　春輔 1 0 1

0 0 0 金子　大毅 4 MF DF 16 矢越　隆晟 0 0 0

0 1 1 阿久津　諒 6 MF MF 7 菅屋　拓未 0 0 0

1 1 2 西羽　拓 8 MF MF 8 石井　賢哉 0 0 0

0 3 3 高　宇洋 10 MF MF 10 冨山　大輔 (Cap.) 1 1 0

63分 1 1 2 1 郡司　篤也 14 MF MF 13 新藤　貴輝 1 1 0 55分

0 1 1 野本　幸太 9 FW FW 15 篠原　友哉 0 0 0 59分

70+1分 1 0 1 村上　弘有 11 FW FW 9 林　健太 0 0 0 42分

北畠　新輝 17 GK GK 17 山口　公太郎

11 0 0 桧山　悠也 2 DF DF 4 立石　爽馬

杉山　弾斗 13 DF DF 6 根本　佑

今村　直也 16 DF MF 12 景山　海斗 0 0 9

14 0 0 太田　貴也 12 FW FW 11 堤　優太 0 0 13

松尾　勇佑 15 FW FW 14 重田　快 0 0 15

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 朝岡　隆蔵 小野　貴裕 時間 種別 番号 選手名 理由

23分 警 3 真瀬　拓海 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

4 8 12 シュート 3 2 1

0 2 2 GK 12 3 9

6 3 9 CK 0 0 0

3 3 6 直接FK 10 7 3

0 0 0 間接FK 2 2 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

44分 市立船橋 14 郡司　篤也 8 中央-1 10 → 8 → 14 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:03 (1:03)、 後半 37:23 (2:23)、 試合所要時間 01:13:26

[備考]

80



年 月 日 ( ) ）

31 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　２回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

マッチNo.【

市立船橋 高校（ 千葉② 関東第一 高校（ 東京①

2016 7 28 木 10:00 kick off

1 0

基本システム 基本システム

市立船橋の守備は、４枚のディフェンスを揃え前線から球際厳しくプレスをかけてボールを積極的に奪いに行く。攻撃時に
は、MF④金子がセンターバックの間に落ち、両サイドバックを高い位置に置き１－３－４－３のようなシステムに変え、人が
入れ替わりながらサイドからの攻撃を繰り返す。対する関東第一は、しっかりと守備ブロックを形成し市立船橋の攻撃をし
のぎながらボールを奪い、奪ったボールをパスを交わし前線に運びたいが、市立船橋の激しいプレスの前にボールをなか
なか運べない。前半は、ほとんどの時間を関東第一コートで市立船橋がボールを支配するが、ゴール前のアイディア不足
と関東第一の粘り強いディフンスの前に得点が奪えず両チーム無得点で前半を折り返す。後半になり市立船橋は、更に
パスのテンポを上げ、リスクをかけ関東第一ゴールに迫り、４４分遂に市立船橋が先制する。その後、関東第一は少し高
い位置からプレスをかけて反撃を試みるが、市立船橋の切り替えの速さと球際の強さが落ちることなく、市立船橋ゴール
に迫れなかった。結果終始、市立船橋がゲームを支配し、１－０で市立船橋が３回戦へと駒を進めた。関東第一は、もっと
ボールの奪い所をはっきりさせ、勇気を持ってチャレンジして欲しかった。

記載責任者 所属（ 京都府・洛南高等学校 氏名（ 永楽　剛史
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【32】

日時 2016年07月28日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 みよし運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 玉生　謙介 主審 西山　貴生 副審１ 廣瀬　成昭 副審２ 田中　義大 第４審判 清水　勇人

運営責任者 佐々木　新二 記録担当 安藤　鷹斗 天候 晴 気温 34.2℃ 湿度 48％

風 微風 観客数 1,238人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

立正大学淞南高等学校
（島根）

2

1

1

前半

後半

3

1
4

青森山田高校
（青森）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 宮嶋　岳 1 GK GK 1 廣末　陸 0

42分 0 岩本　竜夢 2 DF DF 2 鍵山　慶司 0 70+3分

0 國脇　楽生 3 DF DF 4 橋本　恭輔 0

0 西谷　泰賀 4 DF DF 5 三国　スティビアエブス 0

0 澤田　拓実 (Cap.) 5 DF DF 13 小山内　慎一郎 0

0 林　尚輝 10 MF MF 6 住永　翔 (Cap.) 0

1 1 大島　拓登 13 MF MF 7 郷家　友太 1 2 1 1

1 1 井上　健太 14 MF MF 8 嵯峨　理久 1 1 61分

ＨＴ 2 2 1 梶　浩暢 15 MF MF 10 高橋　壱晟 1 2 2

0 栗本　優大 16 MF MF 17 天笠　泰輝 2 2 2 63分

1 1 梅木　翼 17 FW FW 11 鳴海　彰人 3 1 2 70+1分

2 0 松下　昇太 6 MF DF 3 小山　新 0 2

原　太一 7 MF FW 9 佐々木　快 0 17

岩山　世和 8 MF FW 15 黒田　凱 0 11

古藤　徹志 9 MF GK 12 坪　歩夢

15 1 1 1 泉　勇也 11 FW MF 14 住川　鳳章

祝部　璃久 12 GK MF 16 堀　脩大 0 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 南　健司 黒田　剛 時間 種別 番号 選手名 理由

14分 警 2 岩本　竜夢 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

58分 警 13 小山内　慎一郎 反ｽﾎﾟｰﾂ

44分 警 4 西谷　泰賀 反ｽﾎﾟｰﾂ 63分 警 7 郷家　友太 ラフ

2 4 6 シュート 10 4 6

3 3 6 GK 4 1 3

4 1 5 CK 1 0 1

4 3 7 直接FK 4 3 1

0 2 2 間接FK 1 1 0

0 2 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 1 0 1

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

5分 青森山田 7 郷家　友太 5 左-2 10 → 5 ～ → 中央-1 7 右足Ｓ

10分 青森山田 17 天笠　泰輝 右-2 10 Ｈ 8 ～ → 中央-1 7 右足Ｓ こぼれ球

17 右足Ｓ

17分 青森山田 17 天笠　泰輝 6 右-2 2 → 6 ↑ 17 ＨＳ

25分 立正大淞南 15 梶　浩暢 13 中央-3 13 ～ → 15 ～ 右足Ｓ

45分 青森山田 10 高橋　壱晟 ＰＫ 10 右足Ｓ

65分 立正大淞南 11 泉　勇也 17 左-2 13 ～ → 17 ～ 11 ～ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:47 (1:47)、 後半 39:32 (4:32)、 試合所要時間 01:16:19

[備考]

82



年 月 日 ( ) ）

32 】

） vs ）

1 ‐ 3
1 ‐ 1

‐
‐
PK

1 ｰ 4 ｰ 1 ｰ 4 ｰ 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

立正大淞南は１ｰ4ｰ1−4ｰ1のダイヤモンド型の中盤、青森山田は1-4-4-2のフラットな中盤のシステムでスタート。立正大
淞南は前線から圧力を掛けてボールを奪い、ドリブルからの積極的な仕掛けでゴールを狙う。青森山田はGK①廣末の配
球からのビルドアップでピッチ全体を広く使いながらワイド攻撃でチャンスを作っていく。序盤は立正大淞南がアタッキング
サードでの積極的な仕掛けでバイタルエリアに侵入していくが、青森山田DF陣の厚い壁に阻まれ、そのカウンターから前
半5分，10分,17分と左右のワイド,中央を破られ立て続けに失点してしまい、青森山田が優位にゲームを進めていく。その
後も立正大淞南は前への圧力を緩めることなくかけ続けることで1点を返して後半に向けて追い上げムードを作っていく
が、青森山田はその勢いを受け流しながらMF⑥住永を中心に落ち着き払ったボールポゼッションで立正大淞南が攻め上
がったスペースを効果的に攻め続けていく。青森山田はその中で得たPKで得点を追加し、勝利を決定づけた。惜しくも敗
れた立正大淞南にとっては前半立ち上がりの立て続けの失点が大きく響いてしまった残念な試合であったが、最後まで前
への推進力を緩めることのない攻撃スタイルは相手にとって脅威であった。しかし、その中でもう少し周り選手の関わりが
増えていれば、青森山田の守備陣の網をかいくぐる回数が多くなっていたのではないだろうか。選手権大会へ向けての
チーム強化に期待したい。また安定した試合運びで3回戦進出を決めた青森山田の守備と攻撃の技術の質の高さには目
を見張るものがあり、今大会での上位進出が期待できる内容であった。

記載責任者 所属（ 岡山県立倉敷古城池高等学校 氏名（ 塚越　充浩

基本システム基本システム

木 12:00 kick off

2 4

＝ Match  Report ＝ 

　　２回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ みよし運動公園陸上競技場

マッチNo.【

立正大淞南 高校（ 島根 青森山田 高校（ 青森

2016 7 28
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【33】

日時 2016年07月28日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島県立びんご運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 池邉　左千夫 主審 内田　啓介 副審１ 坊薗　真琴 副審２ 奈良　茂樹 第４審判 内田　康博

運営責任者 田中　克昌 記録担当 花﨑　岳 天候 晴 気温 31.1℃ 湿度 55％

風 弱 観客数 350人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

聖望学園高等学校
（埼玉②）

KICK OFF

2

0

2

5

前半

後半

PK戦

1

1

6

2
私立鹿島学園高等学校

（茨城）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 山田　浩希 1 GK GK 1 木村　壮宏 0

1 1 1 中林　良太 2 DF DF 3 塩野　清雅 (Cap.) 0 ＨＴ

2 2 陸田　瑛星 (Cap.) 3 DF DF 4 片倉　誠也 0

0 伊坂　真人 4 DF DF 5 中川　空 0 57分

0 横山　航太 5 DF MF 6 竹内　利樹 0

2 2 山川　実貴仁 6 MF MF 7 島村　風雄 1 1 63分

1 1 2 1 高橋　龍也 7 MF MF 9 岡部　知紘 0

60分 0 糟谷　雄介 8 MF MF 13 木次谷　和希 0

4 1 5 髙木　友之 10 FW MF 14 宮本　陸 0

42分 0 山村　紘太 13 FW FW 10 上田　綺世 1 3 1 2

70+3分 1 1 河野　陸 17 FW FW 15 中野　大飛 1 1 1 57分

武藤　正浩 12 GK GK 12 石川　篤哉

8 0 酒本　一樹 14 MF DF 2 荻野　稜央 0 3

小野　裕晴 16 MF DF 16 小長井　大夢 0 5

岡本　拓城 9 FW MF 8 米谷　力

17 1 1 キー　アンソニー　カズ 11 FW MF 17 菅原　賢 1 1 7

13 1 1 竹間　亮太 15 FW FW 11 橋口　凜樹 0 15

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 山本　昌輝 鈴木　雅人 時間 種別 番号 選手名 理由

63分 警 15 竹間　亮太 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

24分 警 3 塩野　清雅 反ｽﾎﾟｰﾂ

68分 警 4 伊坂　真人 ラフ 41分 警 15 中野　大飛 ラフ

10 5 15 シュート 6 3 3

5 2 7 GK 16 9 7

1 0 1 CK 2 1 1

7 8 15 直接FK 10 4 6

1 4 5 間接FK 1 1 0

1 4 5 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

35分 鹿島学園 15 中野　大飛 7 7 ↑ 15 右足Ｓ

44分 聖望学園 2 中林　良太 3 3 ↑ 2 ＨＳ

62分 聖望学園 7 高橋　龍也 こぼれ球 7 右足Ｓ

70+3分 鹿島学園 10 上田　綺世 11 11 ～ ↑ 10 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

聖望学園 先 10 ○ 14 ○ 6 ○ 5 ○ 4 ○ 2 ×

鹿島学園 14 ○ 17 ○ 16 ○ 9 ○ 10 ○ 13 ○

[試合時間] 前半 37:00 (2:00)、 後半 38:00 (3:00)、 試合所要時間 01:15:00

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

33 】

） vs ）

0 ‐ 1
2 ‐ 1

‐
‐

5 PK 6

基本システム 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

聖望学園は１回戦と同様の1-4-1-4-1、鹿島学園は1-4-4-2の布陣でスタートする。立ち上がり、聖望学園はボールを丁
寧に繋ぎながらFW⑩高木がDFラインの背後を狙いゴールに迫る。一方、鹿島学園はMF⑥竹内を起点に幅を使った攻撃
でチャンスを伺う。徐々に鹿島学園がポゼッション率を高めリズムを掴むが、なかなかシュートまでは至らない。膠着状態
が続く中，前半35分にDFラインの前でボールを受けたFW⑮中野が胸トラップからミドルシュートを決め先制する。後半に
入っても互いにラインをコンパクトに保ち、中盤でボールにプレッシャーのかかった状態をつくり、シュートまで持ち込ませな
い展開が続く。流れの中でチャンスを作れない時間帯が続いたが、44分にFKのこぼれ球を拾ったDF③陸田のセンタリング
をDF②中林がヘディングで合わせて同点に追いつく。徐々に鹿島学園は運動量が落ち、中盤でボールにプレッシャーをか
けれなくなる。中盤でボールを支配できるようになった聖望学園がペースを掴む。勢いづいた聖望学園は前線からプレ
シャーをかけ、高い位置でボールを奪い、ショートカウンターからMF⑦高橋が逆転のゴールを奪う。その後も聖望学園が
押し込む展開となり、このまま試合終了と思われた後半アディショナルタイムに鹿島学園はFW⑩上田のゴールで追いつき
PK戦に持ち込む。PK戦により鹿島学園が勝利をおさめた。

記載責任者 所属（ 広島県立三原東高等学校 氏名（ 田中　健志

基本システム１－４－１－４－１

木 12:00 kick off

2 2

＝ Match  Report ＝ 

　　　　2回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島県立びんご運動公園

マッチNo.【

聖望学園 高校（ 埼玉② 鹿島学園 高校（ 茨城

2016 7 28
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【34】

日時 2016年07月28日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 東広島運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田谷　訓史 主審 國吉　真吾 副審１ 安田　宗平 副審２ 豊田　俊弘 第４審判 岡田　司

運営責任者 瀬越　徹 記録担当 藤本　裕史 天候 晴 気温 34.7℃ 湿度 36％

風 弱 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

札幌大谷高等学校
（北海道①）

KICK OFF

2

1

1

前半

後半

1

2
3

星稜高等学校
（石川）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 越中屋　光希 16 GK GK 1 高橋　謙太郎 (Cap.) 0

0 長尾　晃佑 2 DF DF 2 中川　真太朗 0

0 小川　拓斗 3 DF DF 3 松尾　航平 1 1

0 工藤　直也 4 DF DF 5 岡田　勇斗 0

35+1分 0 吉田　蒼平 13 DF DF 16 衣笠　裕貴 0

0 松永　凱翔 15 DF MF 7 木出　雄斗 0

50分 0 関　大唯寿 6 MF MF 8 片山　浩 1 1 1 50分

0 吉田　圭吾 (Cap.) 8 MF MF 15 松本　秀太 0 26分

2 2 1 大山　武蔵 10 MF FW 9 畔道　徹 1 1 70+1分

63分 1 1 植木　愁人 9 FW FW 10 窪田　翔 1 3 3

1 1 木村　太哉 11 FW FW 12 亀谷　宇々護 1 1 1 69分

毛利　圭吾 1 MF GK 17 札野　顕

6 2 2 1 鈴木　嵐士 5 MF MF 4 敷田　唯

13 0 高橋　恒大 7 MF MF 6 武沢　亮佑 0 9

宮下　峻 14 MF MF 11 作本　大空 0 15

坂下　雄也 12 FW MF 14 岡崎　佑亮 0 12

9 0 川原　星那 17 FW FW 13 北方　雄己 0 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 田部　学 河﨑　護 時間 種別 番号 選手名 理由

41分 警 4 工藤　直也 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

3 3 6 シュート 7 1 6

7 5 12 GK 0 0 0

1 1 2 CK 3 2 1

3 1 4 直接FK 7 4 3

0 3 3 間接FK 1 1 0

0 3 3 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 1 1 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

25分 札幌大谷 10 大山　武蔵 10 ＰＫ

35+2分 星稜 12 亀谷　宇々護 9 9 中央-2 → 12 右-1 右足Ｓ

42分 星稜 8 片山　浩 16 右-2 ↑ 相手FP クリア ミス 8 中央-1 左足Ｓ

56分 星稜 10 窪田　翔 13 右-2 → 10 中央-2 ～ 中央-1 左足Ｓ

58分 札幌大谷 5 鈴木　嵐士 9 9 右-1 ↑ 5 中央-1 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間]

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

34 】

） vs ）

1 ‐ 1
1 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体） 　２回戦

2016 7 28 木 kick off 会場（ 東広島運動公園陸上競技場

マッチNo.【

札幌大谷 高校（ 北海道① 星稜 高校（ 石川

2 3

基本システム 基本システム

序盤から互いに陣形をコンパクトに保ち、攻守の入れ替わりの激しい展開となった。札幌大谷はFW⑩大山がスピードに
乗った突破でチャンスをつくるが、星稜はMF③松尾がマンツーマン気味に対応し、抑えにかかった。札幌大谷はそれによっ
て生まれるスペースにMF⑪木村が飛び出すなど２列目の関りもよく、やや優勢にゲームを進め、FW⑩大山が自らの突破
で得たPKを決め、先制した。星稜はFW⑩窪田にボールを預けて押し上げ、パスワークから突破を図ったが、アタッキング
サードになかなか良い形で侵入できなかった。しかし前半アディショナルタイムにFW⑫亀谷がスルーパスを受けて抜け出
し、ゴール。良い時間帯に追いついた。後半になると星稜のオフザボールの動きが活発化し、動きとパスのタイミングが合
い始め、札幌大谷を押し込み、相手DFラインのミスも見逃さず立て続けに得点し、逆転した。札幌大谷は⑩大山が中盤に
下がり、前線の選手のポジションを入れ替えたり、新たな選手を投入したりすることで挽回を図った。なかでも左MFに入っ
た⑤鈴木が積極的な飛び出しと仕掛けでチャンスを作り、さらにこぼれ球を押し込んで１点差に迫った。その後も最後まで
あきらめずゴールに向かう姿勢を見せ、あと一歩まで迫ったが、星稜も粘り強くと対応し、逃げ切ることに成功した。

記載責任者 所属（ 香川県立観音寺第一高等学校 氏名（ 石原　徹也
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【35】

日時 2016年07月28日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園第一球技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 栗田　和彦 主審 小曽根　潮 副審１ 上村　裕貴 副審２ 瀬川　恭平 第４審判 森数　真治

運営責任者 宮本　誠 記録担当 平尾　聡 天候 晴 気温 30.7℃ 湿度 55％

風 微風 観客数 500人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

横浜創英高等学校サッカー部
（神奈川①）

1

1

0

4

前半

後半

PK戦

0

1

5

1
翔英学園米子北高等学校

（鳥取）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 0 0 宮島　大知 1 GK GK 1 中原　創太 0 0 0

0 1 1 高橋　祐飛 2 DF DF 2 田中　宏旺 (Cap.) 0 0 0

1 2 3 1 福田　崚太 3 DF DF 3 古屋野　雅希 0 0 0

0 2 2 市原　亮太 (Cap.) 4 DF DF 4 池澤　裕翔 0 0 0 65分

0 0 0 中山　勇 6 DF DF 6 村木　遵平 0 0 0

0 0 0 住田　智樹 7 MF DF 13 河田　勇希 0 0 0

0 0 0 中山　陸 8 MF MF 7 武部　雄 1 1 0 41分

0 0 0 稲積　真樹 11 MF MF 8 小橋　亮介 1 1 0 61分

ＨＴ 0 1 1 桐山　友吾 15 MF MF 9 石田　大成 0 0 0 38分

1 0 1 伊藤　綾麻 9 FW MF 10 山室　昂輝 0 0 0

54分 0 0 0 木澤　海智 10 FW FW 11 伊藤　龍生 1 1 0 1

0 0 小林　朋生 12 GK GK 17 佐藤　壮太 0 0

0 0 荒木　智琉 5 DF DF 5 井上　聡 0 0 0 4

10 0 0 0 羽田　柊太 13 DF DF 14 田中　聡太 0 0

0 0 下田　脩斗 14 MF MF 15 﨑山　誉斗 1 0 1 9

15 0 0 0 栗原　迅平 17 MF MF 16 佐野　海舟 0 0 0 7

0 0 綿谷　航平 16 FW FW 12 倉本　峻汰 0 0 0 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 宮澤　崇史 中村　真吾 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
3分 警 2 田中　宏旺 遅延行為

45分 警 3 古屋野　雅希 ラフ

2 6 8 シュート 4 2 2

3 7 10 GK 8 4 4

1 4 5 CK 2 0 2

4 5 9 直接FK 9 3 6

1 2 3 間接FK 4 3 1

1 2 3 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 4 3 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

28分 横浜創英 3 福田　崚太 中央-1 直接ＦＫ 3 右足Ｓ 相手FP カット こぼれ球 3 右足Ｓ

50分 米子北 11 伊藤　龍生 15 中央-2 2 → 15 → 相手FP カット こぼれ球 15 →

11 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

横浜創英 先 4 ○ 2 ○ 8 ○ 3 ○ 7 ×

米子北 10 ○ 11 ○ 2 ○ 3 ○ 15 ○

[試合時間] 前半 37:05 (2:05)、 後半 38:04 (3:04)、 試合所要時間 01:40:40

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

35 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐

4 PK 5

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

インターハイ初戦となる米子北は、1-4-3-3の布陣をコンパクトに保ちながら、前線からの連動した組織的な守備でボール
を奪いにかかる。対する横浜創英は、MF⑥中山勇を中心にボールを動かしながら、前線にボールを送り、FW⑨伊藤、FW
⑩木澤が相手の背後に走り込みゴールへ迫る。相手の背後にボールが送れるようになった横浜創英が、徐々に押し込み
始め、FKから先制した。反撃にでたい米子北は、奪ったボールをシンプルに前線へ送るが、パスの精度を欠き、シュートま
でいくことができない。後半に入っても横浜創英がテンポの良いパス回しから相手の背後を突いていくがゴールを奪うこと
はできない。1-4-4-2に布陣を変えた米子北が、豊富な運動量でセカンドボールを拾い、FW⑪伊藤にボールを集めチャン
スをつくり始める。その流れから米子北が右サイドを突破し同点に追いついた。終盤にはいり、互いにロングボールが増え
はじめるが、決定機を作ることができず同点のまま試合を終了した。最後まで豊富な運動量で粘り強く戦った米子北がPK
戦の末、3回戦に駒を進めた。

記載責任者 所属（ 広島県立宮島工業高等学校 氏名（ 甲田　大二

基本システム 基本システム

木 12:00 kick off

1 1

＝ Match  Report ＝ 

2回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園第一球技場

マッチNo.【

横浜創英 高校（ 神奈川① 米子北 高校（ 鳥取

2016 7 28
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【36】

日時 2016年07月28日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 コカ・コーラウエスト広島スタジアム

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 横田　智雄 主審 竹田　明弘 副審１ 安田　直人 副審２ 向井　修也 第４審判 福岡　靖人

運営責任者 竹本　浩 記録担当 住田　恒三 天候 晴 気温 32.1℃ 湿度 50％

風 微風 観客数 700人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

広島県立広島皆実高等学校サッカー部

（広島①）
1

0

1

4

前半

後半

PK戦

0

1

5

1
履正社高等学校

（大阪②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 對川　敦紀 1 GK GK 1 瀧浪　朋生 0

0 河野　秀汰 3 DF DF 4 難波　智博 1 1

1 1 小林　拓真 4 DF DF 5 清　翼空 0

0 有働　周平 (Cap.) 5 DF DF 8 清水　遥生 (Cap.) 0

0 青柳　星吾 6 MF DF 14 左居　隼人 1 1 1

3 1 4 1 藤井　敦仁 7 MF MF 6 坂本　樹 0

0 疋田　優人 8 MF MF 7 安羅　修雅 3 2 1

54分 0 遠藤　翔太 10 MF MF 16 野口　天葵 2 1 1 67分

58分 0 片岡　永典 14 MF MF 17 大塩　真生 0

0 門廣　大雅 16 MF FW 10 澤島　輝 0 66分

64分 0 大橋　力也 13 FW FW 11 町野　修斗 2 1 1

林　龍之介 17 GK GK 12 立花　翔太

須賀　将義 2 DF DF 2 夏山　瑞輝

安原　修平 9 MF DF 3 柏原　大地

13 0 藤原　悠汰 11 MF MF 15 實好　礼治

10 0 清水　大樹 12 MF FW 9 小松　海樹 0 16

14 1 1 若宮　健人 15 FW FW 13 水本　大佑 0 10

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
18分 警 4 難波　智博 反ｽﾎﾟｰﾂ

4 2 6 シュート 9 4 5

4 3 7 GK 5 3 2

0 0 0 CK 3 2 1

7 6 13 直接FK 12 6 6

0 0 0 間接FK 5 2 3

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 1 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

49分 履正社 14 左居　隼人 10 右-2 17 ↑ 中央-1 10 → 14 右足Ｓ

70+3分 広島皆実 7 藤井　敦仁 中央-2 直接ＦＫ 8 右足Ｓ ＧＫ こぼれ球 7 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

広島皆実 先 16 × 7 ○ 8 ○ 5 ○ 4 ○

履正社 5 ○ 8 ○ 17 ○ 7 ○ 11 ○

[試合時間] 前半 36:08 (1:08)、 後半 38:20 (3:20)、 試合所要時間 01:14:28

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

36 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 1

‐
‐

4 PK 5

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　2回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ コカ・コーラウエスト広島スタジアム

マッチNo.【

広島皆実 高校（ 広島① 履正社 高校（ 大阪②

2016 7 28 木 12:00 kick off

1 1

基本システム 基本システム

広島皆実、履正社ともに１-４-４-２のシステムで試合がスタートする。立ち上がりは両チームともリスクを避け、ロングキッ
クをDFの背後に狙い、すばやく全体を押し上げ、セカンドボールを拾い、主導権を握ろうとする。その後履正社はFW⑩澤
島とFW⑪町野のスピードを生かし2トップが外に流れることで、サイドに起点を作り、チャンスを作ろうとする。一方の広島
皆実は履正社に押し込まれるものの粘り強い守備で対応しロングスロー、セットプレーでチャンスを作りだすが、奪った
ボールを効果的に前線に供給できず、履正社のペースで前半を終える。後半も前半同様DFの背後を狙ってロングボール
を蹴る展開が続くも、履正社がセカンドボールを拾い、サイドのドリブルの仕掛けからチャンスを作り始める。すると４９分
コーナーキックの折り返しをFW⑩澤島が落とし、DF⑭左居が右足を振りぬき、履正社が先制する。後半半ばを過ぎると履
正社の中盤が広島皆実のFWとMFのラインの間にできたスペースを利用し、ボールを前線に供給し始めるも、チャンスに
はつながらない。一方広島皆実は堅守からカウンターを仕掛けるも履正社のDFを崩すことができない。しかし後半アディ
ショナルタイムに広島皆実はFKから相手GKがはじいたところをMF⑦藤井が押し込み、同点に追いつく。最後は５-４のPK
戦により履正社が3回戦に駒を進めた。

記載責任者 所属（ 岐阜県立多治見高等学校 氏名（ 大宮　知野
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【37】

日時 2016年07月28日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園補助競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 道山　悟至 副審１ 宮崎　真理 副審２ 堀　拓人 第４審判 福澤　彦明

運営責任者 重里　求昭 記録担当 六郎　真暁 天候 晴 時々 曇 気温 31.8℃ 湿度 45％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

愛媛県立松山工業高等学校
（愛媛）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

1

1
2

日章学園高等学校
（宮崎）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 伊藤　元太 12 GK GK 1 寺田　恭一郎 0

0 山西　恭平 (Cap.) 2 DF DF 2 中武　諒 0

0 水戸　悠輔 3 DF DF 3 髙橋　准 0

46分 1 1 大北　将 4 DF DF 5 神田　陸 0

1 1 志摩　奎人 5 DF DF 16 髙田　椋汰 0

46分 0 上野　竜馬 13 DF MF 7 佐藤　颯汰 1 1 69分

0 西河　翼 6 MF MF 13 比嘉　将貴 0 18分

0 芳之内　啓 7 MF MF 14 重松　慧哉 0 ＨＴ

1 1 大木　秀仁 10 FW MF 11 木津　蒼 1 1 1 46分

1 1 石井　隆之介 11 FW FW 10 岩切　拳心 (Cap.) 1 1

1 1 1 向井　和哉 14 FW FW 15 山元　泰志 2 2

野口　龍也 1 GK GK 17 小原　司

影山　朋弥 16 DF DF 4 恩塚　真太郎

今蔵　勇斗 15 MF DF 12 寶地　雄大 0 7

13 0 佐伯　龍樹 17 MF MF 6 佐藤　詩響 0 11

4 0 脇田　拓海 9 FW MF 8 吉田　隆之介 0 13

MF 9 河原　淳 1 1 1 14

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 坂本　哲也 早稲田　一男 時間 種別 番号 選手名 理由

22分 警 6 西河　翼 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

48分 警 8 吉田　隆之介 反ｽﾎﾟｰﾂ

52分 警 17 佐伯　龍樹 ラフ

2 3 5 シュート 6 2 4

4 0 4 GK 10 6 4

1 0 1 CK 6 3 3

7 9 16 直接FK 11 3 8

1 0 1 間接FK 3 2 1

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 2 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

14分 日章学園 11 木津　蒼 10 中央-2 13 ↑ 中央-2 10 ワンタッチプレー → 中央-1 11 右足Ｓ

47分 松山工 14 向井　和哉 11 中央-2 11 ワンタッチプレー → 右-1 14 ～ 中央-1 左足Ｓ

50分 日章学園 9 河原　淳 右-2 7 ↑ 中央-1 10 Ｈ × 15 Ｓ こぼれ球

9 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:01 (2:01)、 後半 39:22 (4:22)、 試合所要時間 01:16:23

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

37 】

） vs ）

0 ‐ 1
1 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

試合の立ち上がり，日章学園は前線からあまりプレスをかけず，DFラインでブロックを作り，奪ったボールをシンプルにサ
イドに集めてサイドからの突破を試みるが，クロスボールの質が悪かったり、中に飛び込む選手が居なかったりで決定機
を作ることができない。対する松山工業は，前線からプレスをかけ奪ったボールを2トップに集め，そこからテンポ良くボー
ルを動かしながらDFラインの背後を狙うが得点には至らない。日章学園は，前半14分相手のビルドアップのミスからショー
トカウンターで先制し、試合の流れをつかみ始める。勢いに乗る日章学園のプレスが徐々にかかりはじめ，松山工業のパ
スが繋がらなくなりチャンスを作れないまま１－０で前半を折り返す。後半は両チームともにロングボールでDFラインの背
後を狙い，高い位置でセカンドボールを拾ってそこから攻撃を仕掛ける展開となる。後半47分に松山工業が同点に追いつ
くが，足が止まりはじめ追加点のチャンスを作ることが出来ない。日章学園は失点後すぐに点を取り返し勝ち越しに成功。
最後まで運動量を落とさず粘り強くプレスをかけ続け，積極的にDFラインの背後を狙い続け，相手を苦しめた日章学園が
2－1で接戦をものにした。

記載責任者 所属（ 三重県立桑名北高等学校 氏名（ 野澤　明宏

基本システム 基本システム

木 12:00 kick off

1 2

＝ Match  Report ＝ 

２回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園補助競技場

マッチNo.【

松山工業 高校（ 愛媛 日章学園 高校（ 宮崎

2016 7 28
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【38】

日時 2016年07月28日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 蔵森　紀昭 主審 長峯　滉希 副審１ 金渕　佑亮 副審２ 森田　靖生 第４審判 倉橋　健二

運営責任者 後藤　朋之 記録担当 堀内　敬士 天候 晴 気温 31.2℃ 湿度 51％

風 弱 観客数 450人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

日本航空高等学校蹴球部
（山梨）

2

1

1

4

前半

後半

PK戦

1

1

3

2
京都橘高等学校サッカー部

（京都）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 0 0 高橋　正也 1 GK GK 1 矢田貝　壮貴 0 0 0

0 0 0 松土　準 2 DF DF 2 稲津　秀人 0 0 0

1 0 1 花元　翔 3 DF DF 3 清水　駿 0 0 0

0 0 0 平久　竜土 4 DF DF 4 吉水　太一 0 0 0

0 0 0 佐藤　和斗 (Cap.) 5 DF MF 6 内田　健太 1 1 0

54分 2 0 2 村松　鉄修 6 MF MF 8 河合　航希 0 0 0

63分 0 1 1 船附　信太 8 MF MF 10 梅津　凌岳 1 1 1 0

ＨＴ 0 0 0 佐々木　将輝 11 MF MF 14 土井　翔太 0 0 0 67分

67分 0 0 0 新谷　颯太 15 MF FW 7 岩崎　悠人 (Cap.) 1 5 0 5

0 1 1 1 佐藤　雄大 16 MF FW 11 堤原　翼 1 1 0

1 0 1 岩下　俊城 10 FW FW 17 篠永　雄大 0 0 0

中田　修斗 12 GK GK 12 西川　駿一郎

15 0 0 岡田　拓真 13 DF DF 5 水井　直人

6 0 0 中島　偉吹 7 MF DF 13 李　明賢

11 2 2 1 三吉　直樹 9 MF DF 15 濵本　和希

8 0 0 橋本　勇誠 14 MF MF 9 輪木　豪太 0 0 14

石井　脩斗 17 FW FW 16 植村　亮雅

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 仲田　和正 米澤　一成 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
43分 警 6 内田　健太 ラフ

6 2 8 シュート 8 3 5

4 3 7 GK 10 5 5

1 0 1 CK 4 2 2

8 5 13 直接FK 5 3 2

0 1 1 間接FK 0 0 0

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 1 0 1

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

16分 京都橘 10 梅津　凌岳 14 右CK 14 ↑ 中央-1 10 ＨＳ

23分 日本航空 16 佐藤　雄大 8 右-2 10 → 右-1 8 ～ ↑ 中央-1 16 ＨＳ

47分 京都橘 7 岩崎　悠人 ＰＫ 7 右足Ｓ

65分 日本航空 9 三吉　直樹 7 右-1 14 Ｈ 中央-1 7 Ｈ 9 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

京都橘 先 7 ○ 6 ○ 8 × 10 × 11 ○

日本航空 5 × 2 ○ 4 ○ 9 ○ 1 ○

[試合時間] 前半 36:19 (1:19)、 後半 37:15 (2:15)、 試合所要時間 01:13:34

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

38 】

） vs ）

1 ‐ 1
1 ‐ 1

‐
‐

4 PK 3

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

日本航空はコンパクトな３ラインを形成し、前線から積極的にプレスをかける。攻撃ではFWへのロングフィードで攻撃の起
点を作り、サイドからのクロス、両サイドバックのロングスローからゴールを狙う。対する京都橘は守備ではしっかりとブロッ
クを形成し、組織的な守備でボールを奪い、攻撃ではキープ力のある２トップを起点に中盤が関わりゴールを目指す。ゲー
ム序盤はやヘディングや球際の勝負に自信を持つ日本航空が押し込むが、京都橘FW⑦岩崎、MF⑩梅津が中盤でボール
を繋ぎ始めると京都橘が主導権を握り、コーナッキックから先制する。しかし、日本航空も飲水タイム後、一瞬の隙を突き、
サイドを突破したMF⑧船附のクロスにMF⑯佐藤がヘディングで合わせ同点に追いつく。後半、京都橘がPKで追加点を奪
う。京都橘は、ポジションチェンジでMF⑩梅津が入ると、攻撃が活性化。京都橘が押し込む展開となるが、決定力を欠き追
加点を奪うことができない。６５分、我慢の時間が続いた日本航空は、前がかりになった京都橘のDFラインを破り、カウン
ターから同点に追いつく。PK戦の末、日本航空が３回戦へ進出した。

記載責任者 所属（ 東京農業大学第一高等学校 氏名（ 石川創人

基本システム 基本システム

28 木 12:00 kick off

2 2

＝ Match  Report ＝ 

２回戦

会場（ 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

マッチNo.【

日本航空 高校（ 山梨 京都橘 高校（ 京都

2016 7
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ２回戦 【39】

日時 2016年07月28日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 白石　隆晃 副審１ 浅岡　宏考 副審２ 山本　亭平 第４審判 山根　孝明

運営責任者 荒石　和夫 記録担当 宮川　徹也 天候 晴 気温 30.5℃ 湿度 50％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

尚志高等学校
（福島）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

1

0
1

流通経済大学付属柏高等学校
（千葉①）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 堀江　亮博 1 GK GK 1 西村　紘一 0

62分 0 進藤　雅也 (Cap.) 3 DF DF 2 市川　侑麻 1 1

0 和田　大樹 4 DF DF 3 松浦　駿平 0

1 1 生井沢　佑斗 5 DF DF 5 関川　郁万 1 1

0 常盤　悠 6 DF DF 13 佐藤　輝 0

0 神垣　陸 7 MF MF 6 宮本　優太 0

1 1 松本　雄真 8 MF MF 7 冨永　和輝 0 46分

46分 0 加野　赳瑠 10 MF MF 8 本田　憲弥 2 1 1

0 高橋　大河 11 MF MF 15 関　大和 (Cap.) 1 1

0 渡部　公平 9 FW FW 9 中村　翼 3 2 1 55分

0 井上　真冬 17 FW FW 11 古谷　三国 1 1 1 60分

蒲谷　拓人 16 GK GK 17 薄井　覇斗

樋口　海翔 2 DF MF 4 熊澤　和希

3 0 原田　脩希 13 DF MF 10 菊地　泰智 0 11

石井　龍平 12 MF MF 12 宮坂　昂輝 0 14

10 0 影山　諒 14 MF MF 14 加藤　千尋 0 70+3分 7

安藤　太一 15 FW FW 16 河西　守生 0 9

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 仲村　浩二 榎本　雅大(監督代行) 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
57分 警 11 古谷　三国 ラフ

0 2 2 シュート 9 5 4

5 7 12 GK 7 4 3

0 1 1 CK 6 2 4

3 4 7 直接FK 9 5 4

0 1 1 間接FK 3 0 3

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 0 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

16分 流通経済大柏 11 古谷　三国 15 中央-2 相手FP Ｈ クリア 中央-3 15 ワンタッチプレー ↑ 中央-1 11

ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:15 (1:15)、 後半 39:10 (4:10)、 試合所要時間 01:15:25

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

39 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

試合序盤はお互いにシンプルに前線へ配球し、DF背後のスペースを突く展開。尚志はFW⑨渡部、FW⑰井上にボールを
預け、中盤の選手がかかわり、厚みのある攻撃を組み立てようとする。一方、流経大柏はMF⑮関をアンカーに置き、セカ
ンドボールを拾い素早く前線に運び、切り替えを早くして攻撃につなげようとする。尚志はテンポよくつないでゴール前に迫
るものの流経大柏DF陣の粘り強い守備の前にゴールを割れない。互いに球際が激しく主導権を握ろうとする中、出足の
早い流経大柏が徐々に押し込む展開となる。流経大柏はボールを持った選手が常に前に選択肢を持ち、前に預けるとま
た出ていくというシンプルながらも効果的な攻撃でチャンスを作り出す。
後半、尚志は中盤の左右を入れ替え攻撃の打開を図ろうとする。徐々に流経大柏の運動量が落ちてきたところ押し込む
場面も見られたが、決定的なチャンスを作り出すことができずに終了した。

記載責任者 所属（ 秋田県立大曲工業高等学校 氏名（ 渡部　祐司

基本システム 基本システム

木 12:00 kick off

0 1

＝ Match  Report ＝ 

2回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉総合スポーツセンター陸上競技場

マッチNo.【

尚志 高校（ 福島 流通経済大柏 高校（ 千葉①

2016 7 28
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ３回戦 【40】

日時 2016年07月29日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 エディオンスタジアム広島

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 栗田　和彦 主審 熊谷　幸剛 副審１ 國吉　真吾 副審２ 向井　修也 第４審判 坊薗　真琴

運営責任者 辻　邦浩 記録担当 藤原　公義 天候 晴 時々 曇 気温 36.0℃ 湿度 41％

風 微風 観客数 450人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

昌平高等学校
（埼玉①）

KICK OFF

1

0

1

4

前半

後半

PK戦

1

0

3

1
群馬県立前橋商業高等学校

（群馬）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 緑川　光希 1 GK GK 1 田村　健太朗 0

0 石井　優輝 2 DF DF 2 風間　朝陽 0

0 篠山　立 12 DF DF 4 李　守文 0

0 塩野　碧斗 15 DF DF 5 木村　海斗 (Cap.) 0

0 関根　浩平 17 DF DF 6 若林　泰輝 0

ＨＴ 0 新垣　理生 (Cap.) 6 MF MF 8 信澤　蓮 0

0 針谷　岳晃 7 MF MF 9 大塚　優斗 0

2 1 3 松本　泰志 10 MF MF 14 桜井　優希 0

0 佐藤　大誠 11 MF MF 10 金枝　晃平 0

1 1 山下　勇希 14 MF FW 7 星野　周哉 1 1 1

2 2 1 本間　椋 9 FW FW 11 藤生　春樹 1 1

廣木　零 16 GK GK 12 帖佐　和也

柳田　竜成 3 DF DF 3 小林　冬威

真辺　庸介 4 DF MF 15 大橋　洸紀

秋元　星人 5 MF MF 16 小林　拓矢

6 0 星野　蒼馬 8 MF FW 13 船山　哲平

佐相　壱明 13 FW FW 17 斎藤　建

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 藤島　崇之 笠原　恵太 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

5 1 6 シュート 2 1 1

5 1 6 GK 14 6 8

4 1 5 CK 1 0 1

0 3 3 直接FK 8 2 6

0 0 0 間接FK 1 1 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

29分 前橋商 7 星野　周哉 9 中央-3 9 → 中央-2 7 ～ 右足Ｓ

70+2分 昌平 9 本間　椋 14 中央-2 10 → 14 → 中央-1 9 ～ Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

前橋商 先 5 ○ 7 ○ 6 ○ 2 × 10 ×

昌平 10 ○ 7 ○ 9 ○ 12 ○

[試合時間] 前半 36:27 (1:27)、 後半 39:19 (4:19)、 試合所要時間 01:15:46

[備考]クーリングブレイク後半のみ実施
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年 月 日 ( ) ）

40 】

） vs ）

0 ‐ 1
1 ‐ 0

‐
‐

4 PK 3

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

３回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ エディオンスタジアム広島

マッチNo.【

昌平 高校（ 埼玉① 前橋商業 高校（ 群馬

2016 7 29 金 10:00 kick off

1 1

基本システム 基本システム

前橋商業はコンパクトな守備ラインを形成し、奪ったボールをシンプルにFW⑪藤生をターゲットにロングボールを入れて攻
撃を仕掛ける。対する昌平は、ディフェンスラインから丁寧にボールを繋ぎドリブル、ショートパスを使って攻撃を仕掛け
る。前半、昌平はボールを保持出来るが前橋商業の守備ブロックが堅く、なかなかギャップを突く縦パスを入れることが出
来ずリズムが作れない。そんな展開が続く中、前橋商業は中盤で奪ったボールをシンプルな縦パスで、FW⑦星野が抜け
出し先制点を決める。後半開始から昌平は、MF⑩松本のドリブル突破や、MF⑦針谷・MF⑭山下のスルーパスなどで前橋
商業ゴールに迫る場面が増えた。しかし、前橋商業の強固な守備ブロックを崩すことが出来ずこのまま試合終了かと思わ
れた終了間際に、前橋商業ゴール前の狭いエリアでMF⑭山下からのスルーパスをFW⑨本間が冷静に決め、そのままPK
戦に突入する。２人失敗した前橋商業に対し、昌平は全員冷静に決め、昌平が準々決勝に駒を進めた。敗れたものの、最
後まで運動量を落とすことなく、組織的な守備を継続させた前橋商業の健闘を称えたい。

記載責任者 所属（ 京都府・洛南高等学校 氏名（ 永楽　剛史
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ３回戦 【41】

日時 2016年07月29日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 福岡　靖人 副審１ 西村　幹也 副審２ 安田　宗平 第４審判 神谷　知史

運営責任者 後藤　朋之 記録担当 堀内　敬士 天候 晴 時々 曇 気温 28.4℃ 湿度 61％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

静岡学園高等学校サッカー部
（静岡）

2

1

1

前半

後半

0

0
0

大阪学院大学高等学校
（大阪①）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 0 0 田原　智司 17 GK GK 1 住山　雄一郎 0 0 0

2 0 2 嶋　一駿 4 DF DF 3 藤本　憲 (Cap.) 0 0 0

0 2 2 1 天本　翔太 5 DF DF 4 吉江　絃馬 3 1 2

0 0 0 森主　海斗 15 DF DF 16 秋本　健作 0 0 0

1 0 1 1 坂西　望 2 MF DF 5 中尾　真 0 0 0

70+1分 0 0 0 渡井　理己 7 MF MF 6 加場　拓実 0 0 0 53分

1 0 1 若山　修平 (Cap.) 10 MF MF 7 西宇　大輔 0 0 0 69分

0 1 1 金冨　ユウ大 14 MF MF 10 山崎　翼 0 0 0

62分 1 0 1 稲葉　章将 8 FW MF 11 江郷下　慶 0 0 0 ＨＴ

0 0 0 福原　涼太 9 FW FW 8 中道　佑真 0 0 0 53分

70+1分 1 1 2 青嶋　智也 13 FW FW 9 新町　幸聖 2 2 0

山ノ井　拓己 1 GK GK 12 片田　謙臣

岡野　悠太 3 DF DF 2 田中　真照

7 0 0 島田　周汰 6 MF MF 14 村上　樹 0 0 6

白川　大吾廊 11 MF MF 15 乾　昂汰 0 0 7

13 0 0 戸田　大智 12 MF FW 13 松岡　翔輝 0 0 8

8 1 1 伊藤　稜馬 16 FW FW 17 井上　凌実 1 1 11

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 川口　修 小野原　明男 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
48分 警 7 西宇　大輔 反ｽﾎﾟｰﾂ

7 4 11 シュート 6 3 3

5 5 10 GK 11 3 8

1 1 2 CK 1 0 1

5 4 9 直接FK 5 4 1

0 2 2 間接FK 1 0 1

0 2 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

11分 静岡学園 5 天本　翔太 10 左-2 直接ＦＫ 10 ↑ 中央-1 5 ＨＳ

51分 静岡学園 2 坂西　望 14 左-1 13 → 14 ↑ 中央-1 7 スルー 2 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:14 (2:14)、 後半 39:11 (4:11)、 試合所要時間 01:16:25

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

41 】

） vs ）

1 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 3 - 5 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

静岡学園は1-3-5-2、大阪学院は1-4-4-2でキックオフ。序盤は大阪学院がロングボールを多用し、相手のDFラインを下
げ、前線からプレスをかけて高い位置でボールを奪いゴールを目指す。対する静岡学園は、最初は大阪学院のプレスに
ボールを失う場面が目立つが、徐々に高い個人技で相手のプレスを交わし、ボールを動かせるようになる。また、ボール
を失った後の１stDFの決定が早く、すぐさま人数をかけて奪い返し、そのまま複数で攻撃に転じる。静岡学園がFKで先制
し前半は１－０で終了。
後半に入り、大阪学院も粘り強く体を寄せて守備を続け、奪ったボールをアタッキングサードに持ち込む場面も増えるが、
なかなか決定機を作り出すことが出来ない。静岡学園は後半に入っても、切り替えの早さで相手を圧倒し、２点目を奪う。
終盤は大阪学院が押し込む時間帯も多かったが、静岡学園も集中力を切らさずに、最後まで体を張った守備で無失点に
抑え、準々決勝進出を決めた。最後まで全力で戦い続けた両チームの健闘を称える。

記載責任者 所属（ 大阪府立柴島高等学校 氏名（ 相良　和樹

基本システム 基本システム

金 10:00 kick off

2 0

＝ Match  Report ＝ 

３回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

マッチNo.【

静岡学園 高校（ 静岡 大阪学院 高校（ 大阪①

2016 7 29
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ３回戦 【42】

日時 2016年07月29日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園補助競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 日比野　真 副審１ 津野　洋平 副審２ 佐藤　廉太郎 第４審判 山下　良美

運営責任者 重里　求昭 記録担当 六郎　真暁 天候 晴 時々 曇 気温 30.8℃ 湿度 46％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

滝川第二高校
（兵庫）

0

0

0

前半

後半

3

1
4

広島県瀬戸内高等学校
（広島②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

67分 0 樫野　智哉 1 GK GK 1 佐々木　衆 0

0 森　勇人 3 DF DF 2 井上　雄斗 0

42分 0 廣田　一磨 4 DF DF 4 梁　賢虎 0

0 今井　悠樹 (Cap.) 5 DF DF 5 小西　祐太郎 0 68分

0 朴　光薫 7 MF DF 6 滝澤　康平 0

0 神宮　浩気 8 MF MF 3 川岡　謙太 0 59分

1 1 持井　響太 10 MF MF 8 中間　俊亘 1 2 2

1 2 3 江口　颯 14 MF MF 11 川端　海登 4 2 2

1 1 日野　公貴 17 MF MF 9 三澤　徹晃 1 4 1 3

63分 4 4 溝田　大輝 9 FW FW 7 浅野　嵩人 (Cap.) 1 1 1 56分

ＨＴ 1 1 山田　裕也 15 FW FW 10 安部　裕葵 1 1 1 70+1分

1 0 山野　宗一郎 12 GK GK 12 大田　祥輝

浦元　快斗 2 DF DF 13 高橋　一徳 0 3

柏原　悠人 6 DF MF 14 深川　拓哉 1 1 5

4 1 1 上出　直人 16 DF MF 15 福田　快斗

15 4 4 辻本　竜 11 MF MF 17 谷口　泰貴 0 7

9 0 加藤　広康 13 MF FW 16 上　禅世 0 10

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 松岡　徹 安藤　正晴 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

7 8 15 シュート 13 7 6

4 2 6 GK 11 3 8

2 4 6 CK 1 1 0

3 3 6 直接FK 4 1 3

2 2 4 間接FK 1 1 0

2 2 4 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

15分 瀬戸内 7 浅野　嵩人 10 左-1 2 スローイン 10 ～ → 中央-1 8 ワンタッチプレー →

10 ワンタッチプレー → 7 ２タッチ以上 右足Ｓ

35分 瀬戸内 10 安部　裕葵 中央-3 相手FP クリア こぼれ球 9 ワンタッチプレー ↑ 右-1 相手GK ミス

10 ワンタッチプレー 右足Ｓ

35+1分 瀬戸内 8 中間　俊亘 10 右-2 5 スローイン 右-1 相手FP ミス 10 ～ → 8

～ 右足Ｓ

70分 瀬戸内 9 三澤　徹晃 10 中央-2 相手FP Ｈ クリア こぼれ球 17 ワンタッチプレー ↑ 中央-1 10

～ → 9 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:39 (2:39)、 後半 39:13 (4:13)、 試合所要時間 01:16:52

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

42 】

） vs ）

0 ‐ 3
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

３回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園補助競技場

マッチNo.【

滝川第二 高校（ 兵庫 瀬戸内 高校（ 広島②

2016 7 29 金 10:00 kick off

0 4

基本システム 基本システム

　酷暑の中、地元広島県代表の瀬戸内高校は3試合目、対する兵庫県代表の滝川第二は2試合目の登場となった。序盤
から両チームとも疲労度を感じさせないハードワークで球際でも激しい攻防が続く。滝川第二はＦＷ⑩持井を起点にボール
を動かしながら、ＦＷ⑨溝田の背後への飛び出しや両サイドの崩しなどで瀬戸内ゴールを脅かす。対する瀬戸内もＦＷ⑦
浅野を起点にしながら、ＦＷ⑩安部の突破でチャンスを演出する。滝川第二の攻撃の前に徐々にＤＦラインを下げられた瀬
戸内だったが、最終局面でＧＫやＤＦの体を張った守りでゴールを割らせない。均衡を破ったのは瀬戸内。左サイドでボー
ルを受けたＦＷ⑩安部が高い技術で突破しボックス内に進入、ボールを受けたＦＷ⑦浅野が冷静に決めて先制した。更に
前半終了間際に立て続けに2点を追加し3－0で前半を折り返した。後半、滝川第二は選手・システムを変更し瀬戸内ゴー
ルに迫るが、自陣深くにブロックを敷いた瀬戸内に対して、効果的にボールを動かしてスペースを作り出すことが出来ず決
定機まで至らない。瀬戸内はＧＫを含めた最終ラインはもちろん中盤の選手の守備意識も高く、最後まで集中力を切らすこ
となくハードワークし続けた。結局、終了間際にも追加点を挙げた瀬戸内がベスト8に駒を進めた。

記載責任者 所属（ 鳥取県立青谷高等学校 氏名（ 邨上　克也
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ３回戦 【43】

日時 2016年07月29日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 松本　大 副審１ 角田　裕之 副審２ 上村　裕貴 第４審判 西山　貴生

運営責任者 荒石　和夫 記録担当 和泉　裕太朗 天候 晴 気温 29.5℃ 湿度 62％

風 微風 観客数 1,100人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

鹿児島城西高等学校サッカー部
（鹿児島）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

2

0
2

船橋市立船橋高等学校
（千葉②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 泉森　涼太 17 GK GK 1 井岡　海都 0

0 星原　智 2 DF DF 2 桧山　悠也 0 35分

0 平石　智己 3 DF DF 3 真瀬　拓海 1 1

0 生駒　仁 5 DF DF 5 杉岡　大暉 (Cap.) 1 1

1 1 津留　優晴 15 DF DF 7 原　輝綺 1 1 1

54分 0 髙野　優太 6 MF MF 4 金子　大毅 0

1 1 松本　順也 7 MF MF 6 阿久津　諒 1 1

35分 0 妙圓園　拓真 8 MF MF 8 西羽　拓 0 70+1分

1 1 永吉　広大 (Cap.) 10 MF MF 10 高　宇洋 2 2

1 1 眞田　颯 13 MF MF 14 郡司　篤也 2 1 1 57分

1 1 福島　有貴 9 FW FW 11 村上　弘有 1 2 1 1 64分

川浪　大帆 1 GK GK 17 北畠　新輝

田中　海渡 4 DF DF 13 杉山　弾斗 1 1 2

6 0 大脇　瑞城 12 MF DF 16 今村　直也

8 1 1 松村　直輝 14 MF FW 9 野本　幸太 0 11

山田　駿 16 MF FW 12 太田　貴也 1 1 14

田實　康人 11 FW FW 15 松尾　勇佑 0 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 小久保　悟 朝岡　隆蔵 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
63分 警 6 阿久津　諒 反ｽﾎﾟｰﾂ

3 3 6 シュート 12 5 7

5 2 7 GK 4 2 2

2 2 4 CK 5 3 2

5 3 8 直接FK 3 1 2

1 4 5 間接FK 0 0 0

1 4 5 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

2分 市立船橋 7 原　輝綺 2 左CK 2 中央-1 7 ワンタッチプレー 右足Ｓ

35+2分 市立船橋 11 村上　弘有 3 右-1 3 スローイン 右-1 8 ～ 左足Ｓ こぼれ球 3 →

中央-1 11 ２タッチ以上 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:30 (1:30)、 後半 38:20 (3:20)、 試合所要時間 01:14:50

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

43 】

） vs ）

0 ‐ 2
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

３回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉市総合スポーツセンター陸上競技場

マッチNo.【

鹿児島城西 高校（ 鹿児島 市立船橋 高校（ 千葉②

2016 7 29 金 10:00 kick off

0 2

基本システム 基本システム

市立船橋は，試合の立ち上がりから攻撃時にMF④金子がDFラインに落ちて1-3-4-3の様なシステムを作り，落ち着いて
ボールを動かしながら相手DFの背後を伺い，前線の選手がタイミング良く飛び出しチャンスを作る。前半１分にコーナー
キックから先制すると，主導権を完全に握りながら試合を進める。対する鹿児島城西は，立ち上がりの失点後も変わらず３
ラインをコンパクトに保ち，スペースを消しながら自陣付近からプレスをかけはじめボール奪取を図る。しかし，奪ったボー
ルをシンプルに繋ごうとしても，市立船橋の早い切り替えにより再び奪い返されてしまう。そのため，シンプルにロングボー
ルでDFラインの背後を狙う２トップに配球するが，関わりが少ないため厚みのない攻撃に終わり決定機を作れない。市立
船橋は，前半終了間際にFW⑪村上が追加点を取り2-0で前半を折り返す。後半は，鹿児島城西が徐々に前線からプレス
をかけていくが，市立船橋は慌てず空いたスペースをうまく使いながら正確にパスをつなぎ，アタッキングサードに侵入し
チャンスを作る。鹿児島城西は，セットプレーから決定機を作るが市立船橋の堅い守備により得点することが出来ない。市
立船橋はチャンスを量産するが、最後のところで正確さを欠き追加点を奪うことが出来ず，2-0のまま試合を終えた。良い
ポジション取りと正確なパスワークで，市立船橋が終始ボールを支配し続けた試合となった。

記載責任者 所属（ 三重県立桑名北高等学校 氏名（ 野澤　明宏
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ３回戦 【44】

日時 2016年07月29日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 清水　勇人 副審１ 大峡　論 副審２ 浅岡　宏考 第４審判 梶川　大輔

運営責任者 後藤　朋之 記録担当 堀内　敬士 天候 晴 時々 曇 気温 32.2℃ 湿度 52％

風 弱 観客数 450人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

青森山田高校
（青森）

1

1

0

前半

後半

0

0
0

私立鹿島学園高等学校
（茨城）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 0 0 廣末　陸 1 GK GK 1 木村　壮宏 0 0 0

0 0 0 鍵山　慶司 2 DF DF 2 荻野　稜央 0 0 0 60分

0 0 0 橋本　恭輔 4 DF DF 4 片倉　誠也 0 0 0

0 0 0 三国　スティビアエブス 5 DF DF 16 小長井　大夢 0 0 0 60分

0 0 0 小山内　慎一郎 13 DF MF 6 竹内　利樹 0 0 0

0 0 0 住永　翔 (Cap.) 6 MF MF 8 米谷　力 0 0 0 60分

1 0 1 郷家　友太 7 MF MF 9 岡部　知紘 (Cap.) 1 0 1

1 0 1 嵯峨　理久 8 MF MF 13 木次谷　和希 0 0 0

1 0 1 高橋　壱晟 10 MF MF 14 宮本　陸 0 0 0

70+1分 0 1 1 天笠　泰輝 17 MF FW 10 上田　綺世 3 1 2

70+1分 1 1 2 1 鳴海　彰人 11 FW FW 11 橋口　凜樹 1 0 1 60分

坪　歩夢 12 GK GK 12 石川　篤哉

小山　新 3 DF DF 3 塩野　清雅

住川　鳳章 14 MF DF 5 中川　空 0 0 16

17 0 0 堀　脩大 16 MF MF 7 島村　風雄 0 0 8

11 0 0 佐々木　快 9 FW MF 17 菅原　賢 0 0 2

黒田　凱 15 FW FW 15 中野　大飛 0 0 11

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 黒田　剛 鈴木　雅人 時間 種別 番号 選手名 理由

24分 警 2 鍵山　慶司 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

44分 警 16 小長井　大夢 反ｽﾎﾟｰﾂ

4 2 6 シュート 5 1 4

3 1 4 GK 3 2 1

2 3 5 CK 1 0 1

3 3 6 直接FK 8 3 5

1 0 1 間接FK 1 0 1

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

27分 青森山田 11 鳴海　彰人 10 右-2 2 ↑ 右-1 10 ～ → 中央-1 11 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:07 (1:07)、 後半 38:17 (3:17)、 試合所要時間 01:14:24

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

44 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

　青森山田は両サイドバックが高い位置を取り、ボランチとCB、GKで組み立てて時間を作りながら、前線の選手の入れ替
わりでモビリティを出し、マークのずれを利用してボールを前に進めようとする。対する鹿島学園はラインを高めに設定し、
コンパクトフィールドを形成しながらFWの追い込みで規制して、高い位置でボールを奪おうとする。また、攻撃時は早いタ
イミングでFWにボールを配球し、2トップを起点にしてサイドのスペースを使いながらゴールを目指す。一方で青森山田は、
ボールを動かして相手を長い距離動かし、攻撃から守備の切り替えとプレッシャーのスピードを上げて主導権を握ろうとす
る。試合終盤、鹿島学園はシステムを変更してシンプルにゴール前に配球し、球際の強さと運動量で押む時間を増やす。
チャンスを多く作り出した鹿島学園であったが、青森山田がGK①廣末を中心とした守備で得点を許さず、流れの悪い中で
奪った先制点を守りきり勝利した。攻撃で主導権を握ろうとする青森山田と、守備で主導権を握ろうとする鹿島学園の意図
が現れ、それによる攻防が見られた好ゲームであった。

記載責任者 所属（ 千葉県立八千代高等学校 氏名（ 堤　誠太郎

基本システム 基本システム

金 12:00 kick off

1 0

＝ Match  Report ＝ 

　　3回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド

マッチNo.【

青森山田 高校（ 青森 鹿島学園 高校（ 茨城

2016 7 29
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ３回戦 【45】

日時 2016年07月29日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園補助競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 高寺　恒如 副審１ 安田　直人 副審２ 道山　悟至 第４審判 宮崎　真理

運営責任者 重里　求昭 記録担当 六郎　真暁 天候 晴 時々 曇 気温 33.4℃ 湿度 40％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

星稜高等学校
（石川）

1

1

0

3

前半

後半

PK戦

0

1

4

1
翔英学園米子北高等学校

（鳥取）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 高橋　謙太郎 (Cap.) 1 GK GK 1 中原　創太 0

0 中川　真太朗 2 DF DF 2 田中　宏旺 (Cap.) 1 1 1

1 1 松尾　航平 3 DF DF 3 古屋野　雅希 0

1 1 岡田　勇斗 5 DF DF 4 池澤　裕翔 0

0 敷田　唯 4 MF DF 13 河田　勇希 0

0 木出　雄斗 7 MF MF 7 武部　雄 1 1 50分

65分 1 1 片山　浩 8 MF MF 9 石田　大成 2 2 ＨＴ

0 作本　大空 11 MF MF 10 山室　昂輝 0

44分 1 1 畔道　徹 9 FW MF 16 佐野　海舟 0

1 1 2 窪田　翔 10 FW FW 11 伊藤　龍生 2 2

64分 1 1 1 亀谷　宇々護 12 FW FW 12 倉本　峻汰 1 1 ＨＴ

札野　顕 17 GK GK 17 佐藤　壮太

衣笠　裕貴 16 DF DF 5 井上　聡

武沢　亮佑 6 MF DF 6 村木　遵平 0 7

8 0 岡崎　佑亮 14 MF DF 14 田中　聡太 0 8

12 0 松本　秀太 15 MF MF 8 小橋　亮介 2 2 70分 12

9 1 1 北方　雄己 13 FW MF 15 﨑山　誉斗 0 9

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 河﨑　護 中村　真吾 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

4 4 8 シュート 9 4 5

2 5 7 GK 6 3 3

1 3 4 CK 6 2 4

6 4 10 直接FK 7 3 4

0 2 2 間接FK 5 1 4

0 2 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 5 1 4

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

28分 星稜 12 亀谷　宇々護 10 中央-2 直接ＦＫ 5 ↑ 中央-1 10 Ｈ ↑ 12 ＨＳ

63分 米子北 2 田中　宏旺 15 中央-2 相手FP Ｈ クリア ↑ 右-2 6 ２タッチ以上 ↑ 中央-1

15 Ｈ ↑ 11 ワンタッチプレー ↑ 15 ２タッチ以上 → 2

２タッチ以上 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

星稜 先 5 ○ 14 × 4 ○ 7 ○ 10 ×

米子北 10 × 2 ○ 3 ○ 15 ○ 14 ○

[試合時間] 前半 36:02 (1:02)、 後半 39:18 (4:18)、 試合所要時間 01:15:20

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

45 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐

3 PK 4

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

3回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園補助球技場

マッチNo.【

星陵 高校（ 石川 米子北 高校（ 鳥取

2016 7 29 金 12:00 kick off

1 1

基本システム 基本システム

お互いに2回戦で接戦をものにしながら勝ち上がってきた星陵と米子北との3回戦。星陵は1-4-2-3-1、米子北は1-4-3ｰ3
のシステムでスタート。星陵は4バックとダブルボランチで守備ブロックを形成、ボールを奪うとFW⑩窪田のスペースへの
動き出しを起点に、二列目とのコンビネーションでチャンスを伺う。対する米子北は前線から圧力をかけてボールを奪い、
その推進力を利用して絶え間なく前線にボールを送り続け、3トップの早い動き出しで星陵DFラインの背後突いていく。前
半飲水後から星陵は1-4-4-2にシステムを変更し、2トップのチェイシングから米子北DFラインからの配球を抑えにかか
る。徐々に米子北の前線への圧力が弱まっていく中で、中盤で得られたFKの折り返しから星陵が先制するも、1点を追う
米子北は後半からメンバー交代と共に1-4-4-2にシステムを変更し、攻守のギアを上げてFW⑪伊藤とFW⑮﨑山のコンビ
ネーションから星陵DFラインのギャップを突き、決定的なチャンスを作り出していく。星陵もGK①髙橋を中心に身体を張っ
た粘り強い守備で、チャレンジ＆カバーを徹底させ、我慢を続けたが米子北の徹底した縦への攻撃にDFラインが破られ、
試合は振り出しに。その後、お互いに切り替えの早い攻防を繰り広げるも得点には至らず、PK方式での決着により米子北
が準々決勝進出を決めた。1試合を通じて両チーム集中力を切らさず、死力を尽くした一戦であり、特に米子北の最後まで
あきらめずに前へ進むチームスタイルが実を結んだゲームであった。

記載責任者 所属（ 岡山県立倉敷古城池高等学校 氏名（ 塚越　充浩
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ３回戦 【46】

日時 2016年07月29日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 エディオンスタジアム広島

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 抱山　公彦 主審 内田　康博 副審１ 金渕　佑亮 副審２ 藤田　亮 第４審判 長峯　滉希

運営責任者 辻　邦浩 記録担当 藤原　公義 天候 晴 時々 曇 気温 37.0℃ 湿度 40％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

履正社高等学校
（大阪②）

1

1

0

4

前半

後半

PK戦

0

1

2

1
日章学園高等学校

（宮崎）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 瀧浪　朋生 1 GK GK 1 寺田　恭一郎 0

0 難波　智博 4 DF DF 2 中武　諒 1 1 1

0 清　翼空 5 DF DF 3 髙橋　准 0

0 清水　遥生 (Cap.) 8 DF DF 5 神田　陸 0

0 左居　隼人 14 DF MF 6 佐藤　詩響 1 1

0 坂本　樹 6 MF MF 7 佐藤　颯汰 0

4 4 安羅　修雅 7 MF MF 8 吉田　隆之介 0

41分 1 1 野口　天葵 16 MF MF 9 河原　淳 0 52分

1 1 1 大塩　真生 17 MF MF 16 髙田　椋汰 0 16分

1 1 澤島　輝 10 FW FW 10 岩切　拳心 (Cap.) 0

1 1 2 町野　修斗 11 FW FW 15 山元　泰志 2 2

立花　翔太 12 GK GK 17 小原　司

夏山　瑞輝 2 DF DF 4 恩塚　真太郎

柏原　大地 3 DF DF 12 寶地　雄大 0 16

實好　礼治 15 MF MF 13 比嘉　将貴

小松　海樹 9 FW MF 14 重松　慧哉

16 1 1 水本　大佑 13 FW FW 11 木津　蒼 0 9

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 平野　直樹 早稲田　一男 時間 種別 番号 選手名 理由

17分 警 11 町野　修斗 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

2 8 10 シュート 4 0 4

1 3 4 GK 7 4 3

1 2 3 CK 1 0 1

7 4 11 直接FK 13 7 6

1 0 1 間接FK 0 0 0

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

5分 履正社 17 大塩　真生 左-2 7 → 17 ～ 左足Ｓ

68分 日章学園 2 中武　諒 中央-2 直接ＦＫ 6 ↑ 中央-1 2 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

履正社 先 5 ○ 8 ○ 17 ○ 7 × 11 ○

日章学園 10 ○ 6 × 5 ○ 3 ×

[試合時間] 前半 39:17 (4:17)、 後半 40:35 (5:35)、 試合所要時間 01:19:52

[備考]クーリングブレイク前後半実施
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年 月 日 ( ) ）

46 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐

4 PK 2

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

履正社は、FW⑩澤島とFW⑪町野へボールを集め、スピードを活かした攻撃でチャンスを作ろうとする。対する日章学園
は、シンプルに前線のスペースやサイドの選手にボールを集め、起点を作ろうとする。しかし、履正社DF陣の出足が早く、
なかなか前にボールを運べない。また、ロングボールを入れても跳ね返されてセカンドボールも拾えず攻撃の形を作れな
い。一方、履正社は前線の個の能力が高く、起点となってチャンスを作ったり、単独で突破し何度も相手ゴールに迫るが、
日章学園GK①寺田の好守に阻まれ前半は１点に終わった。
後半に入っても履正社のペースで進むが、日章学園が相手DFの背後を狙い何度かチャンスを作り出す。少しずつ両チー
ムともに運動量が落ち、膠着状態となる。クーリングブレイク後、日章学園は前線へのロングボールを徹底し、徐々に押し
込み始めセットプレーから同点となる。最後はPK戦により履正社が準々決勝に駒を進めた。

記載責任者 所属（ 秋田県立大曲工業高等学校 氏名（ 渡部　祐司

エディオンスタジアム広島

マッチNo.【

履正社 高校（ 大阪② 日章学園 高校（ 宮崎

1 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体） 　３回戦

2016 7 29 金 12:00 kick off 会場（
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 ３回戦 【47】

日時 2016年07月29日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 呉市総合スポーツセンター陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 竹田　明弘 副審１ 石丸　秀平 副審２ 堀　拓人 第４審判 権田　智久

運営責任者 荒石　和夫 記録担当 和泉　裕太朗 天候 晴 気温 32.0℃ 湿度 50％

風 微風 観客数 700人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

日本航空高等学校蹴球部
（山梨）

KICK OFF

0

0

0

3

前半

後半

PK戦

0

0

4

0
流通経済大学付属柏高等学校

（千葉①）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 高橋　正也 1 GK GK 1 西村　紘一 0

0 松土　準 2 DF DF 2 市川　侑麻 0

0 花元　翔 3 DF DF 3 松浦　駿平 0

0 平久　竜土 4 DF DF 5 関川　郁万 0

0 佐藤　和斗 (Cap.) 5 DF MF 4 熊澤　和希 1 1 46分

0 村松　鉄修 6 MF MF 6 宮本　優太 0

1 1 船附　信太 8 MF MF 10 菊地　泰智 0 57分

35分 0 佐々木　将輝 11 MF MF 12 宮坂　昂輝 1 1 35分

0 新谷　颯太 15 MF MF 14 加藤　千尋 1 1

56分 1 1 佐藤　雄大 16 MF MF 15 関　大和 (Cap.) 2 2

63分 0 岩下　俊城 10 FW FW 11 古谷　三国 0 19分

中田　修斗 12 GK GK 17 薄井　覇斗

10 0 岡田　拓真 13 DF DF 13 佐藤　輝

16 0 中島　偉吹 7 MF MF 7 冨永　和輝 0 10

11 0 三吉　直樹 9 MF MF 8 本田　憲弥 0 4

橋本　勇誠 14 MF FW 9 中村　翼 3 1 2 11

石井　脩斗 17 FW FW 16 河西　守生 0 12

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 仲田　和正 榎本　雅大(監督代行) 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

2 0 2 シュート 8 5 3

9 6 15 GK 6 3 3

0 1 1 CK 11 5 6

6 5 11 直接FK 10 7 3

0 1 1 間接FK 4 2 2

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

日本航空 先 5 × 2 × 8 ○ 9 ○ 1 ○

流通経済大柏 3 ○ 15 ○ 16 × 8 ○ 7 ○

[試合時間] 前半 36:00 (1:00)、 後半 39:00 (4:00)、 試合所要時間 01:15:00

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

47 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
‐

3 PK 4

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

日本航空、流通経済大柏ともに１-４-４-２のシステムで試合がスタートする。立ち上がりは両チームともリスクを避け、DF
の裏にロングキックを送り、相手コートでプレーをし、ロングスローやCKからチャンスを伺う展開が続く。前半流通経済大柏
は3ラインをコンパクトにし押し上げ、豊富な運動量でセカンドボールを拾うことで相手コートでサッカーをする時間が増え
る。一方の日本航空はDFラインとMFのラインをコンパクトにし守備ブロックを形成し、粘り強い守備からカウンターを狙うも
流通経済大柏の攻から守の切り替えが早く2トップに時間を与えず、お互いチャンスを作れないまま前半を終える。後半も
前半同様ロングキックをお互いが相手DFの背後に蹴り、球際を激しく競り合い主導権を取ろうとする中、流通経済大柏が
日本航空のDFラインとMFラインの間でセカンドボールを拾い前を向き、仕掛けるシーンが増え、チャンスを作り始める。し
かし日本航空の球際に激しく、体を張った守備を崩しきれず、後半を終える。最後はPK戦の結果４-３で流通経済大柏が
ベスト８に駒を進めた。両チームとも最後まで運動量が落ちず、球際を戦い続けるフィジカルは素晴らしかった。ただフリー
の場面でもリスクを避けて蹴ってしまう場面がみられたため、状況判断を的確に行なえば、よりゴールに近づけるのではな
いかと感じた。

記載責任者 所属（ 岐阜県立多治見高等学校 氏名（ 大宮　知野

基本システム 基本システム

金 12:00 kick off

0 0

＝ Match  Report ＝ 

　　３回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 呉総合スポーツセンター陸上競技場

マッチNo.【

日本航空 高校（ 山梨 流通経済大柏 高校（ 千葉①

2016 7 29
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 準々決勝 【48】

日時 2016年07月31日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園第一球技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 清水　勇人 副審１ 西村　幹也 副審２ 内田　康博 第４審判 熊谷　幸剛

運営責任者 宮本　誠 記録担当 平尾　聡 天候 曇 気温 31.0℃ 湿度 61％

風 微風 観客数 623人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

昌平高等学校
（埼玉①）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

0

0
0

静岡学園高等学校サッカー部
（静岡）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 0 0 緑川　光希 1 GK GK 1 山ノ井　拓己 0 0 0

0 0 0 石井　優輝 2 DF DF 4 嶋　一駿 1 0 1

0 0 0 篠山　立 12 DF DF 5 天本　翔太 0 0 0

0 0 0 塩野　碧斗 15 DF DF 15 森主　海斗 2 0 2

0 0 0 関根　浩平 17 DF MF 2 坂西　望 0 0 0

0 0 0 新垣　理生 (Cap.) 6 MF MF 7 渡井　理己 1 1 0 58分

0 3 3 針谷　岳晃 7 MF MF 10 若山　修平 (Cap.) 3 2 1

2 0 2 1 松本　泰志 10 MF MF 12 戸田　大智 0 0 0 ＨＴ

1 0 1 佐藤　大誠 11 MF MF 14 金冨　ユウ大 0 0 0 58分

0 0 0 山下　勇希 14 MF FW 9 福原　涼太 4 2 2

1 0 1 本間　椋 9 FW FW 16 伊藤　稜馬 0 0 0 ＨＴ

0 0 廣木　零 16 GK GK 17 田原　智司 0 0

0 0 柳田　竜成 3 DF DF 3 岡野　悠太 0 0 0 12

0 0 真辺　庸介 4 DF MF 6 島田　周汰 0 0 0 14

0 0 秋元　星人 5 MF MF 11 白川　大吾廊 0 0 0 7

0 0 星野　蒼馬 8 MF FW 8 稲葉　章将 0 0

0 0 佐相　壱明 13 FW FW 13 青嶋　智也 0 0 0 16

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 藤島　崇之 川口　修 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
35分 退 5 天本　翔太 著不正

63分 警 4 嶋　一駿 異議

4 3 7 シュート 11 5 6

4 6 10 GK 11 4 7

1 2 3 CK 6 2 4

5 5 10 直接FK 7 4 3

1 0 1 間接FK 7 3 4

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 6 2 4

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

50分 昌平 10 松本　泰志 9 中央-3 17 ２タッチ以上 → 右-3 12 ２タッチ以上 → 中央-3 7

～ → 10 ～ 中央-2 → 9 ～ → 中央-1

10 ～ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:12 (1:12)、 後半 39:36 (4:36)、 試合所要時間 01:15:48

[備考]クーリングブレイク後半のみ実施
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年 月 日 ( ) ）

48 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 3 - 6 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

準々決勝全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園第一球技場

マッチNo.【

昌平 高校（ 埼玉① 静岡学園 高校（ 静岡

2016 7 31 日 10:00 kick off

1 0

基本システム 基本システム

試合の立ち上がりから，両チーム高い技術で正確にパスをつなぐ展開となる。静岡学園は，相手の間でパスを受けスペー
スを作り，その空いたスペースを他の選手が使う流動的なサッカーでチャンスを作る。対する昌平は，粘り強い守備から
奪ったボールを素早くつなぎ，DFラインの背後を積極的に狙うFW⑨本間に配球しチャンスを作る。お互いにミドルサードで
正確にポゼッションをするも，アタッキングサードでの迫力に欠け得点することが出来ない。静岡学園は，前半終了間際に
DF⑤天本が退場し苦しい展開となる。後半に入り，一人少ない静岡学園は，1-3-4-2のシステムで試合を進め，前半同様
にパスをつなぎながらゴールを目指す。しかし，昌平に一人多い状況を活かされ，ミドルサードでボールを支配されてしま
う。昌平は冷静にボールを動かしながら、MF⑦針谷からの鋭く正確なパスに前線の選手が関わり決定機を増やし，50分
MF⑩松本のゴールで先制する。完全に昌平が主導権を握るかのように思えたが，後半のクーリングブレイク後，静岡学園
は守備時に1-4-4-1のシステムでボールに積極的にプレスをかけ，ミドルサードでボールを奪い始める。静岡学園はそこ
からチャンスを作るも，最後は昌平の粘り強い守備に阻まれ無得点のまま試合終了。1点を守り切った昌平が接戦をもの
にし，初出場でベスト4進出を果たした。

記載責任者 所属（ 三重県立桑名北高等学校 氏名（ 野澤　明宏

115



公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 準々決勝 【49】

日時 2016年07月31日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園補助競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 松本　大 副審１ 高寺　恒如 副審２ 角田　裕之 第４審判 森数　真治

運営責任者 重里　求昭 記録担当 藤本　裕史 天候 晴 気温 36.2℃ 湿度 42％

風 微風 観客数 1,500人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

広島県瀬戸内高等学校
（広島②）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

1

1
2

船橋市立船橋高等学校
（千葉②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 佐々木　衆 1 GK GK 1 井岡　海都 0

0 井上　雄斗 2 DF DF 3 真瀬　拓海 0

0 梁　賢虎 4 DF DF 5 杉岡　大暉 (Cap.) 0

2 2 小西　祐太郎 5 DF DF 7 原　輝綺 0

0 滝澤　康平 6 DF DF 13 杉山　弾斗 0

1 1 川岡　謙太 3 MF MF 4 金子　大毅 0

0 中間　俊亘 8 MF MF 8 西羽　拓 1 3 1 2

68分 1 2 3 川端　海登 11 MF MF 10 高　宇洋 0

0 三澤　徹晃 9 MF MF 14 郡司　篤也 1 2 1 1 65分

1 3 4 浅野　嵩人 (Cap.) 7 FW FW 9 野本　幸太 1 1 ＨＴ

1 1 1 安部　裕葵 10 FW FW 12 太田　貴也 5 3 2

大田　祥輝 12 GK GK 17 北畠　新輝

高橋　一徳 13 DF DF 2 桧山　悠也

深川　拓哉 14 MF DF 16 今村　直也

福田　快斗 15 MF MF 6 阿久津　諒 0 9

11 0 谷口　泰貴 17 MF FW 11 村上　弘有

上　禅世 16 FW FW 15 松尾　勇佑 1 1 14

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 安藤　正晴 朝岡　隆蔵 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

5 6 11 シュート 12 6 6

7 3 10 GK 6 3 3

2 0 2 CK 5 4 1

2 2 4 直接FK 4 2 2

1 1 2 間接FK 0 0 0

1 1 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

1 0 1 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

4分 市立船橋 14 郡司　篤也 中央-2 12 ２タッチ以上 ～ 左足Ｓ 相手FP クリア こぼれ球 中央-1 14

ワンタッチプレー 右足Ｓ

63分 市立船橋 8 西羽　拓 4 中央-2 相手FP こぼれ球 4 ２タッチ以上 ～ → 中央-1 8 ～

右足Ｓ

70+2分 瀬戸内 10 安部　裕葵 ＰＫ 10 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:00 (1:00)、 後半 39:09 (4:09)、 試合所要時間 01:15:09

[備考]クーリングブレイク後半のみ実施
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年 月 日 ( ) ）

49 】

） vs ）

0 ‐ 1
1 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　　　準々決勝戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園補助競技場

マッチNo.【

瀬戸内 高校（ 広島② 市立船橋 高校（ 千葉②

2016 7 31 日 10:00 kick off

1 2

基本システム 基本システム

 初のベスト４を狙う開催県の瀬戸内と優勝候補の市立船橋が対戦する楽しみな試合となった。立ち上がりからお互いに
シュートを打ち，リズムを作ろうとする。すると市立船橋は，シュートのこぼれ球から早々と先制点を奪う。市立船橋は，攻
撃時にボランチ④金子が最終ラインに加わりビルドアップを試みる。また，中盤では選手が流動的に動きながらボールを
動かして瀬戸内の背後を狙う。瀬戸内は，ラインを高くしてミドルサードでボールを奪い主導権を握り，FW⑩安部・FW⑦浅
野を中心にチャンスを作る。後半は気温が上がり，両チームとも簡単なミスが多くなり，お互い縦に早い攻撃でアタッキン
グサードまで進入する。しかし，フィニッシュで精度を欠き，中々，得点を奪えない。クーリングブレイク後，同点としたい瀬
戸内は積極的にプレッシャーをかけてボールを奪いに行く。対する市立船橋は守備的に戦いながらカウンターで追加点を
狙う。試合は６３分に瀬戸内が前線からプレッシャーをかけたが，市立船橋が簡単にボールを縦に運び，追加点を奪う。
終了間際に瀬戸内はPKから１点を返したが，そのまま試合は終了する。勝利した市立船橋は，ボールを奪われないなど
個々の能力の高さや徹底したチーム戦術でレベルの高さを感じた。敗退した瀬戸内は，臆することなく積極に攻撃して数
多くのチャンスを掴み，同点になってもおかしくない場面を作った。この試合では，後半にクーリングブレイクがあったが，
お互いにリフレッシュでき，今後の戦術等に影響すると考えられる。

記載責任者 所属（ 広島県・呉港高等学校 氏名（ 竹林　純

117



公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 準々決勝 【50】

日時 2016年07月31日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園第一球技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 石丸　秀平 副審１ 福岡　靖人 副審２ 大峡　論 第４審判 國吉　真吾

運営責任者 宮本　誠 記録担当 平尾　聡 天候 晴 時々 曇 気温 33.0℃ 湿度 51％

風 微風 観客数 1,518人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

青森山田高校
（青森）

2

0

2

前半

後半

0

1
1

翔英学園米子北高等学校
（鳥取）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 廣末　陸 1 GK GK 1 中原　創太 0

0 鍵山　慶司 2 DF DF 2 田中　宏旺 (Cap.) 0

0 橋本　恭輔 4 DF DF 3 古屋野　雅希 0

0 三国　スティビアエブス 5 DF DF 4 池澤　裕翔 0

0 小山内　慎一郎 13 DF DF 13 河田　勇希 0 49分

0 住永　翔 (Cap.) 6 MF MF 7 武部　雄 0 61分

0 郷家　友太 7 MF MF 9 石田　大成 0 33分

70+2分 1 1 1 嵯峨　理久 8 MF MF 10 山室　昂輝 1 1

2 2 高橋　壱晟 10 MF MF 16 佐野　海舟 0

41分 0 天笠　泰輝 17 MF FW 11 伊藤　龍生 1 2 2

66分 1 1 2 1 鳴海　彰人 11 FW FW 12 倉本　峻汰 1 1 ＨＴ

坪　歩夢 12 GK GK 17 佐藤　壮太

小山　新 3 DF DF 5 井上　聡 0 13

8 0 住川　鳳章 14 MF DF 6 村木　遵平

17 0 堀　脩大 16 MF DF 14 田中　聡太 0 7

11 0 佐々木　快 9 FW MF 8 小橋　亮介 1 1 9

黒田　凱 15 FW MF 15 﨑山　誉斗 1 1 12

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 黒田　剛 中村　真吾 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

4 1 5 シュート 6 1 5

4 5 9 GK 6 4 2

2 0 2 CK 5 3 2

5 6 11 直接FK 8 3 5

1 0 1 間接FK 3 2 1

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 2 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

44分 青森山田 11 鳴海　彰人 中央-2 10 ２タッチ以上 → 右-2 2 ～ ↑ 中央-1 7

２タッチ以上 相手FP カット こぼれ球 11 ２タッチ以上 右足Ｓ

50分 青森山田 8 嵯峨　理久 11 中央-4 1 → 右-3 2 → 16 → 右-2 11

～ 中央-1 → 8 ワンタッチプレー 右足Ｓ

53分 米子北 11 伊藤　龍生 15 左-2 相手FP → 10 ワンタッチプレー カット → 中央-2 11 ２タッチ以上

→ 中央-1 15 ～ → 11 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 38:45 (3:45)、 後半 40:36 (5:36)、 試合所要時間 01:19:21

[備考]クーリングブレイクは前後半とも実施
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年 月 日 ( ) ）

50 】

） vs ）

0 ‐ 0
2 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

準々決勝全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園第一球技場

マッチNo.【

青森山田 高校（ 青森 米子北 高校（ 鳥取

2016 7 31 日 12:00 kick off

2 1

基本システム 基本システム

立ち上がり風上に立った米子北が試合を優位に進める。ロングボールを多用し、DFラインの裏のスペースに積極的に配
球する。FW⑪伊藤のポストプレーで、FW⑫倉本、MF⑨石田がDFの裏に抜け出す場面が目立つが、青森山田DFも体を
張った守備でボールを奪い返す。青森山田はサイドを使った攻撃を組み立てようとするものの、ボールサイドに人数をか
けて守る米子北の守備陣を突破することができない。クーリングブレイクを経て、米子北はMF⑧小橋を前線に投入する
と、攻撃のスピード感がさらに増し、チャンスを作り始め、青森山田は守備に時間を費やすことが増えた。前半はお互いに
チャンスも少なくスコアレスで終了した。後半は米子北が1-4-4-2にシステムを変更しスタートする。立ち上がり、青森山田
は米子北のミスパスを逃さず、高い位置でのボール奪取に成功し、先取点を奪う。膠着した時間が続くが、青森山田が米
子北の選手交代直後の一瞬の隙をついて追加点を奪う。粘り強く攻撃を続ける米子北は、サイドからのマイナス気味のク
ロスをFW⑪伊藤が落ち着いて決め追撃を図る。追いつきたい米子北はさらに攻勢を強め、選手交代でDF登録の選手を前
線に投入し、ロングボールを増やすが、青森山田のDFも体を張って弾きかえす。そのまま青森山田が逃げ切り、準決勝に
駒を進めた。

記載責任者 所属（ 広島国際学院高等学校 氏名（ 谷崎　元樹
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 準々決勝 【51】

日時 2016年07月31日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園補助競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 西山　貴生 副審１ 竹田　明弘 副審２ 津野　洋平 第４審判 日比野　真

運営責任者 重里　求昭 記録担当 六郎　真暁 天候 晴 気温 33.8℃ 湿度 40％

風 微風 観客数 500人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

履正社高等学校
（大阪②）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

0

1
1

流通経済大学付属柏高等学校
（千葉①）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 瀧浪　朋生 1 GK GK 1 西村　紘一 0

70+3分 0 難波　智博 4 DF DF 2 市川　侑麻 0

0 清　翼空 5 DF DF 3 松浦　駿平 0

70+3分 0 清水　遥生 (Cap.) 8 DF DF 13 佐藤　輝 0

0 左居　隼人 14 DF MF 6 宮本　優太 0

0 坂本　樹 6 MF MF 7 冨永　和輝 1 1 59分

0 安羅　修雅 7 MF MF 8 本田　憲弥 1 1 1

52分 0 大塩　真生 17 MF MF 10 菊地　泰智 1 1 70+3分

40分 0 小松　海樹 9 FW MF 12 宮坂　昂輝 1 1 59分

0 澤島　輝 10 FW MF 15 関　大和 (Cap.) 0

1 1 町野　修斗 11 FW FW 11 古谷　三国 1 1 ＨＴ

立花　翔太 12 GK GK 17 薄井　覇斗

17 0 夏山　瑞輝 2 DF DF 5 関川　郁万

8 0 柏原　大地 3 DF MF 4 熊澤　和希 0 10

實好　礼治 15 MF MF 14 加藤　千尋 1 1 11

9 1 1 野口　天葵 16 MF FW 9 中村　翼 0 7

4 0 水本　大佑 13 FW FW 16 河西　守生 2 2 12

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 平野　直樹 榎本　雅大(監督代行) 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
35+1分 警 15 関　大和 反ｽﾎﾟｰﾂ

2 0 2 シュート 8 2 6

8 1 9 GK 5 4 1

1 1 2 CK 2 0 2

1 7 8 直接FK 12 5 7

2 1 3 間接FK 0 0 0

2 1 3 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

39分 流通経済大柏 8 本田　憲弥 左-3 直接ＦＫ 15 ↑ 中央-1 相手FP Ｈ クリア 10 ×

12 ワンタッチプレー → 10 ２タッチ以上 ～ 相手FP クリア こぼれ球 8

ワンタッチプレー 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 39:02 (4:02)、 後半 42:12 (7:12)、 試合所要時間 01:21:14

[備考]クーリングブレイクは前後半とも実施
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年 月 日 ( ) ）

51 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

履正社は１－４－５－１、流通経済大柏は１－４－４－２の布陣でスタート。お互い立ち上がりからDFラインの背後へロン
グボールを入れ込む。徐々に流通経済大柏が２トップの裏への抜け出し、高い位置からのプレス、セカンドボールを拾うこ
とで厚みのある攻撃を仕掛ける。一方、履正社は流通経済大柏の迫力ある攻撃を耐え、MF⑦安羅のサイドを起点に反撃
するが、決定機にはいたらない。攻守の切り替えが早い流通経済大柏のペースで前半終了。流通経済大柏は立ち上がり
から前半同様の戦い方を続け、混戦からMF⑧本田が得点する。その後も、徹底された戦い方で流通経済大柏が主導権を
握り続ける。履正社は、選手交代や１－４－４－２へのフォーメーション変更を行うが、流れを変えることが出来ない。クー
リングブレイク後に投入されたFW⑯河西が積極的に背後を狙い、チャンスを作り出すが、決めきることが出来ない。試合
終盤、履正社はFW⑪町野が一瞬の隙をついて抜け出したが決めきることが出来ず、試合終了。流通経済大柏の徹底され
た戦い方が目立つゲームとなった。

記載責任者 所属（ 広島翔洋高等学校 氏名（ 武田　直也

基本システム 基本システム

日 12:00 kick off

0 1

＝ Match  Report ＝ 

準々決勝戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園補助競技場

マッチNo.【

履正社 高校（ 大阪② 流通経済大柏 高校（ 千葉①

2016 7 31
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 準決勝 【52】

日時 2016年08月01日 11:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園第一球技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 滝本　寛 主審 國吉　真吾 副審１ 高寺　恒如 副審２ 熊谷　幸剛 第４審判 石丸　秀平

運営責任者 宮本　誠 記録担当 平尾　聡 天候 晴 気温 32.4℃ 湿度 57％

風 微風 観客数 1,321人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

昌平高等学校
（埼玉①）

0

0

0

前半

後半

1

0
1

船橋市立船橋高等学校
（千葉②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 緑川　光希 1 GK GK 1 井岡　海都 0

0 石井　優輝 2 DF DF 3 真瀬　拓海 0

0 篠山　立 12 DF DF 5 杉岡　大暉 (Cap.) 0

57分 0 塩野　碧斗 15 DF DF 7 原　輝綺 0

0 関根　浩平 17 DF DF 13 杉山　弾斗 2 2

ＨＴ 0 新垣　理生 (Cap.) 6 MF MF 4 金子　大毅 0

2 1 3 針谷　岳晃 7 MF MF 6 阿久津　諒 1 1

1 1 松本　泰志 10 MF MF 8 西羽　拓 1 1

57分 0 佐藤　大誠 11 MF MF 10 高　宇洋 1 1

0 山下　勇希 14 MF MF 14 郡司　篤也 3 3 68分

0 本間　椋 9 FW FW 12 太田　貴也 1 2 2 57分

廣木　零 16 GK GK 17 北畠　新輝

15 0 柳田　竜成 3 DF DF 2 桧山　悠也

真辺　庸介 4 DF DF 16 今村　直也

秋元　星人 5 MF FW 9 野本　幸太 0 14

6 2 2 星野　蒼馬 8 MF FW 11 村上　弘有 2 2 12

11 0 佐相　壱明 13 FW FW 15 松尾　勇佑

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 藤島　崇之 朝岡　隆蔵 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

5 1 6 シュート 12 5 7

5 4 9 GK 5 3 2

1 1 2 CK 3 0 3

5 5 10 直接FK 3 1 2

0 1 1 間接FK 0 0 0

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

30分 市立船橋 12 太田　貴也 3 中央-3 4 ～ 中央-2 → 中央-3 10 ２タッチ以上 → 中央-2

8 ２タッチ以上 → 右-1 3 ～ → 中央-1 12 ２タッチ以上

Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 38:30 (3:30)、 後半 39:22 (4:22)、 試合所要時間 01:17:52

[備考]クーリングブレイク前後半実施
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年 月 日 ( ) ）

52 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

初出場でベスト4と快進撃を続ける昌平と超高校級のレベルで優勝候補の市立船橋が対戦する注目の一戦となった。序
盤から両チーム３ラインをコンパクトに保ち，相手にスペースを与えない守備でボール奪取を図る。市立船橋は，狭いス
ペースでも高い技術でボールを動かしながらスペースをこじ開けながらチャンスを作る。対する昌平は，ミドルサードでMF
⑩松本とMF⑭山下が中央に絞り，中央でパスを繋ぎながらサイドの空いたスペースをサイドバックが攻撃参加しゴールを
目指すが，最後のところで市立船橋のDF⑤杉岡とDF⑦原を中心とした堅い守備により，良い状態でシュートを打たせても
らえず決定機を作ることが出来ない。市立船橋は，前半30分にDF③真瀬がサイドを突破し，正確なクロスにFW⑫太田が
飛び込み先制。勢いをつけて前半を折り返す。後半昌平は，守備に奔走するもスタミナを消費させられ足が止まり始める。
市立船橋は，正確なパスワークとハードワークで相手DFの背後を狙い昌平ゴールに押し寄せる。さらに長身のFW⑪村上
の投入により，市立船橋は空中戦で主導権を握り，セットプレーやポストプレーから決定機を作るも昌平の粘り強い守備に
より阻まれる。昌平は選手交代により試合の流れを変えようとするが，市立船橋の安定した守備によりペナルティーエリア
に侵入することができず無得点のまま試合が終了。安定した守備と個々の技術の高さで試合の主導権を握った市立船橋
が決勝進出を果たした。昌平は，初出場ながら高い技術と落ち着いたパスワークで，今大会素晴らしい攻撃を見せた。

記載責任者 所属（ 三重県立桑名北高等学校 氏名（ 野澤　明宏

基本システム 基本システム

月 11:00 kick off

0 1

＝ Match  Report ＝ 

準決勝戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園第一球技場

マッチNo.【

昌平 高校（ 埼玉① 市立船橋 高校（ 千葉②

2016 8 1
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 準決勝 【53】

日時 2016年08月01日 11:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島広域公園補助競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 日比野　真 副審１ 竹田　明弘 副審２ 西村　幹也 第４審判 西山　貴生

運営責任者 重里　求昭 記録担当 藤本　裕史 天候 晴 気温 34.7℃ 湿度 40％

風 微風 観客数 500人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

青森山田高校
（青森）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

1

1
2

流通経済大学付属柏高等学校
（千葉①）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 廣末　陸 1 GK GK 1 西村　紘一 0

0 鍵山　慶司 2 DF DF 2 市川　侑麻 1 1

0 橋本　恭輔 4 DF DF 3 松浦　駿平 1 1

70+5分 0 三国　スティビアエブス 5 DF DF 5 関川　郁万 0 64分

0 小山内　慎一郎 13 DF DF 13 佐藤　輝 0

0 住永　翔 (Cap.) 6 MF MF 6 宮本　優太 1 1

1 1 2 1 郷家　友太 7 MF MF 7 冨永　和輝 1 2 2 58分

70+6分 1 1 嵯峨　理久 8 MF MF 8 本田　憲弥 5 3 2

0 高橋　壱晟 10 MF MF 12 宮坂　昂輝 0 39分

35+4分 0 天笠　泰輝 17 MF MF 15 関　大和 (Cap.) 1 1

0 鳴海　彰人 11 FW FW 11 古谷　三国 2 2 44分

坪　歩夢 12 GK GK 17 薄井　覇斗

5 0 小山　新 3 DF MF 4 熊澤　和希

住川　鳳章 14 MF MF 10 菊地　泰智 0 5

堀　脩大 16 MF MF 14 加藤　千尋 1 1 11

17 0 佐々木　快 9 FW FW 9 中村　翼 0 12

8 0 黒田　凱 15 FW FW 16 河西　守生 1 1 1 7

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 黒田　剛 榎本　雅大(監督代行) 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
15分 警 15 関　大和 反ｽﾎﾟｰﾂ

42分 警 11 古谷　三国 ラフ

1 2 3 シュート 15 8 7

4 4 8 GK 3 2 1

0 0 0 CK 4 1 3

5 6 11 直接FK 12 6 6

1 1 2 間接FK 0 0 0

1 1 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

9分 流通経済大柏 7 冨永　和輝 右-3 13 直接ＦＫ ↑ 相手FP Ｈ こぼれ球 中央-1 7 ワンタッチプレー

右足Ｓ

66分 青森山田 7 郷家　友太 9 右-2 2 ２タッチ以上 ↑ 中央-1 9 Ｈ 7 ワンタッチプレー 左足Ｓ

70+3分 流通経済大柏 16 河西　守生 右-2 14 → 中央-1 8 ～ 右足Ｓ ポスト返り 16 ワンタッチプレー

右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 40:14 (5:14)、 後半 42:08 (7:08)、 試合所要時間 01:22:22

[備考]クーリングブレイク前後半とも実施
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年 月 日 ( ) ）

53 】

） vs ）

0 ‐ 1
1 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

準決勝全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広域公園補助競技場

マッチNo.【

青森山田 高校（ 青森 流通経済大柏 高校（ 千葉①

2016 8 1 月 11:00 kick off

1 2

基本システム 基本システム

立ち上がり，流通経済大柏は動き出しの速さから，ロングボールのこぼれ球を拾い，ドリブル突破などで青森山田の右サ
イドを突破しチャンスを作る。対する青森山田は，ビルドアップしながらサイドを変え，相手の背後を突こうとするも，流通経
済大柏の前からのハイプレッシャーにつかまりうまく攻撃できない。すると，9分流通経済大柏はFKからヘディングの競り合
いのこぼれ球をMF⑦冨永がダイレクトでミドルシュートを放ち先制点を奪う。その後も流通経済大柏のFW⑫宮坂やFW⑪
古谷の前線からのプレッシャーが効き試合を優位に進めた。前半終了間際の選手交代により，青森山田はシステムを2
トップに変更し後半に望む。後半に入り，流通経済大柏はFWの2人を選手交代し，前半に続き前線から速いプレスをかけ
高い位置でボールを奪い攻撃を仕掛ける。対する青森山田はFW⑪鳴海が徐々にDFの裏を取り出し相手エリアに迫るも
シュートを打つまでには至らない。お互いロングボールが増え一進一退の攻防が続く中，66分青森山田がFKからのリス
タートをサイドに展開し，クロスの折り返しを冷静に決め同点とする。しかし，アディショナルタイムに流通経済大柏はカウン
ターから逆転ゴールを決め，接戦をものにした。

記載責任者 所属（ 広島県立広島工業高校 氏名（ 米田　徹
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　男子 決勝戦 【54】

日時 2016年08月02日 14:00 試合形式 70分 延長20分 PK戦 会場 エディオンスタジアム広島

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 西山　貴生 副審１ 西村　幹也 副審２ 熊谷　幸剛 第４審判 石丸　秀平

運営責任者 辻　邦浩 記録担当 六郎　真暁 天候 晴 気温 32.5℃ 湿度 51％

風 微風 観客数 7,514人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

船橋市立船橋高等学校
（千葉②）

1

1

0

前半

後半

0

0
0

流通経済大学付属柏高等学校
（千葉①）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 井岡　海都 1 GK GK 1 西村　紘一 0

0 真瀬　拓海 3 DF DF 2 市川　侑麻 0

0 杉岡　大暉 (Cap.) 5 DF DF 3 松浦　駿平 0

0 原　輝綺 7 DF DF 5 関川　郁万 2 1 1

0 杉山　弾斗 13 DF DF 13 佐藤　輝 0

0 金子　大毅 4 MF MF 6 宮本　優太 1 1

0 阿久津　諒 6 MF MF 7 冨永　和輝 0 58分

70+4分 1 1 2 西羽　拓 8 MF MF 8 本田　憲弥 (Cap.) 0

0 高　宇洋 10 MF MF 10 菊地　泰智 3 1 2

67分 1 1 野本　幸太 9 FW MF 14 加藤　千尋 1 1 67分

2 1 3 1 村上　弘有 11 FW FW 9 中村　翼 0 58分

北畠　新輝 17 GK GK 17 薄井　覇斗

桧山　悠也 2 DF MF 4 熊澤　和希 0 14

今村　直也 16 DF MF 12 宮坂　昂輝 2 2 9

8 0 郡司　篤也 14 MF FW 16 河西　守生 2 2 7

9 0 太田　貴也 12 FW

松尾　勇佑 15 FW

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 朝岡　隆蔵 榎本　雅大(監督代行) 時間 種別 番号 選手名 理由

66分 警 6 阿久津　諒 遅延行為
後半前半 チーム合計 前半後半

50分 警 13 佐藤　輝 ラフ

61分 警 6 宮本　優太 ラフ

3 3 6 シュート 11 3 8

10 2 12 GK 9 7 2

0 0 0 CK 7 4 3

4 6 10 直接FK 11 0 11

0 1 1 間接FK 4 2 2

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 2 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

35+2分 市立船橋 11 村上　弘有 9 左-3 5 → 4 ２タッチ以上 ↑ 左-1 8 ～ 中央-1

相手FP カット こぼれ球 9 ～ ↑ 11 ワンタッチプレー 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 39:17 (4:17)、 後半 42:19 (7:19)、 試合所要時間 01:21:36

[備考]クーリングブレイク前後半とも実施
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年 月 日 ( ) ）

54 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

決勝戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島広域公園エディオンスタジアム広島

マッチNo.【

市立船橋 高校（ 千葉② 流通経済大柏 高校（ 千葉①

2016 8 2 火 14:00 kick off

1 0

基本システム 基本システム

　千葉県決勝戦と同じ顔合わせになった全国総体決勝戦。市立船橋は前線の選手のメンバー変更はあったが、これまで
と同じようにMF④金子を両CBの間に入れて3バックのようなかたちを形成し、両サイドバックを押し出すかたちをとりたい
が、流通経済大柏が中央を厚くした１-４－２－２－２の布陣から、DFラインとボール局面に連続的にプレッシャーをかけて
くるために、サイドバックを押し出すことが出来ず逆に４バックにMF④金子が落ちた５バックのような状態となり、ボールを
前に進めることができない。　流通経済大柏は、中央を厚くした布陣を活かすために奪ったボールを攻撃時に３トップ気味
になる前線に供給し、スピーディーな切り替えからセンカンドボールを奪取し、さらに深いスペースに送りこみ前線の運動
量を活かした攻撃でゴールを目指す。市立船橋は、前半のクーリングブレイク後に流通経済大柏のプレスが少し緩んだ瞬
間を逃さず、両サイドバックを押し出し、幅を活かした攻撃から前半アディショナルタイムに先制する。
後半に入っても試合の様相は変わらなかったが、１点を追う流通経済大柏はクーリングブレイク後にMF⑫宮坂、FW⑯河
西を投入、DF③松浦を前線に上げパワープレーでゴールに迫ろうとする。しかし、市立船橋のDF⑤杉岡、⑦原を中心とし
た組織的な堅い守備に跳ね返され続け、得点を奪うことが出来ない。両チームともに試合終了まで集中を切らさず、決勝
戦にふさわしい非常に緊張感のある好ゲームとなった。前半の一瞬の隙を突いた市立船橋の試合巧者ぶりが光る戦いで
あった。

記載責任者 所属（ 広島市立沼田高等学校 氏名（ 井手　豊
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四 国 香川

広 島 文 教

）

）

）

/

/

/

1

平成28年度 全国高等学校総合体育大会サッカー競技大会

【 女 子 結 果 】

桜 の 聖 母 学 院 東北② 福島 2

日 ノ 本 学 園 近畿① 兵庫

3

前 橋 育 英 関東② 群馬 4

文 教 大 明 清 北海道 北海道 5

四 学 香 川 西

開催地 広島 6

藤 枝 順 心 東海① 静岡 7

（

（

神 村 学 園 九州① 鹿児島 8

星 槎 国 際 湘 南 関東① 神奈川 9/

開 志 学 園 JSC 北信越 新潟 10

岡 山 県 作 陽 中 国 岡山 11）

/

鎮 西 学 院 九州② 長  崎 12

十 文 字 関東③ 東京 13

）

）

愛知 14

常 盤 木 学 園 東北① 宮城 15

（

）（

）

大 阪 学 芸 近畿② 大阪 16

（

（

（

（

（

（
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優　勝 （ 東海①/静岡 ）

準優勝 （ 中 国/岡 山 ）

第３位 （ 近畿①/兵庫 ）

〃 十文字高等学校 （ 関東③/東京 ）

（ 東海①/静岡 ）

№ Pos フリガナ 学校名 学年

1 GK フクダ　マイ 藤枝順心 3
2 GK ワカバヤシ　ユイ 広島文教 3
3 DF スズキ　アンナ 藤枝順心 3
4 DF トミタ　ミユ 作陽 3
5 DF ハスワ　マコト 作陽 2
6 DF カネヒラ　リサ 日ノ本 2
7 MF チバ　レミナ 藤枝順心 2
8 MF フクタ　ユイ 藤枝順心 3
9 MF マツシマ　イクミ 作陽 3
10 MF キタカタ　サエ 作陽 3
11 MF イトウ　ミク 日ノ本 2
12 MF ヒラツカ　マキ 日ノ本 3
13 MF スズキ　サリ 十文字 3
14 MF ゲンマ　ハヅキ 十文字 3
15 MF ミヤザワ　ヒナタ 星槎国際湘南 2
16 MF シオノ　ミフウ 星槎国際湘南 3
17 MF タキカワ　ユメ 常盤木学園 2
18 FW メハラ　リナ 日ノ本 3
19 FW ムラカミ　マホ 十文字 3
20 FW オキノ　クレア 常盤木学園 2
21 FW イマダ　サラ 藤枝順心 2

平成28年度全国高等学校総合体育大会　サッカー競技　女子

成績および優秀選手

【 成　績 】

福　田　ま　い
若　林　祐　衣
鈴　木　杏　那
冨　田　実　侑
蓮　輪　真　琴

平　塚　万　貴
鈴　木　紗　理
源　間　葉　月
宮　澤　ひなた

金　平　莉　紗
千　葉　玲海菜
福　田　ゆ　い
松　島　育　美
北　方　沙　映

（公財）全国高等学校体育連盟サッカー専門部サッカー専門部　技術委員会選出

藤枝順心高等学校

岡山県作陽高等学校

藤枝順心高等学校

フェアープレー賞

【大会優秀選手】

以上　21名

氏名

日ノ本学園高等学校

今　田　紗　良

塩　野　海　風
滝　川　結　女
目　原　莉　奈
村　上　真　帆
沖　野　くれあ

伊　藤　美　玖
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 １回戦 【1】

日時 2016年07月29日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 百瀬　一利 主審 加藤　歩美 副審１ 竹下　聖 副審２ 吉田　瑞希 第４審判 中野　真聖

運営責任者 荒木　道彦 記録担当 宮崎　祐至 天候 曇 気温 31.4℃ 湿度 61％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

日ノ本学園高等学校
（近畿①）

6

2

4

前半

後半

0

0
0

桜の聖母学院高等学校サッカー部
（東北②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 米澤　萌香 1 GK GK 1 針生　紗紀愛 0

2 2 1 金平　莉紗 2 DF DF 2 八木沼　紗由 (Cap.) 0

0 松永　未衣奈 3 DF DF 3 小沢　芽衣 0

0 牛島　理子 5 DF DF 13 大波　桃子 0

52分 0 平田　ひなの 16 DF DF 14 鈴木　桜子 0 70分

2 2 平塚　万貴 (Cap.) 7 MF MF 5 南波　満桜 0

51分 0 吉間　かれん 8 MF MF 6 古山　あすか 0 70+2分

ＨＴ 0 髙島　瑞希 11 MF MF 10 安彦　悠花 1 1

1 1 2 伊藤　美玖 6 MF MF 15 小野寺　ゆき 1 1

3 2 5 2 目原　莉奈 10 MF FW 11 黒津　未黎 0

22分 4 4 澁川　鈴菜 13 FW FW 12 加藤　陽子 0

平能　彩佳 12 GK DF 7 小澤　露佳

16 0 杉岡　真里奈 4 DF DF 8 佐久間　実菜

13 5 1 6 1 古庄　和奏 9 MF DF 16 長山　朱 0 6

11 2 2 1 田中　美和 15 MF MF 4 河原田　あかり 0 14

髙橋　雛 17 MF MF 9 小野　彩香

8 1 1 1 宮本　華乃 14 FW MF 17 松本　晴風

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 田邊　友恵 鈴木　尚子 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

14 10 24 シュート 2 1 1

1 0 1 GK 16 8 8

1 3 4 CK 0 0 0

1 2 3 直接FK 8 4 4

0 0 0 間接FK 8 4 4

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 8 4 4

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

2分 日ノ本学園 2 金平　莉紗 6 右CK 6 ↑ 中央-1 2 ＨＳ

32分 日ノ本学園 10 目原　莉奈 9 右-2 5 → 中央-1 9 Ｓ 相手GK こぼれ球 10 右足Ｓ

45分 日ノ本学園 15 田中　美和 9 右-2 6 → 右-1 9 Ｓ 相手GK こぼれ球 15 右足Ｓ

50分 日ノ本学園 9 古庄　和奏 7 左-1 15 → 中央-1 7 Ｓ 相手GK こぼれ球 9 右足Ｓ

61分 日ノ本学園 10 目原　莉奈 14 左-1 4 → 中央-1 14 → 中央-1 10 右足Ｓ

66分 日ノ本学園 14 宮本　華乃 10 右-2 10 → 中央-1 14 ～ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:18 (2:18)、 後半 37:36 (2:36)、 試合所要時間 01:14:54

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

1 】

） vs ）

2 ‐ 0
4 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

、 。

） ）

＝ Match  Report ＝ 

1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 福山市竹ヶ端陸上競技場

マッチNo.【

日ノ本学園 高校（ 近畿① 桜の聖母学園 高校（ 東北②

2016 7 29 木 10:00 kick off

6 0

基本システム 基本システム

　開始からポゼッションしながらボールを繋ぐ日ノ本学園が支配し、試合が進む。前半2分、MF⑥伊藤のコーナーキックか
らDF②金平がヘディングで合わせ、早々に得点。中央から左右のスペースへロングボールや人数をかけての崩しの攻撃
が続く。攻守においてバランスがよく、切り替えも早い。中央からの突破も試みるが、スルーパスの精度に欠け、得点出来
ない時間が続く。桜の聖母学院は、守備に人数をかけ、中央からの攻撃は粘り強く防いでいるが、サイドの崩しからクロス
を上げられる。クリアボールをFW⑪黒津が受けるが、なかなか前に進むことが出来ない。日ノ本学園はFW⑨古庄をトップ
に置き、FW⑩目原・MF⑧吉間のどちらかがフリーとなり、攻撃の起点を作る。相手の攻撃になっても、DF②金平・DF③松
永がしっかりとディレイし、落ち着いて対応していた。後半、桜の聖母学院は、２トップも引き気味に対応し、前半より守備
の対応が良くなる。しかし、守備に人数をかけているため、攻撃になかなか繋げることが出来ない。運動量の豊富な日ノ本
学園は、両サイドバックもオーバーラップするなど攻撃のバリエーションも増え、後半４点を奪う。5連覇を狙う日ノ本学園
は、力の差を見せつけた。クロスの守備の対応と攻撃の関わりが課題である桜の聖母学院の今後の成長を期待したい。

記載責任者 所属（ 広島：山陽女学園高等部 氏名（ 阿部　美帆
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 １回戦 【2】

日時 2016年07月29日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 みよし運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 石崎　一樹 主審 松浦　波瑠夏 副審１ 山内　恵美 副審２ 田中　真輝 第４審判 阿部　美季

運営責任者 佐々木　新二 記録担当 安藤　鷹斗 天候 晴 気温 31.2℃ 湿度 60％

風 微風 観客数 324人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

四国学院大学香川西高等学校女子サッカー部

（四国）
2

1

1

3

前半

後半

PK戦

1

1

4

2
群馬育英学園私立前橋育英高等学校女子サッカー部

（関東②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 渡邉　真衣 1 GK GK 1 小暮　千晶 0

0 久米　佑妃 2 DF DF 2 塩浦　菜々美 0

0 村尾　ほのか 5 DF MF 3 勅使河原　美涼 1 1 42分

0 三宅　唯愛 13 DF DF 4 安達　雅 1 1

61分 0 久山　玲奈 6 MF DF 5 星野　志穂 0

1 1 松本　梨桜 7 MF MF 6 富沢　亜友 0

0 丸井　美奈 (Cap.) 8 MF MF 7 内田　樹里 2 2

1 1 1 毛利　華美 10 MF MF 9 鈴木　悠由 (Cap.) 0

0 猿澤　桃佳 15 DF MF 10 久保田　明未 1 2 1 1

1 1 1 豊田　絢菜 11 FW FW 11 塩谷　瑠南 2 2 62分

0 石川　結 16 FW FW 14 島袋　奈美恵 1 5 2 3

豊田　眞綾 3 DF MF 8 中西　萌衣 0 11

小谷　芹奈 4 DF GK 12 本園　紗英

6 0 中村　裕依 9 FW FW 13 松丸　かなた 4 4 3

野上　紗希 12 MF DF 15 塩崎　裕衣

伊藤　江那 14 MF MF 16 春山　沙音

小林　莉緒 17 GK MF 17 後藤　亜瑞

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 菊地　亜紗子 大手　真智子 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

1 2 3 シュート 17 4 13

8 4 12 GK 4 3 1

1 1 2 CK 5 3 2

2 1 3 直接FK 6 3 3

0 1 1 間接FK 1 0 1

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

3分 四学香川西 11 豊田　絢菜 16 中央-3 16 → 11 右足Ｓ

19分 前橋育英 14 島袋　奈美恵 中央-2 × こぼれ球 14 ～ 右足Ｓ

70+1分 四学香川西 10 毛利　華美 7 右-2 7 ～ → 10 右足Ｓ

70+2分 前橋育英 10 久保田　明未 左-2 10 ～ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

四学香川西 先 10 ○ 13 × 5 ○ 11 ○ 8 ×

前橋育英 9 ○ 14 ○ 2 ○ 7 ○

[試合時間] 前半 36:07 (1:07)、 後半 39:30 (4:30)、 試合所要時間 01:15:37

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

2 】

） vs ）

1 ‐ 1
1 ‐ 1

‐
‐

3 PK 4

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ みよし運動公園陸上競技場

マッチNo.【

四学香川西 高校（ 四国 前橋育英 高校（ 関東②

2016 7 29 金 10:00 kick off

2 2

基本システム 基本システム

前橋育英はFW⑪塩谷、FW⑭島袋の両FWにボールを集めるシンプルな展開。四学香川西はMF⑧丸井、MF⑩毛利がリズ
ムを作り、丁寧にボールをつないでいく。前半開始3分、前橋育英の一瞬の隙をつき、スローインからMF⑩毛利のパスを
FW⑪豊田絢が抜け出し、ゴールを決める。四学香川西は緩急のある動きをするMF⑦松本の突破力を活かしたサイド攻撃
から運動量豊富なFW⑪豊田絢にボールを配給する。リズムを作りたい前橋育英ではあるが、2トップの動きが単調であ
り、また四学香川西のDFの寄せが早いためなかなかボールを収めることが出来ない。19分MF⑩久保田から流れたボー
ルをFW⑭島袋が抜け出しゴールに流し込み同点とする。前橋育英の単調な攻撃に対して、四学香川西は落ち着いてブ
ロックを作り、しっかりと跳ね返す。ボールへの寄せの早さ、そして的確なポジショニングを取り、背後へボールを送らせな
い。後半、前橋育英はサイドからの展開を多くし、四学香川西のDFを揺さぶるが、四学香川西DF②久米、DF⑬三宅の両
センターバックが落ち着いて対応し得点を与えない。前橋育英は左サイドDF⑨鈴木のオーバーラップ、MF⑩久保田の突
破等で打開を試みるが、詰めが甘く得点には結びつかない。アディショナルタイム、四学香川西がカウンターで得点を挙げ
突き放したが、2分後同様に前橋育英もカウンターで抜け出し同点とする。お互いに最後まで諦めずに、ボールを追い続け
たが、PK戦により前橋育英が2回戦への進出を決めた。両センターバックを中心にコンパクトな守備で粘り強く対応した四
学香川西だったが、時間帯を考えた守備が徹底出来なかったことが悔やまれる結果となった。

記載責任者 所属（ 東京：成立学園高等学校 氏名（ 中野　進治
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 １回戦 【3】

日時 2016年07月29日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 東広島運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 床爪　克至 主審 梶山　芙紗子 副審１ 中本　早紀 副審２ 善福　梨央 第４審判 西川　万絢

運営責任者 瀬越　徹 記録担当 藤本　裕史 天候 曇 気温 37.7℃ 湿度 34％

風 弱 観客数 250人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

北海道文教大学明清高等学校女子サッカー部

（北海道）
1

0

1

4

前半

後半

PK戦

0

1

5

1
広島文教女子大学附属高等学校

（開催地）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 山田　二千華 1 GK GK 1 若林　祐衣 0

0 本間　詩帆 4 DF DF 2 磯田　尭那 0

0 脇田　紗弥 6 DF DF 3 長野　栞奈 0

70+2分 0 太田　涼日 7 DF DF 4 真田　彩葉 0

0 北村　里菜 13 DF DF 5 河井　美月 3 1 2

0 小野寺　珠里 3 MF MF 6 沖土居　咲希 (Cap.) 1 1

0 林　穂乃花 8 MF MF 7 中塚　沙希 2 1 1

0 大谷　琉晏 17 MF MF 8 高島　絢音 1 1

1 1 1 祖根　希林 11 MF MF 10 中澤　楓花 0

0 江藤　穂乃夏 9 FW FW 9 前田　香名子 4 4 43分

1 1 2 合田　蒼乃 (Cap.) 10 FW FW 11 伊藤　玲奈 3 2 1

岩瀬　葵 2 DF GK 12 湯浅　里香子

7 0 加村　ななみ 5 MF DF 17 神谷　佳穂

菅野　美玖 14 MF MF 14 橘高　海音

濱野　夏美 12 FW MF 16 臼井　菜々子

菅原　伶菜 16 FW FW 13 神門　泰奈 1 1 1 9

FW 15 藤　亜由美

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 清野　訓靖 坂田　恵 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

2 1 3 シュート 15 9 6

3 10 13 GK 6 3 3

3 0 3 CK 5 1 4

1 2 3 直接FK 3 2 1

1 0 1 間接FK 1 0 1

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

40分 文教大明清 11 祖根　希林 11 中央-1 × Ｓ

45分 広島文教 13 神門　泰奈 11 11 左-2 → 13 中央-1 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

文教大明清 先 8 × 5 × 17 ○ 9 ○ 10 ○ 6 ○ 11 ×

広島文教 3 ○ 8 × 5 ○ 7 ○ 6 × 4 ○ 13 ○

[試合時間] 前半 36:23 (1:23)、 後半 37:40 (2:40)、 試合所要時間 01:42:00

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

3 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 1

‐
‐

4 PK 5

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

前半立ち上がりは両チームともシンプルに前線を狙っていたが、広島文教が先にサイドを崩し始める。FW⑨前田の飛び出
しやSH⑦中塚、SB④真田のドリブルなど左サイドから仕掛け、クロスやシュートなど得点チャンスを作り出す。北海道文教
は１ボランチのMF⑧林がバイタルエリアを埋めサイドを使わせる守備をし、SB⑥脇田の粘り強い１対１やCB④本間のカ
バーリングの良さでボールをはじき出す。MF⑧林が球際で粘って奪ったボールをFW⑩合田を起点に右サイドから攻め込
むがシュートまではいけない。両チームとも相手守備陣のパスミスや判断ミスを見逃さずシュートを打つシーンもあったが
決めきれずに前半が終わる。後半に入ると、立ち上がりは北海道文教がシュートまでいく勢いがあり、その流れで得たCK
で、MF⑪祖根がこぼれを押し込み先制する。先制したことで少し余裕が生まれパス回しにも落ち着きが見られるように
なった。広島文教は失点が後、代わって出場したFW⑬神門がミドルシュートを決め同点に追いつくと、サイドからの攻撃が
再度増えるようになったが、前半と同じくアタッキングサードでスピードが失速しフィニッシュまではいけない。そのままの流
れで後半が終了し、PK戦の末，広島文教が勝利した。

記載責任者 所属（ 岡山：高梁日新高等学校 氏名（ 山川莉々加

基本システム 基本システム

金 10:00 kick off

1 1

＝ Match  Report ＝ 

１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 東広島運動公園陸上競技場

マッチNo.【

文教大明清 高校（ 北海道 広島文教 高校（ 開催地

2016 7 29
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 １回戦 【4】

日時 2016年07月29日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島県立びんご運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 吉岡　太平 主審 朝倉　みな子 副審１ 田中　よしこ 副審２ 田井　楓 第４審判 八重垣　真

運営責任者 田中　克昌 記録担当 花﨑　岳 天候 晴 気温 30.1℃ 湿度 62％

風 微風 観客数 250人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

藤枝順心高等学校サッカー部
（東海①）

1

1

0

前半

後半

0

0
0

神村学園高等部女子サッカー部
（九州①）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 福田　まい 1 GK GK 1 中原　冴彩 0

0 山本　さゆり 2 DF DF 2 宮園　華 0 ＨＴ

0 鈴木　杏那 3 DF DF 3 吉田　衣里 0

0 森藤　凛 16 DF DF 4 佐久間　伊代 0

63分 0 大村　琴美 4 MF DF 5 乘越　令奈 1 1

56分 1 1 上田　桃 5 MF MF 6 中原　藍 0 62分

1 1 千葉　玲海菜 9 MF MF 8 池田　千織 0

1 1 福田　ゆい (Cap.) 10 MF MF 10 園田　悠奈 1 1

47分 0 塩見　愛香 8 FW MF 14 小川　愛 (Cap.) 0

1 1 1 今田　紗良 11 FW FW 9 日迫　穂 0 45分

0 並木　千夏 15 FW FW 11 淺井　智恵 0

木稲　瑠那 12 GK GK 13 西川　絵理菜

4 0 青木　なつみ 13 DF DF 16 鵜木　瑠南 0 2

田中　愛梨 17 MF DF 17 新城　葉月

遠藤　梨子 6 FW MF 12 野見山　優子

5 0 土屋　佑津季 7 FW FW 7 前野　乃愛 0 9

8 0 江刺　亜摘 14 FW FW 15 豊満　明穂 0 6

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 多々良　和之 寺師　勇太 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

1 3 4 シュート 2 0 2

2 1 3 GK 9 2 7

0 3 3 CK 5 2 3

2 1 3 直接FK 11 4 7

1 0 1 間接FK 3 2 1

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

6分 藤枝順心 11 今田　紗良 15 15 ～ ↑ 11 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:10 (1:10)、 後半 39:20 (4:20)、 試合所要時間 01:15:30

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

4 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　　　１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島県立びんご運動公園 陸上競技場

マッチNo.【

藤枝順心 高校（ 東海① 神村学園 高校（ 九州①

2016 7 29 金 10:00 kick off

1 0

基本システム 基本システム

藤枝順心は、1-4-3-3のシステムでキックオフ直後からDFラインの背後をつくボールを多用し、中盤を真広くしながらセカン
ドボールを拾い、素早いサイドチェンジで攻撃の活路を見出す。一方の神村学園は、1-4-4-2のシステムでハーフライン上
から守備ブロックを形成し、好機をうかがう。藤枝順心が少ないタッチで徐々に中盤を支配し、前半6分、MF⑲並木の右サ
イドからのスルーパスにFW⑪今田が素早く反応し、先制する。神村学園は2トップの前線が孤立し、ボールを奪えず決定機
のないまま前半終了。後半に入り、運動量で勝る神村学園はラインを押し上げ、高い位置からコースを限定。セカンドボー
ル、ルーズボールを奪い、シンプルな球出しからDFラインの背後を突き、攻勢に出る。しかし、チャンスをつくり、シュートま
で持ち込むものの藤枝順心GK①福田の堅守に阻まれ得点には至らなかった。暑さも手伝い両チームとも攻撃、守備の時
間帯がはっきり別れたゲーム内容であった。開始直後のチャンスを確実に得点に結びつけた藤枝順心が2回戦進出を決め
た。

記載責任者 所属（ 宮城：聖和学園高等学校 氏名（ 国井　精一
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 １回戦 【5】

日時 2016年07月29日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 百瀬　一利 主審 曽根　未宇 副審１ 長浜　杏名 副審２ 廣田　奈美 第４審判 倉橋　武人

運営責任者 荒木　道彦 記録担当 宮崎　祐至 天候 晴 気温 31.9℃ 湿度 55％

風 微風 観客数 160人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

星槎国際高等学校　湘南
（関東①）

3

0

3

前半

後半

0

0
0

開志学園ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ高等部

（北信越）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 鹿島　栞 16 GK GK 17 高橋　夏純 0

0 夏目　萌由 2 DF DF 4 村上　奈央 0

0 吉田　実来 3 DF DF 10 守屋　栞奈 (Cap.) 1 1

0 渋谷　巴菜 4 DF MF 2 太田良　純香 0 39分

0 百武　初樹 5 DF MF 5 奥　翔瑞 0

1 1 百瀬　碧依 6 MF MF 7 山上　ひとみ 0

69分 4 3 7 1 宮澤　ひなた 9 MF MF 8 今野　瞳 2 2

1 1 塩野　海風 10 MF FW 6 中貝　夢 1 1

2 2 山室　佳代 (Cap.) 11 MF FW 9 山岸　夢歩 0 61分

69分 0 杉山　華乃 7 FW FW 11 近藤　彩優子 0

2 1 3 2 加藤　もも 14 FW FW 14 日永田　恵和 0 35分

浅越　千裕 1 GK GK 1 中澤　未也美

江原　奏音 8 MF DF 3 栗原　優

望月　今日 12 MF DF 12 間宮　あさひ 1 1 2

9 0 安保　舞美 13 FW FW 13 川原　麗 0 14

7 1 1 新山　ひかる 15 FW MF 15 羽田　歩美

喜多村　未来 17 DF FW 16 高村　未海 0 9

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 柄澤　俊介 鈴木　聡 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

10 5 15 シュート 5 0 5

4 3 7 GK 7 3 4

0 4 4 CK 3 1 2

3 4 7 直接FK 3 1 2

0 0 0 間接FK 8 4 4

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 8 4 4

0 3 3 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

36分 星槎国際 14 加藤　もも 7 中央-3 14 → 中央-2 7 → 中央-1 14 右足Ｓ

50分 星槎国際 9 宮澤　ひなた 中央-2 14 ↑ 相手FP Ｈ ミス 中央-1 9 右足Ｓ

64分 星槎国際 14 加藤　もも 7 右-2 3 → 中央-2 7 → 中央-1 14 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:58 (2:58)、 後半 39:06 (4:06)、 試合所要時間 01:17:04

[備考]クーリングブレイク前後半実施
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年 月 日 ( ) ）

5 】

） vs ）

0 ‐ 0
3 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

星槎国際はしっかりボールを動かしながら相手を観て判断し、立ち上がりから効果的にサイドのスペースを突く。一方の開
志学園は同様に相手を観てボールを動かそうとするが、前線からのハイプレスに対してボールを引っ掛けてしまうことが
多くなる。星槎国際は前線と中盤の選手がハードワークして攻守の一体化を繰り返す。相手のハイラインに対して2列目か
らの飛び出しや、同サイドのサイドバックが効果的に関わりながら、GKとDFラインの間のクロスや深い位置からのクロスで
チャンスを作り出す。しかし、フィニッシュの精度を欠き、得点することができない。開志学園も最後のところは身体を張り、
前半は星槎国際のペースではあったが0-0で折り返す。後半開始直後に星槎国際が先制点を挙げて、ゲームの流れがよ
り星槎国際のペースとなる。星槎国際は先制点を挙げてからはしっかりと3ラインを形成しブロックを作って守備をする。先
制を許した開志学園は相手DFの隙間を縫って攻撃に出るが、攻略が出来ず無得点に終わった。星槎国際は全体的にも
しっかりとハードワークし、MF⑩塩野・MF⑪山室・MF⑦杉山がゲームをつくり、FW⑨宮沢が攻撃の起点となり、その後も追
加点を挙げて3－0で勝利したゲームであった。開志学園はビハインドを背負ってから効果的な中央突破、仕掛けが増えて
得点チャンスを活かせなかった。星槎国際は攻守の一体化を武器に2回戦も攻守に関わり続けるサッカーを観せて欲し
い。

記載責任者 所属（ 大阪：星翔高等学校 氏名（ 井尻　真文

基本システム 基本システム

木 12:00 kick off

3 0

＝ Match  Report ＝ 

1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 福山市竹ヶ端陸上競技場

マッチNo.【

星槎学園 高校（ 関東① 開志学園JSC 高校（ 北信越

2016 7 29
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 １回戦 【6】

日時 2016年07月29日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 東広島運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 床爪　克至 主審 竹島　みなみ 副審１ 岩本　毬花 副審２ 今野　楓 第４審判 荒木　裕里香

運営責任者 瀬越　徹 記録担当 川村　順平 天候 晴 気温 36.9℃ 湿度 37％

風 弱 観客数 200人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

岡山県作陽高等学校
（中国）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

0

0
0

鎮西学院高等学校女子サッカー部
（九州②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 0 0 藤田　みあ 1 GK GK 1 辻　明日香 0 0 0

0 0 0 冨田　実侑 2 DF DF 2 山本　佳帆美 0 0 0

0 0 0 蓮輪　真琴 3 DF DF 3 小島　聖理奈 0 0 0

0 0 0 森本　紗也佳 5 DF DF 6 牛崎　真子 (Cap.) 0 0 0

1 1 2 1 山﨑　涼帆 8 DF DF 15 田中　里奈 0 0 0 68分

59分 1 0 1 山下　沙耶香 6 MF MF 4 中村　真菜乃 0 0 0

41分 0 0 0 初村　和香 7 MF MF 5 江口　和可奈 0 0 0

0 0 0 松島　育美 (Cap.) 9 MF MF 10 村上　真生 1 1 0

1 4 5 北方　沙映 10 MF MF 12 板倉　楓 0 0 0 29分

68分 1 0 1 田中　莉乃 11 MF FW 9 小池　未慧 1 1 0

24分 0 0 0 山口　日南貴 16 MF FW 11 中村　怜愛 0 0 0

6 0 0 0 浅野　智里 4 DF DF 14 國分　彩加 0 0

7 0 0 0 松丸　綾花 13 DF DF 16 田中　実玖 0 0

0 0 山田　優衣 15 DF MF 13 儀間　綾香 0 0 0 12

11 0 0 0 中村　萌愛 14 MF MF 17 吉野　智奈 0 0

16 1 1 2 越島　杏佳 12 FW FW 7 野中　亜美 0 0 0 15

0 0 牛久保　鈴子 17 FW FW 8 原田　七緒 0 0

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 池田　浩子 川原　武 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

5 6 11 シュート 2 2 0

0 0 0 GK 8 2 6

4 1 5 CK 3 1 2

0 2 2 直接FK 4 1 3

1 1 2 間接FK 7 3 4

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 7 3 4

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

70+2分 作陽 8 山﨑　涼帆 3 3 中央-3 間接ＦＫ ↑ 8 中央-1 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:32 (2:32)、 後半 37:42 (2:42)、 試合所要時間 01:28:12

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

6 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 5 - 1

4 5

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

前半立ち上がりは作陽ペースで試合が進む。SB②冨田のスピードと技術を活かした右サイドからの攻撃で得点を狙うとと
もに、CH⑨松島を起点にしてゲームを組み立てる。また、２トップも楔のボールを受けたり、サイドのスペースに流れたりと
バリエーション豊かに攻撃する作陽優位の展開でスタートした。しかし、鎮西学院も体を張ったディフェンスからゴールは割
らせない。鎮西学院は中盤に５人を配しているが、自陣でボールを奪っても中盤でショートパスをつながず、トップへ直接
パスを出す場面が多い。その繰り返しの中で、FW⑨小池のポストプレーから作陽DFの背後のスペースへ２列目の選手が
飛び出し、シュートを放つシーンもあったが、作陽GK①藤田の好セーブでゴールはならなかった。これが鎮西学院の最大
の得点チャンスであった。その後、膠着状態のまま前半が終了した。後半に入り、作陽は前半同様、SB②冨田のスピード
を活かしたサイド攻撃で局面の打開を図る。しかし、サイドを崩すもフィニッシュの精度を欠き、得点には至らない。特に、
ヘディングシュートが枠を捉えないことが多かった。逆に、守備の時間が長くなった鎮西学院はFW⑨小池をターゲットに
ボールを配球するパターンに終始し、攻め手を欠く。ルーズボールに対しては、作陽の選手の方が体の使い方が上手く、
マイボールにする回数が多かった。全体としては、主導権を握り攻勢をかける作陽に対し、鎮西学院が粘り強く守り抜くと
いうゲーム展開であった。このままスコアレスで試合終了かと思われた後半アディショナルタイムに作陽がフリーキックか
らゴール前に上げられたボールをCB⑧山﨑がヘディングでゴール。これが決勝点となり、作陽が２回戦に進出した。

記載責任者 所属（ 広島県立廿日市高等学校 氏名（ 佐伯　康史

基本システム 基本システム

金 12:00 kick off

1 0

＝ Match  Report ＝ 

１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 東広島運動公園陸上競技場

マッチNo.【

岡山県作陽 高校（ 中国 鎮西学院 高校（ 九州②

2016 7 29
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 １回戦 【7】

日時 2016年07月29日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 みよし運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 石崎　一樹 主審 山口　鈴佳 副審１ 徳永　光恵 副審２ 大村　遥 第４審判 川上　藍

運営責任者 佐々木　新二 記録担当 安藤　鷹斗 天候 晴 気温 35.7℃ 湿度 45％

風 微風 観客数 294人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 乾燥

十文字高等学校
（関東③）

KICK OFF

5

0

5

前半

後半

0

1
1

聖カピタニオ女子高等学校
（東海②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 川端　涼朱 1 GK GK 1 矢野　真優香 0

0 冨田　美波 3 DF DF 3 渡邉　華菜 0

0 熊谷　明奈 4 DF DF 4 鹿島　明莉 0 69分

68分 0 足立　琴音 6 DF DF 6 赤井　小夏 (Cap.) 0

0 井上　萌 12 DF DF 17 北市　春風 0

46分 1 1 豊原　彩葉 16 DF MF 2 小森　結奈 0

54分 0 鈴木　紗理 7 MF MF 7 若井　南奈 0 50分

1 1 1 蔵田　あかり 8 MF MF 8 大瀧　まゆう 0

3 1 4 2 源間　葉月 9 MF MF 10 鈴木　瑞憂 0

3 5 8 1 村上　真帆 (Cap.) 10 FW MF 15 川上　紗於里 0

ＨＴ 0 中原　さやか 17 FW FW 14 神谷　千菜 1 1

梶井　風薫 2 DF MF 5 安藤　未菜

16 1 1 佐藤　幸恵 5 DF DF 9 小森　愛結

松本　茉奈加 11 MF DF 11 加藤　森音

7 0 佐藤　珠実 13 FW DF 12 西田　緑衣菜 0 4

6 0 淺井　真琴 14 MF FW 13 糸永　舞花 1 1 1 7

17 2 2 瀧澤　千聖 15 FW MF 16 石田　ひかる

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 石山　隆之 多田　利浩 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

10 7 17 シュート 2 0 2

2 0 2 GK 5 3 2

3 3 6 CK 1 0 1

2 3 5 直接FK 3 2 1

0 1 1 間接FK 6 4 2

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 5 3 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

45分 十文字 10 村上　真帆 7 左-2 7 ～ → 10 右足Ｓ

48分 十文字 9 源間　葉月 6 中央-2 6 ～ → 9 ～ 右足Ｓ

49分 十文字 9 源間　葉月 中央-2 9 ～ 右足Ｓ

52分 聖カピタニオ 13 糸永　舞花 6 左-2 6 ～ → 13 ～ 左足Ｓ

63分 十文字 8 蔵田　あかり 10 中央-2 10 ↑ 8 ～ 右足Ｓ

70+3分 十文字 オウンゴール 中央-1 × オウンゴール

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:26 (0:26)、 後半 38:42 (3:42)、 試合所要時間 01:14:08

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

7 】

） vs ）

0 ‐ 0
5 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 2 - 3 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

前半、立ち上がりは一進一退の攻防の中、両チームとも１本ずつシュートを放つが得点には至らず。徐々に十文字がパスを回し主導
権をつかみ、ＭＦ⑧蔵田の右サイドからの突破からチャンスを作る。聖カピタニオも裏を狙って前線にボールを送り、応戦する。中盤で
の激しい攻防はみられるが両チームともシュートにつながらない。十文字がボールを支配する展開が続き、前半31分、十文字はＤＦ⑥
足立の右サイドからの展開からチャンスを作りＦＷ⑩村上がシュートを打つが聖カピタニオＧＫ①矢野がブロックするが、こぼれたボー
ルをシュートまでもっていくが防がれる。その直後ＣＫが2回連続したが得点には至らない。後半、聖カピタニオが押し込んでいく立ち上
がり。ハーフライン付近でのＦＫから聖カピタニオＦＷ⑭川上が十文字ＤＦと競り合いながらシュートを打つが枠を捉えられない。少しず
つ十文字がボールを支配しはじめ聖カピタニオ陣内でのプレーが増していく。後半から交代で入った十文字ＦＷ⑮瀧澤のドリブルから
チャンスをつくり、流れを変える。46分右ＣＫからのボールをＦＷ⑩村上がゴールを決めて先制する。48分、十文字ＤＦ⑥足立が縦パス
をワントラップ後にヒールで流し、追い越して来たＭＦ⑨源間がミドルシュートを決めて追加点。49分ＦＷ⑮瀧澤が右サイドから持ち込ん
だボールをシュートしたがＤＦにはじかれ左サイドに流れたボールを折り返し、ＭＦ⑨源間がシュートを打つ。一度はＧＫに防がれるも押
し込んで3点目。52分聖カピタニオが右ＣＫからＦＷ⑬糸永がシュートを決めて1点を返す。62分十文字のロングフィードに対してＭＦ⑧
蔵田が抜け出しＧＫの位置を確認して冷静にゴールを決めて4点目。72分聖カピタニオＭＦ⑮川上のオウンゴールで十文字に5点目が
入る。十文字は後半、両サイドに広く展開して、長短の縦パスを織り交ぜて積極的にシュートを放つなど多彩な攻撃を魅せた。

記載責任者 所属（ 広島市立沼田高等学校 氏名（ 守田　健

基本システム 基本システム

金 12:00 kick off

5 1

＝ Match  Report ＝ 

　1回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ みよし運動公園陸上競技場

マッチNo.【

十文字 高校（ 関東③ 聖カピタニオ 高校（ 東海②

2016 7 29
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 １回戦 【8】

日時 2016年07月29日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島県立びんご運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 吉岡　太平 主審 藤田　美智子 副審１ 加藤　恭子 副審２ 赤木　陽美 第４審判 八重垣　真

運営責任者 田中　克昌 記録担当 花﨑　岳 天候 晴 気温 31.5℃ 湿度 57％

風 弱 観客数 250人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

常盤木学園高等学校
（東北①）

KICK OFF

1

1

0

7

前半

後半

PK戦

0

1

6

1
大阪学芸高等学校女子サッカー部

（近畿②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 砂田　かほ 12 GK GK 1 石躍　奈々 0

1 1 時田　富由美 2 DF DF 2 岡田　愛海 0

0 佐々木　呼子 3 DF DF 3 三好　李侑 1 1 1

1 1 杉田　めい 4 DF DF 4 平田　栞 0

1 1 1 鈴木　日奈子 (Cap.) 5 MF DF 5 藤澤　みなみ (Cap.) 0

62分 1 1 川北　美空 7 MF MF 6 藤原　早紀 0

1 2 3 滝川　結女 8 MF MF 7 前田　絢香 1 1 52分

0 澁澤　光 13 MF MF 14 高憧　四季 0 ＨＴ

1 1 黒田　茉耶 9 FW MF 17 中西　ふう 0

1 3 4 沖野　くれあ 14 FW FW 9 竹中　ひより 0 ＨＴ

57分 1 1 高橋　亜美 16 FW FW 10 猪亦　玲音 3 2 1

鈴木　あぐり 1 GK GK 12 船守　明日海

内藤　孝穂 6 DF DF 13 細川　真利奈

西村　実莉 15 DF MF 8 清水　千陽 1 1 70+1分 9

柴山　史菜 17 MF MF 11 神谷　育実 0 14

7 0 荻原　優花 10 FW MF 15 谷川　琴音 0 7

16 0 加藤　ゆあ 11 FW MF 16 冨永　愛佳 0 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 阿部　由晴 副島　博志 時間 種別 番号 選手名 理由

18分 警 2 時田　富由美 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

2 11 13 シュート 6 2 4

5 2 7 GK 7 6 1

1 4 5 CK 2 1 1

2 3 5 直接FK 9 6 3

1 0 1 間接FK 0 0 0

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

10分 常盤木学園 5 鈴木　日奈子 14 14 ↑ 5 右足Ｓ

46分 大阪学芸 3 三好　李侑 相手GK こぼれ球 3 Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

常盤木学園 先 9 ○ 4 ○ 10 ○ 3 ○ 5 × 8 ○ 14 ○ 11 ○

大阪学芸 10 ○ 15 ○ 3 ○ 4 × 6 ○ 11 ○ 5 ○ 16 ×

[試合時間] 前半 37:11 (2:11)、 後半 38:50 (3:50)、 試合所要時間 01:16:01

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

8 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐

7 PK 6

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

常盤木学園は1-4-3-3、大阪学芸は1-4-4-2のシステムでスタート。試合開始から両チームともアグレッシブなサッカーを
展開する。DFラインから長いボールを多用し、攻撃時にはFWに4枚、1-4-2-4の形でチャンスを伺おうとする大阪学芸に対
し、中盤から押し上げ、厚みのある攻撃で中盤を徐々に支配した常盤木学園が10分、右サイドのクロスをFW⑭沖野が落と
し、⑤鈴木がミドルシュートを決め、常盤木学園が先制する。その後も常盤木学園MF⑤鈴木、MF⑦川北、MF⑧滝川がシン
プルにボールを動かしながらゲームの主導権を握り、大阪学芸の背後をつくスルーパスを演出する。しかし、チャンスをつく
るも得点に至らず前半を終了。後半は大阪学芸のFW⑩猪亦、FW⑨竹中が前線でおさめ、後半から出場したMF⑪神谷が
スピードを生かして駆け上がりクロスを上げるなど、流れを引き寄せる。そして、46分に中盤でのこぼれ球をDF③三好がミ
ドルシュートを決め、同点に追いつく。その後は一進一退の攻防が続き、両チームともにチャンスを作るも決定機を決めき
れずPK戦に突入。7-6で常盤木学園が勝利し、2回戦進出を決めた。

記載責任者 所属（ 徳島県立鳴門渦潮高等学校 氏名（ 吉成　浩司

基本システム 基本システム

金 12:00 kick off

1 1

＝ Match  Report ＝ 

　　　　１回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島県立びんご運動公園 陸上競技場

マッチNo.【

常盤木学園 高校（ 東北① 大阪学芸 高校（ 関西②

2016 7 29
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 ２回戦 【9】

日時 2016年07月30日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 石崎　一樹 主審 徳永　光恵 副審１ 長浜　杏名 副審２ 山口　鈴佳 第４審判 朝倉　みな子

運営責任者 荒木　道彦 記録担当 宮崎　祐至 天候 晴 気温 30.5℃ 湿度 61％

風 微風 観客数 250人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

日ノ本学園高等学校
（近畿①）

KICK OFF

4

2

2

前半

後半

0

0
0

群馬育英学園私立前橋育英高等学校女子サッカー部

（関東②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 米澤　萌香 1 GK GK 1 小暮　千晶 0

0 金平　莉紗 2 DF DF 2 塩浦　菜々美 1 1

0 松永　未衣奈 3 DF DF 10 久保田　明未 1 1

0 牛島　理子 5 DF DF 4 安達　雅 0 69分

1 1 平田　ひなの 16 DF DF 5 星野　志穂 0

2 2 1 平塚　万貴 (Cap.) 7 MF MF 6 富沢　亜友 0

63分 0 吉間　かれん 8 MF MF 7 内田　樹里 0

70+2分 1 1 田中　美和 15 MF MF 3 勅使河原　美涼 0 50分

1 1 伊藤　美玖 6 MF MF 9 鈴木　悠由 (Cap.) 0

53分 3 3 1 目原　莉奈 10 FW FW 8 中西　萌衣 0 64分

47分 1 1 澁川　鈴菜 13 FW FW 14 島袋　奈美恵 1 1

杉岡　真里奈 4 DF FW 11 塩谷　瑠南

13 3 3 2 古庄　和奏 9 MF GK 12 本園　紗英

15 0 髙島　瑞希 11 MF FW 13 松丸　かなた 0 3

平能　彩佳 12 GK DF 15 塩崎　裕衣 0 4

10 2 2 宮本　華乃 14 FW MF 16 春山　沙音

8 0 髙橋　雛 17 MF MF 17 後藤　亜瑞 0 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 田邊　友恵 大手　真智子 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

7 7 14 シュート 3 0 3

6 0 6 GK 4 1 3

3 0 3 CK 2 1 1

1 1 2 直接FK 7 4 3

0 0 0 間接FK 4 2 2

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 4 2 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

18分 日ノ本学園 7 平塚　万貴 8 中央-2 13 → 右-2 8 → 中央-1 7 ワンタッチプレー 右足Ｓ

21分 日ノ本学園 10 目原　莉奈 13 中央-2 13 ～ → 中央-1 10 ワンタッチプレー 右足Ｓ

70分 日ノ本学園 9 古庄　和奏 6 中央-2 14 → 右-2 6 ↑ 中央-1 9 ＨＳ

70+5分 日ノ本学園 9 古庄　和奏 中央-2 6 カット → 中央-1 9 ～ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:32 (1:32)、 後半 39:45 (4:45)、 試合所要時間 01:16:17

[備考]クーリングブレイク後半のみ実施
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年 月 日 ( ) ）

9 】

） vs ）

2 ‐ 0
2 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

、 。

） ）

立ち上がりから中盤でシンプルにボールを動かし、高い位置をキープする日ノ本学園。対する前橋育英は、MF⑨鈴木から
のフィードにFW⑭島袋、FW⑧中西の2トップが反応し、カウンターを仕掛けるが、日ノ本学園のDF陣の適切な対応にアタッ
キングサードまでなかなかボールを運べない。日ノ本学園は、徐々にゲームを支配し、18分にはMF⑧吉野が前橋育英の
フラットなディフェンスの裏にアーリークロスを入れ、MF⑦平塚が反応し得点する。21分にはFW⑬澁川がドリブルでためを
作り、効果的なクロスを入れ、2点目を挙げる。後半は、前橋育英が中盤からラインを押し上げ、積極的にボールを奪いに
出る。しかし、日ノ本学園は、MF⑥伊藤、MF⑦平塚をからめたトライアングルを作り、長短のパスを織り交ぜ、素早くボー
ルを動かして対応する。日ノ本学園は、29分右サイドからMF⑧吉間の正確なクロスに、途中出場のMF⑨古庄がヘディン
グで合わせ、試合を決定づける。日ノ本学園が終始安定したゲーム内容で、前橋育英に得点のチャンスを与えなかった。

記載責任者 所属（ 宮城：聖和学園高等学校 氏名（ 国井　精一

基本システム 基本システム

土 10:00 kick off

4 0

＝ Match  Report ＝ 

2回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

マッチNo.【

日ノ本学園 高校（ 近畿① 前橋育英 高校（ 関東②

2016 7 30
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 ２回戦 【10】

日時 2016年07月30日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島県立びんご運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 床爪　克至 主審 藤田　美智子 副審１ 山内　恵美 副審２ 今野　楓 第４審判 岩本　毬花

運営責任者 田中　克昌 記録担当 花﨑　岳 天候 晴 気温 31.5℃ 湿度 59％

風 弱 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

広島文教女子大学附属高等学校
（開催地）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

1

1
2

藤枝順心高等学校サッカー部
（東海①）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 若林　祐衣 1 GK GK 1 福田　まい 0

0 磯田　尭那 2 DF DF 2 山本　さゆり 0

0 長野　栞奈 3 DF DF 3 鈴木　杏那 0

0 真田　彩葉 4 DF DF 13 青木　なつみ 0

0 河井　美月 5 DF DF 16 森藤　凛 0

1 1 沖土居　咲希 (Cap.) 6 MF MF 9 千葉　玲海菜 0

1 1 中塚　沙希 7 MF MF 10 福田　ゆい (Cap.) 2 2 70分

0 高島　絢音 8 MF MF 15 並木　千夏 1 2 2

42分 0 中澤　楓花 10 MF FW 7 土屋　佑津季 1 3 1 2 48分

2 2 前田　香名子 9 FW FW 11 今田　紗良 2 1 1 53分

1 1 伊藤　玲奈 11 FW FW 14 江刺　亜摘 1 1 64分

湯浅　里香子 12 GK GK 12 木稲　瑠那

神谷　佳穂 17 DF MF 4 大村　琴美

橘高　海音 14 MF MF 5 上田　桃 0 11

臼井　菜々子 16 MF MF 17 田中　愛梨 0 10

10 0 神門　泰奈 13 FW FW 6 遠藤　梨子 0 7

藤　亜由美 15 FW FW 8 塩見　愛香 0 14

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 坂田　恵 多々良　和之 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

2 3 5 シュート 10 6 4

5 6 11 GK 5 3 2

0 0 0 CK 7 4 3

2 3 5 直接FK 4 2 2

0 2 2 間接FK 3 1 2

0 2 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 1 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

5分 藤枝順心 15 並木　千夏 10 右-1 9 → 10 ～ → 中央-1 15 右足Ｓ

40分 藤枝順心 7 土屋　佑津季 右CK 10 ↑ 中央-1 相手GK こぼれ球 7 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:53 (1:53)、 後半 37:28 (2:28)、 試合所要時間 01:14:21

[備考]

148



年 月 日 ( ) ）

10 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

前半立ち上がりから藤枝順心が、両サイドのスペースを積極的に使いペースをつかむ。5分には右サイドにボールを持ち
出したMF⑩福田からのGKとDFライン間へのグラウンダーのクロスをMF⑮並木が確実に決め、試合の主導権を完全に
握った。しかし、広島文教も8分、藤枝順心のビルドアップ時のパスを奪い、シュートに持ち込むなどFW⑨前田、FW⑪伊藤
のコンビネーションからチャンスを作り出そうとしていた。それでも藤枝順心の攻勢が続き、FW⑦土屋の左サイドを中心に
サイドから度々チャンスを迎えるが、広島文教のGK①若林を中心にゴール前で粘り強い守備を見せ、追加点を許さずに
前半を終了した。後半も藤枝順心のペースが続き、40分にはCKからFW⑦土屋が決め、ほぼ試合を決定づけた。広島文
教も2点目を取られた直後には1回戦でも交代出場から得点したFW⑬神門を入れ、なんとか試合の流れを変えようと試み
る。局面を打開するプレーが増えてきたが、全体的に前線との距離が遠くゴール前までなかなかいけなかった。藤枝順心
が終始ボールを動かしながら試合をコントロールし、準決勝進出を決めた。広島文教もなんとか1点を奪おうとする姿勢に
地元開催の意地を感じさせられた1戦であった。

記載責任者 所属（ 徳島県立鳴門渦潮高等学校 氏名（ 吉成　浩司

基本システム 基本システム

土 10:00 kick off

0 2

＝ Match  Report ＝ 

2回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島県立びんご運動公園陸上競技場

マッチNo.【

広島文教 高校（ 開催地 藤枝順心 高校（ 東海①

2016 7 30
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 ２回戦 【11】

日時 2016年07月30日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 石崎　一樹 主審 松浦　波瑠夏 副審１ 中本　早紀 副審２ 赤木　陽美 第４審判 善福　梨央

運営責任者 荒木　道彦 記録担当 宮崎　祐至 天候 晴 気温 31.8℃ 湿度 60％

風 微風 観客数 250人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

星槎国際高等学校　湘南
（関東①）

1

0

1

前半

後半

0

2
2

岡山県作陽高等学校
（中国）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 鹿島　栞 16 GK GK 1 藤田　みあ 0

0 夏目　萌由 2 DF DF 2 冨田　実侑 1 1

0 吉田　実来 3 DF DF 3 蓮輪　真琴 0

0 渋谷　巴菜 4 DF DF 5 森本　紗也佳 1 1 1

0 百武　初樹 5 DF DF 13 松丸　綾花 0

0 百瀬　碧依 6 MF MF 6 山下　沙耶香 0

1 1 宮澤　ひなた 9 MF MF 8 山﨑　涼帆 3 1 2 70+2分

0 塩野　海風 10 MF MF 9 松島　育美 (Cap.) 1 1 1

2 2 1 山室　佳代 (Cap.) 11 MF MF 10 北方　沙映 5 3 2

64分 0 杉山　華乃 7 FW FW 12 越島　杏佳 0 70+4分

2 2 加藤　もも 14 FW FW 17 牛久保　鈴子 0 42分

浅越　千裕 1 GK DF 4 浅野　智里 0 8

江原　奏音 8 MF DF 15 山田　優衣

望月　今日 12 MF MF 7 初村　和香

7 0 安保　舞美 13 FW MF 11 田中　莉乃 0 17

新山　ひかる 15 FW MF 14 中村　萌愛

喜多村　未来 17 DF MF 16 山口　日南貴 0 12

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 柄澤　俊介 池田　浩子 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

5 0 5 シュート 11 4 7

3 3 6 GK 1 0 1

3 1 4 CK 7 5 2

5 8 13 直接FK 5 2 3

0 2 2 間接FK 0 0 0

0 2 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

46分 作陽 9 松島　育美 6 右-2 5 直接ＦＫ ↑ 相手GK クリア 中央-1 6 Ｓ 相手GK

こぼれ球 9 右足Ｓ

50分 星槎国際 11 山室　佳代 7 右CK 2 ↑ 中央-1 7 Ｈ × 11 左足Ｓ

61分 作陽 5 森本　紗也佳 8 左-1 直接ＦＫ 10 ↑ 中央-1 8 ワンタッチプレー ↑ 5 ワンタッチプレー

左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:26 (1:26)、 後半 40:13 (5:13)、 試合所要時間 01:16:39

[備考]クーリングブレイク後半のみ実施
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年 月 日 ( ) ）

11 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

立ち上がりから両チーム共に守備のハイプレッシャーの攻防が繰り広げられる。星槎国際は、前線からの連動した守備で
ボールを奪い、攻撃に繋げていこうという意図が見られる。また、MF⑩塩野・MF⑪山室を起点にFW⑨宮澤の魅力あるサ
イドからの突破でFW⑦杉山が関わりながら、連動性のある攻撃が見られた。対する作陽は、3ラインの守備のバランスが
良く、しっかりとしたブロックを作り、連動した守備が見られる。攻撃はFW⑩北方のテクニックで時間を作り、関わりながら
攻撃をしていた。両チーム共にハイプレッシャーの守備で、なかなか最終ラインを攻略することが出来ずに前半を終了す
る。後半に入り、両チームともに気温の高い中でもハードワークを欠かさず献身的な守備が続けられる。ゲームが動いた
のは、46分に作陽の直接FKから相手GKがパンチングした後、混戦からのこぼれ球をMF⑨松島のフィニッシュで先制点を
挙げる。対する星槎国際も50分、CKからFW⑦杉山が折り返したボールをMF⑪山室が決め、同点とする。しかし、クールリ
ングブレイク直後の61分に、作陽が獲得した直接FKのこぼれ球をDF⑤森本が決め、勝ち越す。最後まで献身的に星槎国
際も果敢にゴールを目指すがゴールには至らず試合終了となった。両チーム共にハードワークし、チームのために戦って
いることが全面に出た、見ごたえのあるゲームであった。両チームの健闘を称えたい。

記載責任者 所属（ 大阪府：私立星翔高等学校 氏名（ 井尻　真文

基本システム 基本システム

土 kick off

1 2

＝ Match  Report ＝ 

2回戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

マッチNo.【

星槎国際 高校（ 関東① 岡山県作陽 高校（ 中国

2016 7 30
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 ２回戦 【12】

日時 2016年07月30日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 広島県立びんご運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 床爪　克至 主審 加藤　歩美 副審１ 曽根　未宇 副審２ 田中　よしこ 第４審判 梶山　芙紗子

運営責任者 田中　克昌 記録担当 花﨑　岳 天候 晴 気温 31.4℃ 湿度 56％

風 弱 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

十文字高等学校
（関東③）

4

2

2

前半

後半

0

1
1

常盤木学園高等学校
（東北①）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 川端　涼朱 1 GK GK 12 砂田　かほ 0

0 冨田　美波 3 DF DF 2 時田　富由美 0 52分

0 熊谷　明奈 4 DF DF 3 佐々木　呼子 1 1 1

67分 0 佐藤　幸恵 5 DF DF 4 杉田　めい 0

70分 2 2 1 足立　琴音 6 DF MF 5 鈴木　日奈子 (Cap.) 0

0 井上　萌 12 DF MF 7 川北　美空 0 ＨＴ

65分 2 1 3 2 鈴木　紗理 7 MF DF 13 澁澤　光 0

0 蔵田　あかり 8 MF MF 9 黒田　茉耶 1 1

1 1 1 源間　葉月 9 MF FW 11 加藤　ゆあ 0 23分

0 村上　真帆 (Cap.) 10 FW MF 14 沖野　くれあ 1 1

50分 0 中原　さやか 17 FW MF 16 高橋　亜美 0 52分

5 0 梶井　風薫 2 DF GK 1 鈴木　あぐり

豊原　彩葉 16 DF DF 6 内藤　孝穂

6 0 松本　茉奈加 11 MF DF 15 西村　実莉 0 7

淺井　真琴 14 MF MF 8 滝川　結女 1 1 11

7 0 佐藤　珠実 13 FW MF 17 柴山　史菜 0 2

17 1 1 瀧澤　千聖 15 FW FW 10 荻原　優花 1 1 16

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 石山　隆之 阿部　由晴 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

3 4 7 シュート 5 1 4

3 1 4 GK 5 5 0

1 1 2 CK 3 0 3

5 7 12 直接FK 5 3 2

2 2 4 間接FK 3 3 0

2 2 4 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 3 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

11分 十文字 6 足立　琴音 8 左-2 10 ↑ 右-1 8 ～ → 中央-1 6 右足Ｓ

33分 十文字 9 源間　葉月 7 中央-2 7 → 9 ～ 左足Ｓ

49分 十文字 7 鈴木　紗理 8 右-1 3 → 8 ～ ↑ 中央-1 7 左足Ｓ

51分 十文字 7 鈴木　紗理 9 中央-2 10 → 9 ↑ 中央-1 7 左足Ｓ

61分 常盤木学園 3 佐々木　呼子 5 右-2 5 → 中央-1 3 ～ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:26 (2:26)、 後半 38:23 (3:23)、 試合所要時間 01:15:49

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

12 】

） vs ）

2 ‐ 0
2 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）山川　莉々加

基本システム 基本システム

記載責任者 所属（ 岡山：高梁日新高等学校 氏名（

前半、十文字はFW⑩村上を起点にサイドチェンジなどを多用し常盤木に奪いどころを作らせない。一方、常盤木は、FW⑭
沖野のスピードを活かしたショートカウンターで応戦する。十文字は前半終盤にGKの位置を見ていたMF⑨源間がロング
シュートを決め、2-0で前半を折り返す。後半に入っても十文字の運動量は落ちず、ハイプレッシャーを続ける。そのため、
常盤木は守備から攻撃で受け手がリアクションになることが多く、チームとしてフィニッシュまでなかなかいくことができな
い。常盤木のポゼッションが不安定な部分を十文字は見逃さず、クロスや中央突破などで崩しMF⑦鈴木が2点を追加す
る。常盤木は流れを変えようと、2名を同時に投入しボールを回していく。その中でDF③佐々木がミドルシュートで１点を返
すが、その後は互角に戦い4-1で終了となった。両チームとも球際での身体の入れ方やボールの置き所など、個の技術が
高く見ごたえのある試合内容であった。

広島県立びんご運動公園陸上競技場

マッチNo.【

十文字 高校（ 関東③ 常盤木学園 高校（ 東北①

4 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体） 2回戦

2016 7 30 土 kick off 会場（
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 準決勝 【13】

日時 2016年07月31日 10:00 試合形式 70分 PK戦 会場 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田中　良和 主審 梶山　芙紗子 副審１ 松浦　波瑠夏 副審２ 加藤　歩美 第４審判 田中　よしこ

運営責任者 荒木　道彦 記録担当 宮崎　祐至 天候 晴 気温 31.5℃ 湿度 62％

風 微風 観客数 600人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

日ノ本学園高等学校
（近畿①）

1

0

1

前半

後半

0

2
2

藤枝順心高等学校サッカー部
（東海①）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 米澤　萌香 1 GK GK 1 福田　まい 0

0 金平　莉紗 2 DF DF 2 山本　さゆり 1 1

0 松永　未衣奈 3 DF DF 3 鈴木　杏那 0

0 牛島　理子 5 DF DF 13 青木　なつみ 0

0 平田　ひなの 16 DF DF 16 森藤　凛 0

0 伊藤　美玖 6 MF MF 5 上田　桃 1 1 44分

0 平塚　万貴 (Cap.) 7 MF MF 9 千葉　玲海菜 1 2 2

0 吉間　かれん 8 MF MF 10 福田　ゆい (Cap.) 0

47分 0 田中　美和 15 MF FW 11 今田　紗良 0

0 目原　莉奈 10 FW FW 14 江刺　亜摘 1 1

20分 0 澁川　鈴菜 13 FW FW 15 並木　千夏 1 3 1 2

平能　彩佳 12 GK GK 12 木稲　瑠那

杉岡　真里奈 4 DF MF 4 大村　琴美

13 0 古庄　和奏 9 MF MF 17 田中　愛梨

髙島　瑞希 11 MF FW 6 遠藤　梨子 0 8

髙橋　雛 17 MF FW 7 土屋　佑津季

15 1 1 1 宮本　華乃 14 FW FW 8 塩見　愛香 0 68分 5

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 田邊　友恵 多々良　和之 時間 種別 番号 選手名 理由

55分 警 2 金平　莉紗 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

1 0 1 シュート 8 3 5

1 5 6 GK 0 0 0

0 1 1 CK 4 2 2

3 3 6 直接FK 8 5 3

1 0 1 間接FK 2 1 1

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 1 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

46分 藤枝順心 15 並木　千夏 9 中央-3 10 ↑ 右-1 11 ～ → 中央-1 9 →

15 ワンタッチプレー 右足Ｓ

68分 日ノ本学園 14 宮本　華乃 中央-2 10 Ｈ ↑ 14 ～ 右足Ｓ

70+3分 藤枝順心 9 千葉　玲海菜 11 中央-2 2 Ｈ ↑ 中央-1 11 ＨＳ 相手GK バー返り こぼれ球

9 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:40 (1:40)、 後半 38:30 (3:30)、 試合所要時間 01:15:10

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

13 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

。

） ）

＝ Match  Report ＝ 

準決勝全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場

マッチNo.【

日ノ本学園 高校（ 近畿① 藤枝順心 高校（ 東海①

2016 7 31 日 10:00 kick off

1 2

基本システム 基本システム

試合開始から藤枝順心がロングボールを相手DFラインに入れ、押し気味に進める。両チームともDFラインと中盤でポゼッ
ションをしながら常に高い位置を観ているが、FWへのパスコースがなく、ロングボールを多投する展開になる。日ノ本学園
は、FW⑩目原やFW⑬澁川がしっかりと牽制しながらコースを限定し、サイドへ追い込むが、奪った後も藤枝順心のプレッ
シャーが厳しくなかなか前に進むことができない。藤枝順心は、何度も両サイドからの攻撃を試みるが、日ノ本学園のDF
陣が跳ね返す。サイドでの激しい攻防が続く中、お互いに決定機はなく、0-0のまま折り返す。後半も落ち着いてボールを
動かす藤枝順心が45分、右サイドからMF⑪今田が攻撃の起点となり、先制点を演出する。その後もサイド攻撃を繰り返す
藤枝順心に対し、日ノ本学園DF陣も懸命に対応し、高い位置でボールを奪おうと前線からプレッシャーをかける。そして、
68分、途中出場したFW⑭宮本がペナルティエリアの外から豪快に蹴り込んで同点とする。後半アディショナルタイム、藤枝
順心は右CKのこぼれ球を最後はFW⑨千葉がヘディングで押し込んで勝ち越した。そのまま、2-1で試合終了となり、藤枝
順心が決勝に進んだ。最後まで諦めることなく戦い抜いた日ノ本学園イレブンにも称賛を送りたい。

記載責任者 所属（ 広島：山陽女学園高等部 氏名（ 阿部　美帆
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 準決勝 【14】

日時 2016年07月31日 10:01 試合形式 70分 PK戦 会場 広島県立びんご運動公園陸上競技場

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 朝倉　みな子 副審１ 藤田　美智子 副審２ 徳永　光恵 第４審判 赤木　陽美

運営責任者 田中　克昌 記録担当 花﨑　岳 天候 晴 気温 29.8℃ 湿度 64％

風 弱 観客数 200人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

岡山県作陽高等学校
（中国）

KICK OFF

1

1

0

前半

後半

0

0
0

十文字高等学校
（関東③）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 藤田　みあ 1 GK GK 1 川端　涼朱 0

0 冨田　実侑 2 DF DF 3 冨田　美波 0

0 蓮輪　真琴 3 DF DF 4 熊谷　明奈 0

0 森本　紗也佳 5 DF DF 5 佐藤　幸恵 0 45分

0 松丸　綾花 13 DF DF 6 足立　琴音 1 1

0 山下　沙耶香 6 MF DF 12 井上　萌 0 70+1分

68分 1 1 山﨑　涼帆 8 MF MF 7 鈴木　紗理 0

1 1 1 松島　育美 (Cap.) 9 MF MF 8 蔵田　あかり 1 1

2 2 北方　沙映 10 MF MF 9 源間　葉月 2 1 1

70+3分 0 山口　日南貴 16 MF FW 10 村上　真帆 (Cap.) 4 3 1

0 越島　杏佳 12 FW FW 17 中原　さやか 0 ＨＴ

浅野　智里 4 DF DF 2 梶井　風薫

山田　優衣 15 DF DF 16 豊原　彩葉

初村　和香 7 MF MF 11 松本　茉奈加 1 1 5

8 0 田中　莉乃 11 MF MF 14 淺井　真琴 0 12

中村　萌愛 14 MF FW 13 佐藤　珠実

16 0 牛久保　鈴子 17 FW FW 15 瀧澤　千聖 1 1 17

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 池田　浩子 石山　隆之 時間 種別 番号 選手名 理由

70+2分 警 11 田中　莉乃 遅延行為
後半前半 チーム合計 前半後半

2 2 4 シュート 10 5 5

4 6 10 GK 5 1 4

0 1 1 CK 2 1 1

3 2 5 直接FK 8 4 4

1 3 4 間接FK 6 0 6

1 2 3 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 5 0 5

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

14分 作陽 9 松島　育美 10 右CK 5 相手FP クリア 左-1 10 ～ ↑ 中央-1 9

左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:26 (1:26)、 後半 41:52 (6:52)、 試合所要時間 01:18:18

[備考]クーリングブレイク後半のみ実施
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年 月 日 ( ) ）

14 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

　　　　準決勝戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ 広島県立びんご運動公園陸上競技場

マッチNo.【

岡山県作陽 高校（ 中国 十文字 高校（ 関東③

2016 7 31 日 kick off

1 0

基本システム 基本システム

十文字はMF⑦鈴木、MF⑨源間、FW⑩村上で攻撃のリズムを作り、両サイドMF⑥足立、MF⑧蔵田にボールを送り、チャン
スを伺う。作陽は高い位置でプレスをかけ、ボールを奪いに行く。MF⑨松島の豊富な運動量、左サイドDF②冨田、MF⑯山
口が状況に応じてポジションチェンジを繰り返し、攻撃の起点となる。長短のパスを織り交ぜ、試合を優位に進めていた十
文字であったが、14分作陽DF②冨田のオーバーラップから得たコーナーキックを一度はクリアをされるものの、ゴール前フ
リーとなったMF⑨松島にボールが渡り、冷静に流し込み得点を挙げる。先制した作陽は、ボールの寄せが早くなり、十文
字の攻撃を断ち切る。十文字はボールを動かし、作陽DFを揺さぶるものの、ゴール前での精度が低く得点には至らない。
後半、十文字はFW⑮瀧澤を投入し、45分にはMF⑪松本を入れ流れを変える。しかし、焦りからか中央へのボールが多く
なり、単調な攻撃が続く。作陽はDF③蓮輪を中心にしっかりとブロックを作り、粘り強く対応し、十文字の攻撃を跳ね返し、
中盤で奪ったボールはシンプルにMF⑩北方に合わせる。アディショナルタイム、十文字は3バックにして攻撃の枚数を増
やすものの、ＤＦ背後へのボールは少なく、足元へのボールと中央突破が目立ちチャンスを作れなかった。そのまま作陽
が１点を守りきり、初の決勝進出となった。敗れた十文字は、強引な中央への攻撃が多くなってしまったため、スピードの
あるMF⑧蔵田、MF⑪松本が活きなかったのが残念である。しかし、個の技術が高い選手が多く、今後の活躍が非常に楽
しみである。

記載責任者 所属（ 東京：成立学園高等学校 氏名（ 中野　進治
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公式記録
平成28年度　全国高等学校総合体育大会（サッカー競技）　女子 決勝戦 【15】

日時 2016年08月02日 10:00 試合形式 70分 延長20分 PK戦 会場 エディオンスタジアム広島

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 徳永　光恵 副審１ 藤田　美智子 副審２ 朝倉　みな子 第４審判 梶山　芙紗子

運営責任者 辻　邦浩 記録担当 六郎　真暁 天候 曇 のち 晴 気温 33.5℃ 湿度 49％

風 微風 観客数 1,300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

藤枝順心高等学校サッカー部
（東海①）

1

0

1

前半

後半

0

0
0

岡山県作陽高等学校
（中国）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 福田　まい 1 GK GK 1 藤田　みあ 0

1 1 山本　さゆり 2 DF DF 2 冨田　実侑 0

0 鈴木　杏那 3 DF DF 3 蓮輪　真琴 0

0 青木　なつみ 13 DF DF 5 森本　紗也佳 0

1 1 森藤　凛 16 DF DF 13 松丸　綾花 0 64分

0 千葉　玲海菜 9 MF MF 6 山下　沙耶香 0

1 1 福田　ゆい (Cap.) 10 MF MF 7 初村　和香 0 51分

1 1 並木　千夏 15 MF MF 8 山﨑　涼帆 1 1

42分 1 1 塩見　愛香 8 FW MF 9 松島　育美 (Cap.) 0

1 1 今田　紗良 11 FW MF 10 北方　沙映 1 1

70+2分 0 江刺　亜摘 14 FW FW 12 越島　杏佳 0

木稲　瑠那 12 GK DF 4 浅野　智里 0 13

大村　琴美 4 MF DF 15 山田　優衣

8 1 1 1 上田　桃 5 MF MF 11 田中　莉乃 0 7

田中　愛梨 17 MF MF 14 中村　萌愛

遠藤　梨子 6 FW MF 16 山口　日南貴

14 0 土屋　佑津季 7 FW FW 17 牛久保　鈴子

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 多々良　和之 池田　浩子 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

4 3 7 シュート 2 2 0

0 2 2 GK 13 3 10

4 4 8 CK 0 0 0

3 3 6 直接FK 9 6 3

0 0 0 間接FK 3 0 3

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 0 3

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

55分 藤枝順心 5 上田　桃 右-2 直接ＦＫ 10 左足Ｓ 中央-1 相手GK ミス こぼれ球 5 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:01 (2:01)、 後半 38:33 (3:33)、 試合所要時間 01:15:34

[備考]
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年 月 日 ( ) ）

15 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

　試合開始から中盤での激しい競り合いが続き、球際はどちらも譲らない。藤枝順心は、ＤＦや中盤から両サイドへのロン
グボールで作陽ＤＦを突破しようと試みるが、作陽ＤＦ陣は体を張ってゴールを守る。藤枝順心は、ＧＫを含めたポゼッショ
ンを展開し、ＭＦ⑩福田を軸に左右に揺さぶりをかける。対する作陽は、しっかりとブロックを形成し、藤枝順心に決定機を
作らせない。また、両サイドバックを攻撃の起点とし、ＤＦ②冨田が持ち味であるスピードを活かして、何度もドリブルでしか
けるが、シュートまでは行けず、前半を折り返す。
　後半、藤枝順心はショートパスをワンタッチでつなぎ作陽陣内に攻め入る場面が増える。作陽もＤＦ③蓮輪を中心に体を
張ってゴールを守るが、徐々に藤枝順心がポゼッションする時間が長くなる。作陽は中央をダイレクトプレーからドリブルで
切り崩され、ペナルティエリア内に侵入されるシーンが増え始める。その矢先、藤枝順心のＦＫを作陽ＧＫが弾いたボール
を途中出場のＭＦ⑤上田がヘディングで押し込み、待望の先制点を挙げる。作陽もＤＦ②冨田を中盤に上げ反撃に転じよ
うとするが、藤枝順心はＭＦ⑩福田、ＤＦ③鈴木から正確なロングボールを配給し作陽陣内でゲームを進め、作陽に攻撃
の糸口を与えない。先制点以降は、藤枝順心が時間とエリアを上手く使い切り、初の全国高校総体制覇を果たした。

記載責任者 所属（ 広島：山陽女学園高等部 氏名（ 阿部　美帆

基本システム 基本システム

火 kick off

1 0

＝ Match  Report ＝ 

　　　　決勝戦全国高等学校総合体育大会（2016 情熱疾走 中国総体）

会場（ エディオンスタジアム

マッチNo.【

藤枝順心 高校（ 東海① 岡山県作陽 高校（ 中国

2016 8 2
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